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			Ｓランクの女冒険者が俺の奴隷になりました②

			村人Ｚ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

			
			底本カバーデザイン　小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			大逆人ボーン

			お姉さん？

			それぞれの思惑

			勇者誕生

			戦争開始

			三国会議

			女神の試練

			ティーネの乙女心

			神聖公国

			裏切り

			ミルナの想い

			ルルイナ教徒の反乱

			四大忠神

			ロンデの怒り

			四大魔貴

			勇者パーティー誕生

			最終決戦

			勇者の生誕祭

			女人国にて

			魔王城

			番外篇　リーカネルとイシアの旅路

		

	
		
			　

			大逆人ボーン

			　

			　俺は聖獣を飼っていた。

			　聖獣は女神(めがみ)のペットといわれる高(こう)貴(き)な存在だ。

			　実際に飼われているわけじゃなく、生物とは乖離した高嶺の存在にそう呼称されているだけなのだが。

			　実際にその実力は非常に高く、さらには人を軽く超す知性もある。

			　そんな聖獣を俺がどこで見つけたか。

			　簡単だ。

			　俺が若い頃、屋敷の裏庭でなにかに怯えていたところを見つけたんだ。

			　それ以降は護身目的で飼っていた。

			　ただ、ある日が来るまでは――。

			　

			　俺は大逆人だ。

			　それは一部の例外を除いたどの視点から見ても明らか。

			　帝国、王国、諸国、各種族、あるいは話を聞いただけの者であれば間違いなく俺を大逆人と呼ぶだろう。

			　俺たちに「帝国が宣戦布告した」と報せた兵が続けざまに「帝国の大義は、大逆人であるボーン様を匿(かくま)っているから」だと口にして、ふとそんなことを思った。

			　俺、ティーネ、フィロ、リアの四人がいる場は一瞬にして固まる……わけでもなく、ティーネとフィロは「ほー、そうなんだ」程度に納得していた。

			　ただ一人、リアだけが驚きに言葉を失くしていた。

			　ここにいると感覚がおかしくなりそうになるが、リアの反応は正しい。

			　むしろ他の二人が世間を知らなすぎるだけだ。なんでおまえら平然としてるんだよ。もっとこう……あるだろ……？

			　と、まあ愚痴はいつものことなので飲み込んで済ます。

			　同時に一兵に聞く。

			「布告したのは帝国の誰だ？」

			「はい。帝王コフィン・シランだそうです！」

			「帝王、か？」

			「はい、間違いないです！　どうやら元帝王のアーグ・イルベスタは退位したようです！」

			「まぁ知ってるが……」

			　コフィン・シラン。話には聞いている。

			　三皇の一角、シラン家の幼い少女だったはずだ。歳もまだ一桁後半くらいか。

			　帝国の帝王位は三皇が順番に世襲する。

			　イルベスタの次はシラン、そして次に――アーカネル。

			　だからシランが就くことに大きな間違いはない。違和感があるとすれば若すぎる年齢だが、傀儡とする背後の人間がいるならば考えられなくもない。

			「ボーン様……？」

			　リアが俺の名を呼んだ。

			　訝(いぶか)し気にこちらを見ている。

			「これはどういうことですか？　大逆人とは一体……？」

			　この問いには不信感が募っていた。

			　しかし、その不信感を解消する手立てはない。

			「聞いての通りだが」

			　実際にそうなのだ。

			　ここまで大々的に広められたら隠すつもりもない。

			　と、不審がるリアの傍でフィロが目を輝かせながら俺を見て力強く言った。

			「大逆人……！　カッコいいのじゃ……！」

			「そうか？」

			「フィロっ、ご主人さまがカッコいいのは当たり前でしょ！」

			　ティーネがビシィッとフィロを指さす。

			　彼女たちを見て思う。

			（話すべきはそこか？）

			　ズレズレだが普段通りすぎる。

			　まぁそもそもフィロは竜だから人族のことなど興味がないのかもしれない。

			　ティーネは擁護のしようもないが。

			　しかし、やはりリアだけは平常時と同じように警戒心を高めている。

			　当然の話だ。

			　この流れならば俺が王国に近づいてきた理由が帝国からの防衛策だと勘ぐられてもおかしくない。

			　リアがティーネとフィロに冷たく言い放つ。

			「事はそんなに単純ではありません。帝国と王国は列強。影響下の各国も参戦しなければならないのです。これだけでどれだけの犠牲を払ってしまうか」

			「大丈夫！　私が殺るから」

			　キリッとティーネが整った顔をさらに整える。

			　フィロが小さな手を挙げながら「妾(わらわ)も妾も！」と賛同している。

			「たしかにティーネお姉さまの実力は理解できています。ですがただ我(が)武(む)者(しや)羅(ら)に敵を倒せばいいと、そんなに簡単では……」

			　リアが言う。

			　ああ、たしかにそうだ。

			　ティーネは強い。それは間違いない。かのギルドのＳランクなのだから。

			　しかし帝国にもバケモノはいる。

			　…………考えて肌が粟立った。思い出した。近しくも驚異的な強さを持つ人を。

			　そしてまず間違いなく今の状況を作り出したであろう人を。本来、起こるべきでなかったこの戦争を引き起こしたであろう張本人を。

			「大丈夫！」

			　ティーネが朗らかに言う。――それにどこか心が安堵した。

			　やっぱり手に入れてよかった。

			　いるだけでこれほど嬉しいものはない。

			　それに…………いつみても眼福の容姿。

			　自然とニンマリ、笑みがこぼれる。

			「……」

			　何度言っても変わらない、そんな姉に心が折れたのかリアが押し黙って隅っこに行った。体育座りで暗い雰囲気を纏(まと)っている。

			　フィロがそこに歩み寄る。

			　お、フォローするのか。

			　リアもちょっと嬉し気にフィロを見た。

			　フィロが口を開く。

			「妾(わらわ)も戦うぞ！」

			　ガッツポーズでフィロが言った。

			「違います！　そうじゃないですっ……！」

			　付き合いきれない二人にリアが涙を流しながら首を振る。

			　フィロのフォローはむしろ逆効果だった。

			　仕方なく俺も混ざる。

			「面倒だから俺もどっか別の国に移るか」

			「貴方がこの問題を引き起こしたんですよ!?　なに一人で逃げようとしているんですか！」

			「一人じゃないぞ。ティーネも一緒だ」

			「もちろんですっ！」

			「妾も一緒に行くのじゃ！　忘れるでない！」

			「おかしいです！　皆さんおかしいです！　とにかく王城に行きますよ！　そこでちゃんと確認するんです！」

			　リアが拳を握って必死に説得しようとする。

			　そのリアの言に、報せに来た兵が甲斐甲斐しく言った。

			「すでに馬車を用意させています。王城へ向かう支度を整えていただければ、すぐにでも発てます」

			　すぐにでも発てる。

			　ということはリアが言わなくても王城へは招集する気だったのだろう。

			　参ったなぁ……。

			「どうすんですか？　ご主人さま。強硬突破するなら任せてください！」

			「やめてください、ティーネお姉さま！」

			　冗談ともとれないティーネにリアが本気で腰に手を回す。

			「いや、行くよ」

			「え？　いいんですか？」

			「ああ」

			　帝国の目的が分からない。

			　万が一、本気で俺の首を取りに来ているのであるならば、他の国へ逃げても総力を挙げて捜索に当たるだろう。

			　ならば今は王国に頼ったほうが良い。

			　内戦に協力した今なら守ってくれる可能性が高い。

			　

			　王城へ着くと真っ先に近衛(このえ)レベルの騎士たちが出迎える。いや、出迎えるというよりは警戒しているといった感じだ。

			　当然のことだが、俺はかなりの危険人物として扱われているようだ。

			　それから案内された一室は謁(えつ)見(けん)の間だ。

			　王が数段上の空間で玉座に腰を下ろしていて、その傍らで宰相や王族が立っている。といっても今は王女のミルナだけだが。

			　そして両端には王都に滞在する貴族や、辺境から戦争の様子を窺うべく上京した貴族が並んでいる。

			　その中心とも言える場所に俺ら一行は注目を受けながら立った。

			　俺が王に傅(かしず)くとリアとティーネも倣った。

			　ただ唯一フィロが仁王立ちをする。

			　明らかな無礼に宰相やら貴族が目を尖らせた。そんな空気を読まないフィロにリアが耳打ちをする。

			「フィ、フィロさん……！　王の前です、膝をついてください！」

			「なぜじゃ！　妾(わらわ)は人なぞ下位の種族とは違う竜、その王の血族じゃ！　むしろ傅くべきはそちらの人間じゃろう！」

			『なにぃ!?』

			　貴族たちが切れ気味にフィロを睨む。

			　しかし王が手を軽く挙げることで制した。

			「良い。それよりも急を要する案件だ。話を先に進める」

			　王がキリリとした威厳ある眼光で場を作る。

			　それは以前会った時とは違う毅然としたものだった。

			「ボーン、すでに兵を向かわせていたのだ。事情は分かっているな」

			「重々承知しています」

			「では、件の話は真(まこと)なのだな？」

			「今回の発端である大逆人ということは本当です」

			　俺の言葉に周囲がざわめき立つ。

			　そんな中で王が俺に聞く。

			「なにをしたのだ」

			　簡潔な問いは異様なまでに厳粛だった。

			「元帝王、アーグ・イルベスタを暗殺しました」

			『なんだと!?』

			『そんな情報は……！』

			　と、無知そうな貴族の面々が驚(きよう)愕(がく)する。

			　しかし一部の奴は違った。

			　それは王と近い宰相や王国でも強大な大地を持つ面々だった。

			「本当だったか。アーグの死は」

			　帝国は元帝王の死を隠している。それでいてもやはり風の噂程度には王の耳に届くものか。

			　そもそも、俺が帝国から離れている時点で王も察しが付いていたのだろう。

			「大逆人。なるほど。帝王を暗殺したのであれば妥当な呼び方だな」

			　王の口調は冷淡なものだった。

			　だが、僅かながら俺に敵意を持ったものでもあった。

			　当然のことだ。

			　主人殺しを警戒するのは、もっとも頂きにいる王が行うべき優先事項なのだから。

			「では非がおまえにあることを認めるのだな」

			「本来であれば出るはずのない情報だったんですけどね」

			　肩を竦(すく)めながら言う。

			　そのことに違和感を覚えながらも王が断じる。

			「王国は眼前の火の粉を払わねばならん。それが列強である帝国を敵に回すほどの大きなものであるならばなおさらに」

			「……」

			　当然の対応だ。

			　俺の首を差し出せば一件は丸く収まるだろう。

			　あるいは時間を置くことができる。

			　それは一介の庶民に成り下がった俺にできる唯一の償い。国を統べる彼らからそう見られてもおかしくはない。

			――例の内乱がなければ。

			「そんなのダメですっ」

			　ふと王の隣からそんな声がした。

			　桃色の髪に華奢な身体をし、上品な顔立ちの王女。ミルナ・ジュリゴン。
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			　彼女が発した言葉に注目が集まる。

			「ボーン様を殺めることは絶対にダメです！」

			　場が静まる。

			　いや、元から粛々としていた雰囲気が固まったような気配だ。

			　ミルナが辺りを見渡しながら息を呑んで続きを口にした。

			「クーデターを抑えられたのはボーン様にご助力いただいたからです。帝国にとっては大逆人であれ、私たちにとっては大恩ある方のはず。手を出せば、それこそ諸国や国内にも影響が出かねません！」

			「それがボーンの狙いであってもか？」

			　ミルナの熱弁にフェル王が無感情に言い放った。

			　自身の娘に向けるものではない冷たい瞳で。

			　しかし、それは身内だからこそ。

			　次期、自分の後継者になる人物だからこそだ。

			　そして案の定、ミルナが言葉に詰まっている様子を見せた。

			「それは……！」

			「大逆を犯したボーンが王国に恩を着せて盾にする。小賢しいが上手く立ち回っている」

			「ボーン様が内政に関わったのはそのためと……？」

			「ではなぜ王国に留まっている。はやいところ抜け出し、身を隠すべきではないか？」

			　て、的確すぎる。

			　ミルナへ恩を着せたのはリアを抑える力とするためだった。

			　しかしここに来て帝国に対抗する力ともなりかけている。だから俺はここに来た。行動に加えた訂正を見逃してはくれないようだ。

			　周囲の視線が俺に向く。そろそろ喋(しやべ)れとばかりに。

			「……まぁ認めましょう。たしかに恩を返していただけるかとは思いました。しかし、アーグ元帝王を暗殺した罪が追及される予定はありませんでした。つまり当初は心から王国の平安を望んで内政に関わりました。それに恩を返していただくと言っても外交としての面のみで、王国の民が危機に追いやられるほどの戦争とまでいくのであれば大人しく王国からは離れましょう」

			　と、まあ良い面(つら)はしておく。

			　殺されるのはごめんだ。

			「ボーン様……っ！」

			　ミルナがどこか堪えきれなさそうに両手を握る。

			　次に彼女が発言しようとして――一人の兵士が現れて王のもとによった。

			『――――』

			　耳元でなにか囁いているようだが聞こえない。

			　ただ王が眉をひそめた。そして思量した後に口を開く。

			「通せ」

			　ただその一言だった。

			　誰を通すのか。それはこちらに告げられていない。

			　兵士が頭を下げて入って来たほうに戻って行った。王に謁(えつ)見(けん)を許された者を通そうというのだろう。

			　この状況での謁見。

			　まだ俺の一件が終わっていないのに。

			　他の重要案件か、この一件に関することなのは間違いないだろう。

			　王に許されて入って来たのは顔まで覆うフード付きの、歪な形をした生物だった。いや、人と大差ない形ではあるが背中だけが異様に隆起していて、フードからは首のない顔がチラリと覗き、顔には大量のデキモノであふれかえっていた。

			「失礼します」

			　種族として明らかに人ではないその生き物から出たのは流暢な言葉だった。知性ある生き物として、こいつに当てはまるのは魔族だろう。

			　魔族は多種多様な生物の混合体を、種族の特徴に持つ。

			　そのため各分野に幅が広く、魔力が高い者や筋力がある者など多岐にわたる。

			「謁見のお許し、感謝いたします。私の名はロンデと申します。神聖公国は大司祭、イグナシベル・アイガンドムーン様の使者として、この場に参りました」

			「それで何用でしょう？」

			　急く案件とばかりに宰相が尋ねる。

			　誰も時間のないことを伝えはしないが、他種族が神聖公国の使者？　変な話だ。

			「単刀直入に――神聖公国は悪劣な帝国と刃を構える準備があります」

			「……！　それは……我ら王国と同盟を組むということですか？」

			「そうなります」

			　ロンデが言うと周囲がざわめき立つ。

			　それは喜びではなく不審がる意見が多かった。

			「なぜ王国側につくのですか？　大義は帝国にあるのでは」

			「大逆人を匿(かくま)っている、ということですよね。ボーン・アーカネル様を。しかし我らにしてみれば確証もなく、また交渉のテーブルすら用意しない不意打ちはあまりにも杜(ず)撰(さん)な対応です。なにより帝国は領土拡大の野心が高い。このまま放置はできません」

			　前半の俺に関する大義名分は飾りだろう。ロンデの言う本題は後半の出る杭は打つという部分だ。

			　神聖公国も列強として数えられる国だ。

			　といっても国力自体はさほどない。商業性も軍事力も王国や帝国より一段落ちる。しかし、信仰している女神――【ルルイナ・ルーン・アイル】を主とした宗教は各国でも信者が絶えず、また神聖公国内にいる信者は命さえ捨てる。

			「しかしながら、我ら王国は帝国と事を構えるつもりは……」

			「――我らと同盟を結ばないと？」

			　ロンデ、そう名乗った使者が堂々と食い下がる。

			　強気だ。他国の領内で、神聖公国の顔ともいえる使者がこうも王国に対して強気に出るか。

			　だが逆にそれが良い。今の王国不利ともいえる状況では宰相も引き下がるしかない。

			「……神聖公国に対する信頼が足りません。同盟を組むからには、やはり相応の信頼関係が必要と考えますが」

			「なるほど。しかし、それは単純に必要最低限の情報交換だけでよろしいのではないでしょうか？」

			「必要最低限の情報交換、ですか？」

			「はい。互いはそれぞれ不干渉にさえすればよいと思われます。払った犠牲や得た領土などは口出し無用とすれば」

			「……そうですか」

			　同盟と呼ぶには浅い。これでは不戦条約が近いだろう。

			　それでも『同盟』と呼んでいるのは、情報を交換し合う仲であることや、諸国に対する体裁もあるだろう。

			　神聖公国と王国が手を組んだとなれば帝国側が不利と判断する国や勢力が出てくる。それを狙っているのだ。

			「ふむ……」

			　宰相が悩む。

			　それは最初の『帝国とは戦わない』という意思が揺らいでいる証拠だった。

			　周囲を見渡せば貴族の連中も似たように思案していた。彼らも皆、領土が広がるであろう目論見に目が移っている。

			　流れが確実に変わっている。ロンデとかいう男、相当に上手いな。

			　しかし、そんな流れを断ち切ったのは意外な人物だった。

			「待ってください！　戦争になればたくさんの人が傷つくのですよ!?」

			　ぐるぐるの金髪ツインテールをした少女。俺の後ろにいるリアだった。

			　彼女は目を見開いて今の戦争に傾こうとしている場に驚いているようでもある。

			　ロンデがリアに対して反論した。

			「しかし、どちらにせよ帝国は王国に戦争を仕掛ける気でしょう。王国に交渉もなく戦争を吹っ掛けたのですから、それは明らかだ」

			　ロンデがリアを見る。その目は説得をするというより、どこか敵意ある値踏みをしているようだった。

			「それでも……！」

			　リアが言葉を出そうとして詰まる。まともに返せる論がない。

			　彼女は優しいのだ。しかしロンデの示した道があまりにも誘惑的で、貴族達にはリアの言葉は遠く届かない。

			「それでも……」

			「今日はこれにて謁(えつ)見(けん)は終わりにする」

			　リアの力ない言葉を遮り、王が無理矢理に終わりを告げる。

			　それは今のまま話を終わらせてしまえば早計となってしまいかねないから、まずは話し合いをするということだ。

			　俺としてはロンデを応援したい。

			　今の訳の分からない帝国を削ってくれれば嬉しい。俺のヘイトを解消して欲しい。そんな感じだ。

			　ティーネの件といい、本当に邪魔だなぁ……リア。

			　その後に、リアは憤(ふん)慨(がい)した様子で屋敷に戻り、フィロはそれを宥(なだ)める様子で付いて行った。

			　ティーネは俺の傍に付いている。

			　今の俺の状況は非常にまずい。もしも迂闊に一人で外にでも歩いたら暗殺間違いなしだろう。帝国側からも王国側からも。

			　そんな中でさっさと王城を出ようと廊下を歩いていると、王と熟練っぽい近衛(このえ)兵二人の連れが対面を歩いてきた。

			　膝をつけて礼を果たす。

			「……はぁ」

			　俺の顔を一瞥してため息を吐きやがった。

			「なんで俺が後ちょっとで退位って時に厄介事を振りまいてくるのかなぁ……てかなんで愛娘のミルナがおまえを擁護してるのかなぁ……別におまえを殺して帝国に渡すって言ってないのに『ボーン様は殺させません！』って……なんだこれぇ……」

			「……」

			　愚痴り出した。

			　二人の近衛兵は平常通りとばかりに苦笑いを浮かべている。

			「しかもバカ貴族どもが戦争に乗り気だしさぁ……流れ的に戦争しちゃいそうなんだけどぉ……」

			「やばいですよね」

			「他人事じゃないだろ」

			「ええ、そうですね」

			「くそが……まったくさぁ……」

			　王が頭を抱える。

			　ミルナにさっさと王位を譲りたいのだろうが、彼女はまだ未完の器だ。

			「実際、おまえはどう見ている？」

			　ふと王が真剣な眼差しで俺に意見を求めてきた。

			「神聖公国ですか？」

			「それ以外ないだろう」

			「俺にとっちゃ帝国関連もあるんですがね。まぁ神聖公国は怪(あや)しいとしか。タイミングが合いすぎている」

			「帝国と組んでいると？」

			「ほぼ間違いないでしょう。ですが神聖公国の狙いが不明です」

			「そうだな。帝国と徒党を組んで王国に攻め入るなら、わざわざこちらに出向いて欺(あざむ)く必要はない」

			　貴族らが利益に目が眩んでいる中で王は神聖公国の狙いを考えている。

			　もちろん思慮深い貴族もいるのだろうが多数の意見としてはメリット重視だった。

			「となると情報交換ですが……これも大して。必要なら如何様にも情報は得られますし、極秘クラスになると同盟を組んだとはいえ漏らさない」

			「ああ。そうなるな」

			　俺の言に王が同意する。

			　あまりにも不明瞭すぎる今回の同盟。神聖公国側の本当の目的は帝国なのではないか、そう考えてしまうほどに。

			「戦争になるでしょうね」

			「なるだろうな。……リア殿には申し訳ないが」

			　王とはいえ雰囲気が今回は戦争に傾いている。止めてしまえば却って反発が来る。

			　確実に帝国とぶつかってしまうだろう。

			　犠牲が出ると反対していたリアにとっては芳(かんば)しくない。

			「彼女は優しすぎる。あの齢で聖女に選ばれるだけはあるほどに」

			　ああ、やはり聖女なのか。王が断言すると腑に落ちる。

			　にしても若いな。

			　勇者やら聖女やらの選ばれる基準が分からない。

			　たしか勇者は聖剣を引き抜くとかだった気がするが……。

			　大抵は王国や神聖公国であったり、あとは小国から生まれるが、帝国からは選ばれたことがないから分からない。あまり興味もなかった。

			　まぁ聞くほどでもないか。

			「そろそろ屋敷に戻るか」

			「了解ですっ！」

			　ティーネが手を額に当てて敬礼する。

			　そんな俺たちに王が声をかける。

			「そういえば、一つ分からないことがある。おまえ、帝国が罪を追及しないといったような言い方をしなかったか？」

			「元帝王暗殺についてですか？」

			「ああ。そうだ。どうも気になる言い方だった」

			　王が聞いてくる。なにか思惑があるわけでもなさそうだ。

			　……まぁ構わないか。

			　どうせバレることだろうし、知っておいてもらったほうが楽かもしれない。

			「元帝王の暗殺は帝国内部の上層部で極秘として扱われ、主犯であった俺は帝国から追放される以外の罪に問われることはなかったんです。しばらくして病死とすればいいと」

			「分からないな。なぜ極秘として扱われる？」

			「大きな要因としては、わがままだったからでしょう。あまりよく思われていませんでした。俺が暗殺を企てたのも王のわがままが発端のいざこざでしたし」

			「ほう。やはりどの国でも横暴は罪だな。それが王であったとしても」

			　肝に銘じるとばかりにしみじみとする王。彼も思うところがあるのだろう。

			「だが、どうして追放された？　おまえに責任がかかるとは思えんが」

			「いいえ。帝国の上層部とはいえども一枚岩ではないんです。こればかりは仕方がなかったんですよ。帝王殺しに反対の者もいましたし」

			「なるほどな」

			「それじゃあ俺たちはもう行きますよ」

			「ああ。……逃げるなよ？」

			　王が俺に釘を刺す。

			　ここまで来たら逆に俺が王国に滞在しなければ、王国としても戦争の理由がなくなってしまうからだろう。

			　神聖公国が戦争をしたがっている以上、貴族らも戦争の理由を欲するだろうし。

			「分かってますよ」

			　笑みを浮かべながら答える。

			　逃げたところで俺に良い点はあまりない。

			　なら王国には精々頑張って帝国を削ってもらおう。

		

	
		
			　

			お姉さん？

			　

			　その部屋は薄暗い。

			　小さなテーブルと木造の質素な椅子が並んでいる。テーブルの上には青白く光る水晶があり、豪勢な衣服に身を包んだ男が水晶に手をかざしている。

			「状況はどうだ？　ロンデ」

			『はい。大司祭様――』

			　水晶には醜い生物が映りこんでいた。

			　それは王国に滞在しているロンデだった。

			　そしてロンデが大司祭と呼んだ男――彼はイグナシベル・アイガンドムーン。神聖公国の実質の支配者だ。

			　長い銀髪に青い瞳の、女神が男に生まれ変わればこれほどに美しいだろうと、そう思えるほどに顔が整った男性だ。

			『王国は戦争に乗り気です。このままいけば上手く計画通りになりましょう』

			「そうか。これで我らの願いも叶うというものだな」

			　大司祭の頬が緩む。

			　それは自身の願望故か――あるいは眼前の生物を騙しほくそ笑んでいるからか。

			　大司祭は死に行く者など考慮しない。

			　上に立つ者として、あるいは人の信仰を湯水のように無駄遣いする者として、それは最悪のものだ。

			　だが、そうまでして叶えたい願いが大司祭にはあった。

			　そして同時にロンデにも、とある人物への復讐の願望があった。

			　互いの利益が一致――しているように見えていた。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　深夜。

			　やはりというか、帝国との戦争が決まった。

			　それも僅か数日で決定してしまっている。リアが怒りに言葉を失いかけながらも何度も嘆願していたが届きはしなかった。ナイス。

			　俺はベッドで横たわっていた。

			　どうにも眠れない。なにか嫌な予感がする。それが戦争のことなのか。それとも別のことなのか……――すぐに分かった。

			　ばたんっ！

			　と急にドアが開く。

			　雷で作られた剣を片手に、雷を纏(まと)うティーネの姿があった。

			　夜這いにしては荒々しく表情も鋭く――それがどういうことなのか理解するより先に後方から手が回された。

			　それは白く滑らかな手だった。

			「久しぶりね、ボーンちゃん」

			　大きく柔らかい感触が背中を擦りあげる。

			　首に回された手は苦しく感じるほどに力強く握られていた。

			　そして跳ねるような楽し気な声には――聞き覚えがあった。

			「ご主人さまっ！」

			「あら、お邪魔はダメよ」

			　ティーネが閃光と共に俺の目では姿を捉えられないほどの閃光に代わる。しかし薄い闇の壁に防がれる。

			「な！」

			「機敏な動きね」

			「貴女は何者ですか!?」

			　素直に賞賛する背後の女性にティーネが問う。

			「曲者の臭いがするのじゃあ！」

			「なんの騒ぎですか！」

			　遅れてリアとフィロが到着した。

			　そういえば忘れていたが、彼女たちは深夜ということもあり全員が寝間着の姿だ。

			　こんな時間なのに随分と動けるな。

			「あなたは……誰ですか？」

			　リアがさっきのティーネと似たような質問をした。

			　余裕あり気に背にいる女性がそれに答える。

			「ユーシア。ユーシア・アーカネルよ」

			　その返しにティーネたちがキョトンっとする。

			　俺は両目を手で覆った。やはりか。

			「……姉さん」

			　どこか疑心暗鬼だった彼女たちにとっては、俺の呟きが答え合わせになったのだろう。

			　おお、と手をぽんっと叩いて納得した。

			　しかし、リアは不審そうなままだ。

			「ボーン様の姉……？　ということは帝国側の者と判断してもよろしいのですか？」

			「うん。ボーンちゃんの敵ね、今は」

			　ユーシアが意味ありげに答えた。

			　今は？

			　上層の人間がなにを言っている？　俺を殺すつもりではないのか？

			　振り返る。久しく見てなかった姉の顔を、表情を覗くために。

			　長くしなやかな黒髪に、右下にある泣き黒子。魅力的な身体は密着している今なら余計に分かる。

			　赤い瞳が執(しつ)拗(よう)なまでに俺を見ている。

			「んふふ」

			　ユーシアと目が合う。微笑まれた。

			　美女との接触ほどうれしいことはない。しかし、この人とは近づくだけで鳥肌が立つ。嫌な寒気が全身を襲う。

			「て、帝国は今どうなっているんですか？　姉さん。俺のことは……」

			「どうって、シランちゃんが帝王になったこと以外はとくに変化なしよ。今から見に行きましょ？」

			「見に行くってどういう？」

			「そのままよ。――帰りましょう、我が家に」

			「は……？　待て。帰ったら俺は処刑されるんじゃないのか」

			「そんなわけないじゃない。私がそんなことさせないわよ」

			　ユーシアが俺の頬を愛おしそうに撫でる。

			　なおさら分からない。

			「俺が帝王暗殺の首謀者だと知って、それを揉み消すと誓ったのは姉さんと幹部らだ。だが、今それが取り消されている。信じられるか」

			　俺が帝国を事実上の追放とされる前に、俺の罪がなくなると誓いが立てられている。表沙汰になれば問題だが裏ではそういう取引がなされていた。

			　だというのに今では追われている。

			　信じられるはずがない。

			「そんなもの、王国を攻める口実。ボーンちゃんはなにも心配しなくていいの」

			　ぎゅっとユーシアが力を込める。

			「むう！　お姉さまとはいえ近づきすぎです！」

			　ティーネが指摘してきた。

			　頬を膨らませてユーシアを指さしている。

			「いいえ……逆よ」

			「え？」

			「近づきすぎなのは貴女よ」

			　突如として冷たく言い放つユーシアが手を向ける。

			　薄暗い部屋の隅々から鋭く伸びる影たちがティーネを襲う。
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			　しかし、ティーネが咄(とつ)嗟(さ)に反応をしてすり抜ける。

			「まったく。純朴なリーカネルちゃんになら任せても問題ないと思ったのに……どうしてこんな虫がへばりついているのかしら」

			　ユーシアが本性を現す。

			　怖い。それしか言葉が浮かばない。

			　強い独占欲に、それに見合った実力。俺が知りうる中でもっとも残忍かつ冷酷な存在。ただ俺にだけに向けてくる異様なまでの愛情が、ティーネに対して殺意を抱かせている。

			　ティーネに向けられたユーシアの敵対心が部屋いっぱいに充満している。

			　が、それも刹那だった。すぐに重苦しく息詰まる空気は立ち消え、ユーシアがころっと表情を変えた。

			「まぁ今日はいいわ。ボーンちゃんを連れに来ただけだし」

			「なぬ！　ボーンをとな!?　それは絶対にさせんのじゃ！」

			　フィロがティーネほどではないにしろ高速で迫る。

			　が、同様に薄く黒い壁にぶつかる。

			「ふぎゃ！」

			　情けない悲鳴をあげておでこを腫らす。痛そうにさすっている。本当に痛そうだ。

			　それをユーシアが笑う。

			「あらあらぁ、獣が突っ込んできたら痛いことになるわよ」

			「もう遅いのじゃ！　うぅ……」

			「それも獣がボーンちゃんを欲した罰よ」

			「なんじゃと！　妾(わらわ)は竜じゃ！　それに竜王の血筋じゃぞ！　むしろ妾に欲されたことを光栄に思うべきじゃ！」

			「あらら、竜とかいう小物集団がなにを言っているのかしら」

			「な、な、な、なんじゃとー！」

			　顔を真っ赤にしてまた壁にぶつかり額をおさえるフィロ。それをユーシアが面白そうに眺めている。

			　この人、イジメてやがる。それも面白半分で。

			　しかしリアが割って入る。

			「ユーシア様。ここは王国の領土内です。そして貴国とは交渉もしていない交戦状態です。……あなたは本当に逃げられると思っているのですか？」

			「逃げられないなら、ここまで来れてはないと思うのだけれど？」

			「いいえ。見つかっているのと見つかっていないのとでは別です」

			「それは貴女が私を舐めているからね」

			　ユーシアがニッコリと笑う。

			　リアが確認のためにこちらを見た。これはユーシアの実力が本当にあるかどうかだろう。ユーシアの情報が他国に出ていないためリアも知らないのだろう。

			　だから近い立場にある俺に聞いたと。

			　俺は一つ頷いた。

			　……俺が知っている中でユーシアは間違いなく一番といえるくらい強い。が、それは昔の俺の了見だ。

			　ティーネならば。

			　……ただ俺が人質にいる以上、手を出しにくいのは素人目にも分かる。

			　一つユーシアに聞く。

			「……帝国が俺の罪を不問にするって話、本当なのか？」

			「うん。といっても帝国じゃなくて『私』だけどね」

			　そう言うユーシアは迫力があった。

			　今の帝王……シランを制御しているらしい。年齢も傀儡に易い年齢だったと記憶している。

			「だから一緒に帰りましょ」

			　ユーシアが掴む力を強めた。

			「……信じられないな」

			「あら？」

			　俺の回答が意外だったのか、ユーシアがすこし困惑した様子を見せる。

			「確証が欲しい。帝国に戻れと言うのならば」

			　帝国の狙いが王国にあるのか俺にあるのか定かではない。

			　こんな状態では戻れと言われても戻れるはずがない。

			　そもそもどうして今なんだ？

			「もし仮に王国を欲しているのであれば、戦争の要因である俺を連れ戻す理由がない」

			「んー、我慢できなくなっちゃったから」

			「は？」

			「ボーンちゃん成分が足りないのっ」

			　ニコっと笑うユーシアに戦(せん)慄(りつ)する。

			　この人にとって戦争やら国やらは関係ないのだ。

			　欲しい時に求め、強引に動こうとする。

			「確証もいらないわ。ボーンちゃんの同意は貰わなくても構わない」

			　ユーシアがそう言うと、心なしか部屋の闇が濃くなった気がする。

			「――！　ご主人様！」

			　ティーネが叫び、雷剣を振って黒い壁を両断した。

			　それからは姿さえ見えず。

			「あら」

			　ユーシアがそんな気の抜ける声を出して背中から気配を消した。

			　部屋の四方から音がする。

			　時にバチバチと、時にガキンガキンと。しかし音を鳴らしている主たちは目にもとまらない。

			　だが、呆けている間にその時は来た。

			「むうっ。なかなかやるわね」

			　ユーシアの声が聞こえ、そちらを振り向く。

			　そこには相対しているユーシアとティーネがいた。

			「お姉さまこそ。ここまで打ち合ったのは久しぶり……それこそお母さま以来で二回目です」

			「お母さま、ね。まぁいいわ。今回は諦めましょう」

			　どちらも目立った傷はないように見えた。

			　しかし、ユーシアはあっさりと退くようだ。

			「ただ。お姉さまと呼んだこと、絶対に許さないわよ」

			「！　ご、ごめんなさい！」

			　睨みつけるユーシアに、ティーネが簡単に頭を下げた。

			　恐怖を感じたわけではなく顔を赤くして恥ずかしがっている。自身の不意を突かれた様子だ。

			「……」

			　ユーシアが不機嫌だ。

			　ふと俺のほうを見て微笑み、にんまりと笑った。

			　ねっとりと絡みつく視線で。

			「必ず一緒になるからね。待っていてね」

			　ユーシアがそう言うと闇に纏(まと)われて姿を消した。

			　動かないティーネを見ると、どうやら帝国に帰って行ったようだ。

			「まったく。下等種族が妾(わらわ)を舐め腐るとは愚か者じゃの」

			　フィロが両手を組んで言い放つ。

			　しかし笑みは崩れていて汗がダラダラ垂れている。

			　さらには足がブルブル震えていた。

			「おまえ相当ビビってんな」

			「ばっ！　バカを言うでない！　わ、わ、妾は強いのじゃ！　負けないのじゃ！　び、びびってるなどとホラを吹くな！」

			　すげえ動揺している。

			　まぁ気持ち分かるんだがな。怖いよな。

			「ボーン様」

			「どうした？　リア」

			「帝国は軍事において諸国を圧倒しています。王国とも差を付けている……。もしかして帝国にはユーシアさんのような方が何名もいるのですか？」

			　リアが恐る恐ると聞いてきた。

			　ユーシアほどの存在が他にもいるなら王国の兵士たちの命がいくつも飛ばされると想像したのだろう。

			「いいや、あの人は特別だ。近しい人はいるが歴然とした壁がある」

			「そうですか……」

			　幾分か救われたように安堵しながらも、それでも不安そうにリアが頷く。

			　それから警戒を解いたティーネが雷剣を没却させた。

			「ふぃ。強い……」

			　ティーネがいなくなってもなおユーシアのいた場所を見ている。

			　しかし確固たる意志を持った目で、

			「……認めてもらいますからね！」

			　どこか的外れなことを言っている気がする。

		

	
		
			　

			それぞれの思惑

			　

			「どこにいってたの？　ユーシア」

			「大丈夫よ、気にするほどのことでもないわ」

			「いいから、しゃべって！　あなたにはわからない、おおきなかんがえがあるの！」

			　舌足らずな、それこそ生を受けて数年ほどしか経っていない。そんな様子だが成熟したようにも見える加減の童女が、ユーシアに対して明らかな上からの物言いをする。

			　銀色の髪に白くモチモチとした肌。整った顔立ちは上品さを醸(かも)し出している。

			　ユーシアは微笑みかけながら大人しく従う。

			「ボーンちゃんのところに行っていたの」

			「あのうらぎりもの!?　どうだったの！　ころせた？」

			「いいえ。残念ながらあと一歩のところよ」

			　芝居がかった動きでユーシアが首を振る。

			　それを見た幼女――帝国の総括、コフィン・シランがため息を吐く。

			「ムサクでいったらそうなるわ！　まったくしょうがないわね」

			　腰に手を当てた幼女がプリプリと怒る。

			　あらかじめ相談を行っていれば必ず成功したと言わんばかりだ。

			　しかし、ユーシアは反論することもなく頬に手を当てて苦笑いをするばかりだった。

			「ごめんなさいね。けれど、それだけじゃないわ。王国の様子も見てきたの」

			「おーこくの？　どうだった？」

			「神聖公国の同盟申し出もあって戦争に乗り気だったわよ」

			「ふふっ。バカね！　やっぱり！　それがワナともしらないで！」

			　シランが笑う。

			　王国が自身の罠に嵌(はま)ったと、順調に進んでいるのが当たり前であると、そう信じていた。

			「あらあら……うふふ」

			　それら全てを笑っている者がいるとも知らずに――。
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			◆　◆　◆

			　

			　

			　起きて顔を洗い歯を磨いていた俺に、リアが声をかけてきた。

			　内容は戦争に協力するというもの。

			「え、俺も協力するのか？」

			「当たり前です！　そもそもボーンさんが引き起こしたに近い戦争なんですよ!?」

			「いや、引き金になったことは認めるが、戦争を起こしたのは欲に目が眩んだ貴族のはずだ」

			「それもそうですが……」

			「だが参加できるならしたいな」

			　コップで水を口に運んで、口内を洗浄する。

			　その過程を踏んでいた俺にリアが驚きと嬉しさとともに近寄ってきた。

			「ほ、本当ですか!?」

			「ぐぶっ……あ、ああ」

			　危うく飲み込みかけて冷や汗が出る。

			「でもどうして……？　ボーン様は説得に時間がかかると思ってました」

			「怠けてるイメージあるか？」

			「い、いやそういうわけでは！」

			「んにゃ、気にしてない」

			　タオルで顔や手を拭きながら最小限に答える。

			　ティーネに稼いでもらって自由な生活がベストであり、それが今の目標であることは変わっていない。

			　そのために一番の邪魔が眼前のリアであることもまた変わっていない。

			「し、しかし。ボーンさんが参陣していただけるなら心強いです。内戦の活躍は聞いています。味方の損害はゼロで、しかもクーデターを起こした方々も士気が下がり、誰にもできないほど少数の犠牲で済んだと」

			「……ああ」

			　リアが俺に戦争への参加を求めたのはきっと、犠牲をすこしでも減らすためなのだろう。

			　それが聖女である由縁なのかもしれない。

			「そういえば聖女ってどうやってなるんだ？」

			　ふと疑問に思い、リアに問うた。

			「聖女は、勇者と同等の試練が女神様から与えられるとされています」

			「ほう」

			「勇者は選定の剣を、聖女は選定の……生死を」

			「それで合格したと？」

			「はい。ただ同等とは言われていますが、女神さまと実際に会って試練を受けるのは勇者だけです。それに聖女は他者の生死を、勇者は自分の生死を決めるので、重さも勇者のほうが何倍も重いですね」

			「ふーん。そか」

			　大体は聞いたことのある話だ。

			「けどさ」

			　俺はそう続ける。

			　清らかで人を想う心さえあれば聖女になれると。

			　ならば逆にだ。

			「他人の生死を決めるほうが重いんじゃないのか？」

			　自分の命を賭けるか、あるいは他人の命を賭けるか。

			　もちろん、俺がどちらかを選ぶとしたら後者になるだろう。

			　だがリアにとっては？

			　人を、生き物を想う気持ちが大きな彼女にとってはどうだろうか。

			「――」

			　リアが言葉を失う。

			　まるで予想外の返事が来たとばかりに。

			「どうした？」

			「どうして。どうして分かるのに……混乱を招く暗殺をしたのですか？」

			「なに言ってんだよ」

			　省略されすぎている言葉に、まぁ別に理解をしようともしない。

			　俺も咄(とつ)嗟(さ)に出ただけだから。

			「……いいえ。取り乱しました。申し訳ありません」

			「いいってことよ、聖女サマ」

			　いつだったか、帝国が聖女や勇者などの英雄を乗っ取るために計画を立てていた極秘の書物を見た。

			　さっと流して読んだだけだが、聖女の選定は代々違うらしい。

			　リアが受けたのは他生物の生死に関わることだったようだ。

			　選定自体は神聖公国が執り行うそうだが。

			　随分と非道なことを考えるようだ、今の神聖公国は。

			「それじゃあ私は、一刻もはやく王城へボーン様の参陣許可を頂きに行きます！　きっとボーン様なら平気でしょう！」

			「ああ。頼む」

			　リアは優しい。

			　聖女に選ばれたのも正当かつ一切の仕込みなしで取ったものだろう。

			　だからこそ王国だけではなく、敵さえも最小の被害に抑えると俺を信じたか。

			――残念だったな、リア。

			　帝国を削って削って削って、俺という存在を掻き消すまで削り切るつもりだ。

			　そして同時におまえもだ。

			　もっとも邪魔になるおまえを、俺は排除しなければいけない。

			　嬉しそうに微笑みながら背中を向けるリアを、口角を上げながら最後まで見届けた。

		

	
		
			　

			勇者誕生

			　

			　リアが屋敷から出て少しの時が経った。

			　俺はなるべく多く帝国を削る作戦を考えるため、屋敷の庭で陽を浴びながら寝そべっていた。

			　帝国を削る、か。

			　そのためには最難関が一つある。

			「……ユーシア」

			　三皇家のアーカネル。俺と同じ家に生まれ、そして育った女。ユーシア。

			　桁外れの力を持ち、それは帝国攻略において単体で考えなければいけないほど。

			「ご主人……様」

			　しょんぼりと、申し訳なさそうな表情でティーネが俺に声をかけてきた。

			　その声には覇気がなく弱気だ。

			「どうした？」

			「ごめんなさい。ご主人様のお姉さまに侵入されてしまい、そのせいでご主人様が危険な目にあっちゃいました……」

			　右手と左手の人差し指をツンツンと合わせながらティーネが謝る。

			　どうやらユーシアとの一件を気にしているようだった。危険な目にはあっていないのだが。

			「いや、対等でいい戦いをしてたんじゃないか。あの人を追い返すなんて余程のことだぞ」

			「だ、ダメです！　それじゃあダメなんです！」

			「ダメ？」

			「あれは国内だったので優位になれたんです。逃げるために魔力を残しておく必要があるから……けど私は。今なら本当に引き分けに持っていけるか分からない……」

			　若干、声を落としながら答えた。

			　ユーシアに勝てるくらいと言いたいのか。実際にそれを意識しているのは間違いない。

			「なら強くなればいい」

			「！」

			　俺の言葉にティーネが目を開く。

			「戦闘に関して俺はまったく分からん。だから気軽に言わせてもらう。強くなりゃいい。ユーシア姉さんに、それこそ世界の誰にも負けないくらい強くなればいいんだ」

			「！　……！」

			　なにか憑き物が取れたように綺麗な笑みを浮かべる。

			　そして一度頷くと、

			「ちょっと行ってきますっ!!」

			　掛け声を出して目にもとまらぬ速さで別の場所に向かっていった。

			　行くって……どこだろうか。

			　稽古でもしてくるつもりか。

			　まぁなんでもいいか。急に強くなるってわけじゃないだろうし。……いや、あいつなら強くなってもおかしくはないが。

			　でもそれこそ勇者の選定とやらを受けるくらいじゃないと無理だろうな。

			　……いや、あいつなら選定を受けてすぐに戻ってくるかもしれないな。

			　それこそ『ご主人さまー！　勇者になりましたー！』とか言ってきそうだ。

			　さすがにそれはないだろうがな。

			　だって生死を決める試験――。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			「ご主人さまー！　勇者になりましたー！」

			　快活にティーネが眼前に戻ってくる。

			　一本の剣を掲げながら。

			　その剣は白銀に光っていて。

			　達成感あふれる笑みを浮かべつつ。

			　あふれんばかりの光を纏(まと)いながら。

			　勇者然としたオーラで。

			「……え？」

			　俺はただ、呆然とその姿を眺めていた。

			『……え？』

			　澄んだ声も、どこからか俺と似たような腑抜けた声を出していた。

			『い、いつのまに抜いたの!?　試験まだなのに！』

			　初めて聞くその声の主を辿ると、ティーネが握っている白銀の剣からもたらされているようだった。

			「女神様……？」

			　ティーネがすこし驚いたように剣をまじまじと見る。
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			『あなたが私を抜いた人ね!?　声で分かるわ！』

			「は、はい。ティーネと言います」

			『分かったわ、ティーネ！　いい？　あなたは正式に選定を受けずに剣を抜いてしまったの』

			「正式な試験を受けずに抜いてしまったということですか？」

			『だーかーら！　まだ勇者の選定はしてないの！　急に抜かれたからできなかったのー！』

			　白銀の剣から泣きそうな声の女が出てくる。

			　女神と名乗ったそいつは、まだ選定をやっていないと言っている。

			　ティーネが気まずそうに口を開く。

			「うぅ、そうなんですか？」

			『そう！　だから試験を受けなさい！』

			「ど、どうやってですか？　抜いたら最後、別の保持者に移るまで勇者のままって聞きました」

			『一度、埋めてあった場所に埋めなおすの！　そうしたらまた権限が戻るから！』

			「わ、分かりました！」

			　埋めなおそうとするティーネの肩を掴む。

			「待て。ちょっと待て」

			「どうしました？　ご主人様」

			　急に止められて戸惑うティーネに、ふと思いついたことを口にする。

			　ティーネからはなんだか勇者のような風貌がある。

			　つまりおそらくティーネはすでに勇者になっている感じだ。

			　ということは。

			「……戻さなくてもいいんじゃね？」

			　俺が言うと一瞬だけ静まり返る。

			　というか女神とやらが押し黙った。だがすぐに気を取り戻したのか、

			『な、な、な、なななななに言ってるのー！　しっかりと！　きっかりと！　ちゃんと戻しなさい！』

			　と焦っている様子だ。すごい混乱している。

			　さらに女神が続けざまに言う。

			『剣を握っている貴女！　仮にも勇者の試験を受けようとする身であるならば、こんな外道の口車に乗せられてはダメよ!?』

			　女神が俺ではなくティーネに方向転換をした。

			　ティーネは微(み)塵(じん)も考える姿勢を見せずに、笑みを浮かべながら答えた。

			「ご主人様が仰られたので戻しません」

			『どうしてー!!　私、女神なのよ!?』

			「たとえ女神さまでも優先順位的にはご主人様が一番なので！」

			　まったく物怖じせず、しかも躊(ちゆう)躇(ちよ)ないその言葉運びは女神にとってクリティカルヒットだったようだ。

			『なんでえええええー！　どうしてえええええー！！！』

			　女神の絶叫が屋敷全体に木霊(こだま)した。

			　

			　女神の反応から分かるように、ティーネは勇者へと変貌を遂げた。

			　それも生死をかける試験を受けずに通ってしまったようだ。

			　ただ代償もあった。

			『もーどーせー！　もーどーせー！』

			　剣からの声が止まらない。

			　ちゃんと息継ぎしているのかと問いたくなるくらいに喚(わめ)き散らしている。

			「ティーネ、そのうるさい剣を布で巻け」

			「はい」

			『ばーか！　私の声は魔力を使って響かせてるのよ！　その程度で聞こえなくなると思ってるの？』

			「……ちっ。その剣をどこかに放置することはできないのか？」

			「残念ながらできません。勇者の力を持つためにはこの剣が必要なんです。あと、他の人がこの剣に触れてしまうと……」

			「もういい……」

			　とにかく現状を打開したい。

			　このままではティーネからずっと女神の声が発せられることになる。

			　うるさくて仕方がない。

			『いいの!?　はやく戻さないと夜も叫び続けるからね！　がんばれば一日中ずっと声出し続けられるのよ！』

			「えぇ……」

			　ちょっと困ったようにティーネが俺を見る。

			　近くにあったペンと紙を握ってさらさらっと文字を書いてティーネに見せる。

			【反応するな。構うだけ無駄だ】

			「分かりました！　じゃあ無視しますね！」

			　ティーネが『なるほど！』と納得したように頷いて……口に出した。

			「ばか……喋(しやべ)るなよ……」

			『ちょっと！　無視ってどういうこと!?』

			「そのままですよ。これから貴女を無視します！」

			『えぇ!?　やめてよ！』

			「ダメです。ご主人様の命令なので。はい、じゃあもう無視しますー」

			『やーめーてー！』

			　なんだこの会話。

			『いいわよ！　分かった！　喋(しやべ)り続けてやろうじゃないの！　どうせ聞こえてるんだから！　あーあーあ！　こちら女神ー！　聞こえますかぁー!?』

			　半ばやけくそのように大声で叫ぶ。かなり前からだが、女神としての威厳は欠片(かけら)も見当たらない。

			　しかし面倒だな。

			　無視をすると言っても根本的な対処法ではない。

			　これでも効果がなければ本当にうるさい。

			　それはとてもマズいことで――。そんなことをすこし考えていると女神の声に勢いがなくなっていった。

			『……あーあーあー。…………ぐすん』

			　はやっ。

			　まさかもう終わりなのだろうか。

			　いやいや、もうちょっと根性を見せろ、女神。

			『……ねーねー。本当に聞こえないのー……？』

			　声に力がない。

			　これでは親に構ってもらえない子供だ。

			　そんなこんなをしていると部屋に新しい奴が入って来た。

			「うー。うるさいのじゃあ……せっかく心地よく眠っていたというのに……」

			　半開きの瞼を擦ってフィロが現れた。

			　そこに機を見出したのか、あるいは寂しかったのか、女神が大きく反応した。

			『新しい声っ！　ちょっとそこのあなた!?』

			「むむっ。なんじゃ？」

			『あ、あなた名前は？』

			「フィロじゃ。お主こそ何者じゃ。剣から声なぞ出しよって」

			『女神、ルルイナ・ルーン・アイルよ。覚えておきなさい！』

			「そうか。分かったのじゃ」

			『えへへ……えっと。フィロは――』

			　くそ！　余計な奴が現れやがった。

			　女神が活気を取り戻して会話する気満々だ。

			　先ほどティーネに見せた紙をフィロの眼前に持ってきて指さす。

			「なんじゃ？　……ほうほう？　却下じゃ！」

			「は？」

			「妾(わらわ)はいかなる相手でも慈悲は与えるのじゃ。だから」

			「ティーネ」

			「はい」

			　俺の呼びかけに答えてティーネがジャキッと聖なる剣をフィロに向ける。

			　フィロは口を磁石のようにくっつけて両手を挙げた。そして激しく頷いた。

			　しかし、ティーネが向けた剣先ではうるさい口が止まっていないようだった。

			『まったくヒドイと思わない？　バカ丸出しよ！　それでね』

			　女神がどこぞの愚痴吐きになっている。

			　しかも、どうやら自分の話に夢中でこちらには耳をくれていないようだった。

			『ん？　返事はどうしたの！』

			　若干強気な姿勢でフィロに向かう女神サマ。しかしフィロは汗を垂らしながら口を閉ざしている。

			『……くぅ』

			　女神が勘付き、悔しそうな声を漏らす。

			『どうせ聞いてるんでしょ、ゲス男！　絶対に許さないからね！　覚悟しなさい！』

			　女神の恨み節は明らかに俺に向いていた。

			　ダルそうなのに絡まれたなぁ……。

		

	
		
			　

			戦争開始

			　

			　女神が黙ったまま太陽が真上に来た。

			　リアが帰ってきて俺に王城へ行くよう伝えてきた。

			　ティーネだけを連れ、王城につく。

			「よく来たな、ボーン」

			　王が玉座から俺を見下ろしつつ言った。貴族たちも恒例通り両端に存在する。

			　膝をつき、頭を下げながら右後ろを見る。

			　王の声に反応して女神がなにか言うかと思ったが平気なようだ。また俺が人を喋(しやべ)らせないようにするとでも考えたのだろう。

			　さすがに王相手には厳しいから助かった。

			「今回おまえを呼んだのは帝国を崩すために必要だからだ」

			「分かっています。……俺にある程度の財源と人員をください。いくばくかを崩して見せますよ」

			「任せる」

			　王が言う。それに反論する者はいない。

			　任せる、か。

			　おそらく王もすでに行動はとっているだろう。俺に与えられる人員も監視役だっているはずだ。

			　だが問題ない。

			　今の俺にとって敵は帝国のみだ。

			　それに今後から王国は俺の盾に成り得る。敗れさせる理由はない。

			　まぁ、加減はしつつ帝国を崩すだけだ。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			「どういうことなの！」

			　シランの怒声が帝国最上位会議室で響いた。

			　それは子供の癇癪にも聞こえるが、会議に参加している十数名の将軍たちにとっては恐怖でしかなかった。

			　証拠に、全員が立ち、腰を曲げて頭を下げている。

			　それはシランが恐ろしいから、帝王であるからというわけではない。

			　背後に立つ――ユーシア・アーカネルがいるからである。

			「も、申し訳ありません。管理が行き届いておらず……」

			　シランにもっとも近い将軍の一人が瞼を力強く閉じながら答える。

			「もういっかい、ほうこく！」

			　シランが、それこそ孫と祖父ほどに歳差が離れた男に対して強く言い放つ。

			　だがそれに対してヘイトを持つことはない。それはユーシアに関係なく、シランから幼いながらも醸(かも)し出されている帝王の素質がそうさせている。

			　それだけではなく――。

			「はい。何者かの妨害によって軍隊の食料に毒が盛られていました。商業のルートを辿って見ても分からず……」

			「――ぼーん、だね。まちがいない！　ダゲキをうけたのも、むかしからつかっているルートだもん」

			　勘づきの速さ、そして的確さは、上に立つ者として、未熟ではあるが年以上の思考回路を持っている。

			　知恵者が少ない帝国内において必需のスキルであり、異質の存在感を放っていた。

			「ルートのこうしんと、しょくりょうのどくみをさせて」

			「か、かしこまりました。ただちに！」

			「ふふんっ。さすがわたし。ていこくでイチバンのかしこさをもってる！」

			　鼻高くシランが胸を張る。

			　そんな中でシランがまた一つ、勘づいた。

			「！　ねえ、ミッテイは――」

			「報告っ！」

			　会議室に荒々しく一人の兵が入る。

			「管理下の諸国が反旗を翻(ひるがえ)した模様です！」

			「……！」

			　帝国は剣を交えることなく、戦乱の渦中にあった。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　帝国に打撃を与えるために一週間かかった。

			　かつて使っていた商人たちをこっそりと帝国に忍ばせておいて、軍隊で使われる食料などに毒を細工して的確に人を減らしていく。

			　それだけではない。

			　帝国に不満を持つ国々を決起させた。

			　しかし、もう完璧に傀儡となってしまった国までは動かせないが。

			　それでも問題なく安定して事を運べた。

			　まぁ俺はほとんど屋敷から動かず人を使っていただけだが。楽といえば楽だったのかもしれない。

			　……たまに屋敷中に響く猛獣の声以外は。

			『ウウッ～！』

			　どこからともなく現れるこの声の主は未だに掴めていない。

			　ティーネやフィロが言うには侵入者はいないそうだ。

			　だが、声だけは皆が確実に聞いている。

			　なんなんだろうか。

			　これのせいで深夜に眠れない時がある。ただひたすらにうざい。

			　うざいといえば女神が最近ずっとだんまりを続けている。まるで元気がなくなったかのように。

			　助かるが、ここまで音信不通だとなにをしでかすかという恐怖がある。

			　あるいはもう、なにか秘密裏に行っているかもしれないが……。

			　

			　そして今日も王国に呼ばれた。王城からの言(こと)伝(づて)だ。

			　ただ前のような謁(えつ)見(けん)の間などではなく、屋敷から馬車で王城へ、そして王城からどこかへ向かうそうだ。

			　詳しくは俺らを待っているという王とミルナから話を聞けとのことだった。

			「じゃ、俺とティーネで行くかな」

			　屋敷の玄関でティーネとフィロとリアが揃っている。

			　馬車に乗りかけだ。

			「ええええー！　妾(わらわ)も行きたいのじゃ！」

			「ダメだ。おまえ、前に王に対してめっちゃ失礼なことしたろ。ああいうのは本当はマジでやっちゃいけないんだ」

			「分かったのじゃ！　じゃあ妾もボーンのマネをするから！」

			「本当か？」

			「……たぶん？」

			「はい、ダメ。お留守番」

			「ええぇぇぇぇっ！」

			　フィロは無視して馬車に乗り込む。後にティーネが続いた。

			　外からリアが覗き込んでくる。

			「ボーン様、ボーン様」

			「ん？」

			　ちょっと恥ずかしがっているのか、頬を赤くして口ごもりながらリアが言った。

			「戦争となった時にボーン様にすこし嫌悪を抱きました。災いをもたらしてきたからです」

			「おぉう。素直だな」

			「けれど、それは帝国が戦争を吹っ掛けるための理由を探していただけでした。ごめんなさい」

			「いや別にいいが」

			「それに……」

			　リアが本題とばかりに間を空けた。

			「帝国の民を傷つけることなく軍事力を削ぎ、今まで圧迫されていた国々を解放した手腕は見事でした。ボーン様のおかげで平和に一歩、近づいた気がします」

			「……そか」

			　王国だけではなく、他国の、それも戦争をしている国の人間を気遣うのは、慢心からか、あるいは本当に慈愛の精神にあふれているからか。

			　後者である可能性が高いと思ってしまうのは、リアの言動で判断してしまっているのだろう。

			【聖女】

			　若いのに、随分とけったいな称号をあてられたものだな。

		

	
		
			　

			三国会議

			　

			　王城に呼ばれた。

			　しかし、出迎えたのは近衛(このえ)兵ただ一人だった。

			　近衛兵は馬車に乗る俺を窓の外から見ながら問うてきた。

			「ボーン様ですね」

			「ああ。そうだがどうした？」

			「実は――」

			　

			「……どういうことだよ」

			　俺は馬車の上で一人愚痴る。

			　近衛兵が伝えてきた案件はたった一つだった。

			『帝国および神聖公国との話し合いに王国の代表として向かえ』と。

			　しかも俺に随行しているのはたった一人。大臣の直参に当たる男だった。男はルフ・イスイールと名乗った。

			　俺とティーネが並んで座り、対面に男がいる構図だ。

			　まずは事情を聞かされてないので会談の訳を尋ねる。

			「どうして三国で会談を行うのですか？」

			「……そうですね、我々も時期が早いと考えました。ただ神聖公国が帝国の願いを聞き入れたことにより王国も必然的に」

			「なるほど。だから体裁面で王や大臣が出ることはないと」

			「こちらにも面子がありますから」

			　男が自嘲する。

			　今回の三国会議は王国が有利だから生まれたものだと誰しもが分かることだ。

			　だから帝国の打診を受け入れる必要はない。しかし神聖公国が受け入れたことにより会議に参加しなければ最悪、神聖公国も敵となる可能性が出てくる。

			　だがこちらにも顔がある。

			　故に王国もいわば下っ端レベルの人間を出して参加することにしたのだ。

			　大臣ではなく、直参。

			　戦争の発端となった、俺。

			　どれもが挑発に値する人選だ。

			「それで今回の交渉の最終目標は？」

			「第一に神聖公国の出方です。神聖公国の目的を測ること。第二に帝国との戦争持続、ないしは賠償金を払わせること。貴族が納得するレベルで」

			「ま、そんな感じですか」

			　未だに神聖公国の狙いが不透明だ。

			　今回の王国よりも先立った帝国との会議に参加は訳が分からない。王国を陥れたいなら、はなから帝国と手を組めばいいだけだ。

			　ただどうにも帝国に肩入れする場面も見られる。

			　両者に恩が売りたいのなら、これは逆効果だ。王国と帝国に不快感と不信感を与えているはずだ。

			　三国会議、荒れそうだな。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　王国の代表である俺達はすこし遅れて到着した。

			　円卓に、それぞれの代表が絶妙な加減で座っている。

			　帝国はフィロよりも幼そうな細めの少女だ。おそらく、あれがコフィン・シランだろう。背後にユーシアや精鋭が立っているから間違いない。

			　幼女の姿にルフが動揺しているようだが、ひとまずは置いておこう。

			　神聖公国は前にも会ったフードを被っている歪(いびつ)な魔族だ。背後には白を基調にした青い鷹が胸に描かれた甲冑の、神聖公国の万聖騎士団の連中が立っている。

			　万聖騎士団は神聖公国の戦力で、各国からの精鋭な信者が集まっていると聞く。

			　あらかじめ用意されている椅子は一つだ。

			　とりあえず、これに座るのは俺ではダメだ。手で、一緒に来たルフにどうぞとばかりに椅子を引く。

			　ルフがすこし頭を下げて着席し、場が整った。

			「遅れて申し訳ありませんでした。私は王国の大臣は直参、ルフ・イスイールと申します。本日は王国の代表として参りました」

			「おくれてとうじょうとはいいどきょうね！」

			　幼女が腕を組みながら言う。

			「お言葉ですが、私共はそちら帝国の招待に応じたまでです。もうすこし温厚な立場に改めてはいかがですか？」

			　ルフがシランに食って掛かる。

			　意見としては正しい。むしろ帝国が恭(うやうや)しく出るべきなのだ。

			　ただそれは――。

			「ふんっ。おバカね！　じゃあでてけば？」

			　この場にあっさりと参加した王国の代表たる文言ではない。

			　ルフが黙る。

			　反論が出てこないからだろう。

			「……えー、おほん。今回、司会役を務めるため中立性を尊び、共和国の――」

			「うるさいわよ、しょーこく」

			　シランが睨みつける。

			　司会役を務めるはずだった男が背筋を震わせた。

			「し、しかし」

			　シランの一方的な暴言に反論を出そうとするも、後ろに立つユーシアが圧を乗せて口を開いた。

			「二度は言わない。出て行きなさい」

			「……っ！」

			　司会役の男に誰も助け船を出すことはない。

			　ルフは先のシランの言葉に黙ったままで、神聖公国のロンデはなかなか口を開かない。

			　一応、ルフの耳そばに口をよせて諌(かん)言(げん)しておく。

			「おまえは王国の代表として来ている。年齢が低くとも決して見くびらず、一つ一つの発言が今後の王国を左右することにも繋がること、しっかりと理解しておけ」

			「……は、はい」

			　怖気づいてはいけない。

			　王や大臣も、当然ルフを信頼して送り込んだのだろう。だが、いざとなれば――ルフを殺して今回の会談をなかったことにもできる。

			　彼が確固たる王が直々に参じさせた人物であると確かめられてすらいない。

			　それに共に来ているのが俺という事実も込みだ。

			　万が一となれば俺もろとも始末すれば全てが問題なく王国に有利に進む。

			　王もくだらないことを考える。くだらないが……わりと痛いところを突いてきている。

			　まずい状況となってしまえば俺も出なければいけない。

			「さっそくだけど、おーこくさん」

			「はい。なんでしょう、シラン様」

			「そっちのナメてるタイドはべつにいい。ゆるす」

			「……」

			「まず、おーこくとのせんそうはナシにしてもかまわない。テイセンしましょ」

			「それは王国の方も構わないと考えております。ただ、こちらにも戦争と相成り経済的損失を被ってしまった状態です。なのでまずは賠償金、五十白金貨を要求します」

			「いやよ。むじょーけんのテイセンしかない」

			「そんなもの受け入れられるはずがない！」

			　あまりの理不尽な要望にルフが声を荒らげる。

			　だが、シランは興味なさげに一瞥しただけで終わった。

			　もし仮にここで賠償金を下げるなど譲歩すれば弱気な姿勢となってしまいかねない。だがシランも譲るつもりはないようだ。

			　ルフも動きはない。

			　打開策として俺がルフに聞く。

			「ここは一度、神聖公国の話を聞いてはいかがでしょうか？」

			「そうですね……。神聖公国の代表様、貴方はたしか以前、使者として王国に参ったロンデ様とお見受けします。ロンデ様はどうお考えで？」

			「私個人の話は致しかねますが、神聖公国の視点で言えば、もしも停戦を望むのであれば帝国側がそれなりに我々神聖公国や王国に対して幾何かの金銭を支払うべきだと思います」

			「いやね。このままテイセンよ」

			　シランが意固地なまま、不愛想にそう答えた。

			　ルフがため息をついて立ち上がる。

			「では、この話はなかったことに……」

			「ちょっと待ってください」

			　ロンデがルフを止める。

			　ルフが眉間に皺(しわ)を寄せて、立場を明確にしないロンデを見下ろした。

			「今はお互いの領民が苦しまないよう、最大限の譲歩をするタイミングでしょう。交渉も始まらないままに離席はお止めいただきたい」

			「なんっ……」

			　思わぬ攻撃を受けてルフが固まる。

			　そこに俺が、すかさずフォローをいれる。

			「しかし、それは帝国側が一切の譲歩を見せないからです」

			「……貴殿は？」

			　ロンデが片目を細めて訝(いぶか)しく俺を見る。

			　……名乗りたくない。

			　シランがいる手前、もし俺の正体がバレてしまえば怒りを向けられかねない。

			　ユーシア曰く俺は無罪放免的なままだったが、シランの意向はまったく聞いていないからだ。制御するとは聞いているが……。

			『俺の名前はボーン！』

			「！？！？」

			「……！」

			　一瞬の出来事に心臓が跳ね上がる。

			　今、俺の口は開かれていなかった。なのにもかかわらず俺と似た声が部屋全体に響き渡っていた。

			　しかも名前が完璧に出たことでシランがこちらを見ている。

			「あ、いや、これは」

			　どういうことだ。

			『まったくウゼェ連中だ。とくに帝国。おまえら毎度毎度バカみてえに騒ぎやがって。どんだけ人類に迷惑かけてるか知ってんのか？　美しくて賢くてそれはもう度肝抜かれるくらい神々しい女神さまが、おまえら帝国から勇者のパーティーとなる存在を選ばないくらいだ。その帝国がワガママ言ってんじゃねえよ！』

			　長い高説で大体の声の主が分かった。

			　声は剣から発せられているものだ。女神だ。

			「こ、これはちが……！　ちょっと黙ってろ！」

			　油断していた。

			　今の今までずっと黙っていたと思っていた。

			　だが、真夜中に聞こえていた猛獣の叫び声は女神だったようだ。声真似が得意でずっと俺にリベンジできる機会を模索していたか！

			　ティーネに走り寄って剣に手をかける。

			「ご、ご主人様っ！　剣にはっ！」

			『かかったわね！　このクズバカ！』

			「えっ」

			　ティーネと女神の声が被り、視界が渦巻き状にぐるぐると回っていく――。

			　吸い込まれるように剣の中心へと入って――。

		

	
		
			　

			女神の試練

			　

			「ようやく会えたわね！　このおばかさん！」

			　剣から出てくる声と同じ声が、白く、だだっ広い空間で心地よく耳に届いた。

			　眼前に立っているのは一人の美女。それもただの美女ではない。おそらくは人ではなることのできない完成された美しさがある。

			　長く、一本一本が糸のように細く、纏(まと)められてはシルクのように凄艶な銀色の髪。キラキラと宝石と見紛う金色の瞳。きめ細かく汚れなど一切ない白く柔らかそうな肌。

			　白いローブから薄っすらと見て取れる豊満な胸。

			「……女神、か」

			　たしかにこれは認めざるを得ない。

			　こいつは人じゃない。人を超越しているなにかだろう。

			　だからといって今更、言葉を改めることなんてできないが。

			「そう！　私は女神！　あんたが今までバカにしてきた女神様よ！　はやく膝をついて頭(こうべ)を垂れなさい！」

			　女神が人差し指を立てて指示をしてくる。

			　膝をついて頭を垂れる。

			　それは王などの上の人間に対して行うものだ。尊敬や畏怖の念を込め、あるいは自分が無抵抗で全ての行為を受け入れるなどを意味している。

			　女神ほどになれば、そうして然るべきだ。

			　おそらく数々の勇者と呼ばれる者たちだってしてきただろう。勇者だけじゃない。神聖公国が女神を教祖として、信者たちが彼女の銅像にさえ足と手と頭を地面について祈りをささげる。

			「いやだ」

			　しかし俺は違う。

			　ここで弱気な姿勢は絶対に見せない。悔しいから。

			　俺はこいつが幼稚なのを知っている。

			　それはもう、いやというほど分かっている。これまでの言動がそう認識させた。

			「な、な、なななっ！　なによ！　私は女神よ!?　不(ふ)遜(そん)すぎるわ！」

			「うるせえ。はやく出せ」

			「ぐぬぬぬぬ～っ！　このクソ男ー！」

			　女神が怒りの面持ちで近寄り、俺の両頬を抓ってくる。

			　勢いのまま尻をつく。

			　女神が上乗りになってまで俺に頬を抓ってきた。

			　大きな胸が俺の身体すれすれで揺れていて、しかも柔らかく俺の膝を埋めるほど安産型な尻が刺激的に動いている。

			　なるほど。

			「ちょっとー！　なにをやっているんですかっ！」

			　聞き覚えのある声がまた白い空間に充満した。

			　それは怒りを含んでいる。

			「うにゅにゅっ……！」

			「ご主人様大丈夫ですか!?」

			　ティーネだ。

			　女神を俺から引っぺがして俺の顔を覗きこんでいる。

			「せっかく至福の時間だったのに……いや。いや、よくやったぞ、ティーネ。というかどうしてここに？」

			「至福の時間……？　いいえ！　女神様なんかより私のほうが気持ちよくできますっ！」

			「えっ」

			　今度はティーネが俺の上に乗って来た。

			　顔に女神よりも大きな胸が包み込んでくる。……あ、しふく。
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			「ちょ、ちょっとー！　なにやってるのよ！」

			　今度は女神がティーネに向かう番だ。

			　だが、

			「えいっえいっ……力強すぎない!?」

			「ふふんっ。退かせられるものなら退かしてみてくださいっ」

			　余裕ぶったティーネの表情が目に浮かぶ。

			　しかし、今は声を聞くだけでティーネの柔らかなおっぱいで目が一杯すぎる。

			　……なんだろう。このままここに一生いたい。

			「うーっ！　もういい！　はやいところティーネは試練を受けて！」

			「試練？」

			　俺を胸に包んだままティーネが返事をした。

			「そうよ。試練！　勇者の試練よ！」

			「ほう！　受けて立ちます！」

			「まったくビビらないとはっ！　良い度胸じゃないっ！」

			　息できない。

			　だが、素晴らしい。

			　いや待て。

			「ふれんはまふい（試練はまずい）」

			　リア曰く、試練には生死をかける。

			　せっかくタダでパスできたのに勿体ないことはできない。

			　ダメだ。力が強すぎ……。

			「あっ、ご主人さまっ！」

			――ティーネのそんな言葉を最後に意識が消えた。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			「はぅはぅはゅ……」

			　目覚めると、ティーネが両手と両膝を地面につけて汗を垂らしながら苦悶の表情を浮かべていた。

			　重力に屈して下に向かっている乳もいいなと思っていると女神が七本の、様々な色をした剣を宙に浮かせ、仁王立ちしている。

			　両腕に押し上げられている乳もいいなと立ち上がる。

			「なにやってんだ？」

			「あっ、ご主人様……」

			　ティーネが弱々しく縋るような目でこちらを見る。

			「ふふんっ！　ボーン！　もうすぐにこの子は死ぬわよ！」

			「ううん？」

			　状況がつかめない。

			　ティーネを見て問う。

			「どうした？　これなんだ？」

			「あ、あの、なんかこの七本の中に『正しい剣』があるそうで、それを見つけなければいけないんですけど……」

			「ああ、なるほどな。大体わかった」

			「今ので分かるの？　すごいわね……」

			　説明しないでいいのか、とばかりに女神が俺を見てくる。

			　これはあれだろう。

			　七本の剣のうちの一本を選ぶとかそんな感じだろう。

			　まぁしかしそれだと不安なので女神に聞く。

			「おい女神、説明」

			「なにその雑な呼び方!?」

			「いいからはやくしろって。俺どれくらい寝てたか知らないけど会議してたんだよ」

			「ここの空間は時間が経過しないように設定できるの！　矮(わい)小(しよう)な人の尺度で測らないで」

			「分かったから説明」

			「なんでそんな雑なの!?　いいわよ！　絶対に説明してあげないんだから！」

			　女神がそっぽを向いた。

			　またこれか。こいつこうなると頭固いからな……。

			　もう懲りたし別の手段に出よう。

			「えぇー。聡明で誰しもが敬う女神様ー。是非とも私に教えてくださいましー」

			「ぬふっ。よ、ようやく分かったようね？」

			「……はい」

			「まあそうね？　私は人を導く美しくて綺麗で彫刻なんかじゃ表わせなくて、それでいて理知的で人徳にあふれた女神だから？　当然あなたにも教えてあげなくもないわよ？」

			「あーはい。おねがいしますー」

			　乗っかりやすすぎだろ。

			「仕方ないわね！　簡単よ。この中から一本選んで握るの。そしてそれが勇者に選定される剣ならめでたく勇者になるわよ」

			「あー、まんま想像通りだったわ。バカらし」

			「なにそれ!?　貴方やっぱりひどいわよね!?　私女神なんだけどなぁ！」

			　女神がぐいぐいと顔を寄せて俺に確認をしてくる。

			　こんなのを讃えてるとか神聖公国の連中も知ったらドン引きだろうな。

			「まぁいいわよ！　ついでだから貴方もやってきなさい！　死ぬのが怖くないならねっ！」

			「えー」

			　しない。それが正解だろう。死にたくないし。

			　というか俺だけじゃない。

			「ティーネ、帰るぞ。こっちへ来れたなら帰れるだろ？」

			「……う」

			　ティーネが気まずそうに俺から目を逸らした。

			　すると女神がふふんっと鼻を鳴らしてこちらを見る。

			「それは無理ね！　なぜならここは私の結界内！　ま、出ようと思うのなら貴方一人なら出られるけどね！」

			「それってどういう……」

			「そのままよ。ティーネはあなたの代わりに剣へと触れた。だからこちらに来れたの」

			「あー、つまりあれか？　剣の主的なことか？」

			「そう。剣は本来、一人しか扱ってはいけない代物。もしも仮に聖剣が別の者に触れたのなら、新たなる勇者として私が選定することになっているの！」

			「じゃあ俺は……」

			「今はおまけの状態よ。それでもこの私と同一の空間にいること、ありがたく思って欲しいくらい！」

			「かったる」

			「なによっ!?」

			　どうやらティーネはここから出られないようだ。

			　この試練とやらが終わるまで。

			「ふむ」

			　剣を見る。

			　なんともない、ただの色がついた剣たちだ。

			　緑とか青とか、銀色とか金色とか。

			　一級品な数々だがどれも変わりはない。装飾はどれも似たようなものばかりだし、尖り方も似ているし、雰囲気もどれも似ている。

			　パっと思いついた手段がある。

			　だが、まずはうまく当てていこう。

			「……単純に選ぶなら金色だがな」

			　一番目立つ色を無意識に呟いた。

			「えっ」

			　女神がぴくりと反応した。

			　だらだらとイヤな汗が出ている。

			「もしかしてだけど」

			「いやいやいやいやいや！　ありえないわよ!?　まさか金色なんてありえないわよ!?」

			「なにも言ってないんだが」

			「にゅうぅっ！」

			　女神が悔しそうに地団駄を踏む。

			　両手は業腹とばかりにぎゅっと握られている。

			「罠にハメたわね!?　この卑怯者ーっ！」

			「ふふんっ！　さすがはご主人様です！　罠にはまるほうが悪いんですよー！」

			「むきー！」

			　なぜ俺が悪いことをしたみたいになっているんだ。

			　女神が癇癪を起こしている中、ティーネが金色の剣に手を伸ばす。

			「それじゃあ剣を……」

			「ダメ!!」

			「え？」

			　女神がそそくさと剣を自分の両腕で回収した。

			　ティーネも手を引いたというのに、がるると喉を鳴らして女神が威(い)嚇(かく)している。

			「私の動揺を見て当てるなんて卑怯！　だからダメ！」

			「女神を動揺させた反応で剣を当てちゃダメなんてルールあったのか？」

			「ない！　けどダメ！　今つくった！」

			「もう吹っ切れてんな」

			　女神の威勢の良さに呆れる。

			　さすがのティーネも隣で苦笑いをしている。

			「じゃあもう一回行くわよ！」

			　女神が剣を宙に放り投げた。

			　先と同じルールなようだ。しかも色も変わってない。

			「ふふーんっ！　今度は別の色の剣が選定の剣よ！」

			「別の色ってことは金色は除外されたわけか。事実上は六択だな」

			「うっ。変に推測するんじゃない！　こういうのは直感でしかダメなのっ！」

			「もうむちゃくちゃじゃねえか」

			「うるさいわね！　文句言うなら当ててみなさいよ！」

			「いや、さっき思いっきり当てたが」

			「それはさっき！　今は今でしょ!?　あんな卑怯でどうしようもない手段を使わずに正々堂々と来なさい！　このドクズ！」

			「……」

			　さっき思いついた手段がある。

			　正解であるか分からないが不正解であるとも思えない手段だ。

			　むしろ女神のバカさ加減から全然いける気がした。

			　両手を大きく広げる。

			　七本の剣よりも大きく。

			「……？　なにやってんの。とうとう頭おかしく――」

			「だらっしゃいッ！！！」

			――――――七本の剣を一斉に握った。

			「へ……？」

			　六本が泥となって消えた。

			　だがうち銀色の一本はさらに光り出した。

			「み、認めちゃダメっ！　そいつは本当にダメ！　やめてえええ！　本当にやめてええええええええっっ！」

			　女神が泣きながら迫ってくる。

			　だがそんなことより剣から俺の手の神経へと直接魔力が通じる。そして身体全体に行き渡ってくる。

			「力が湧いて……！」

			　魔力が放出されていく。どんどんあふれていく。

			　今まで感じたことのない異常なまでの魔力が……むしろ蝕まれていく感触だ。

			　胃が逆流していくようで気持ち悪い……。

			　視界がぐるんぐるんと回っていく。立っているのさえやっとだ。口を手で押さえないと吐いてしまいそうになる。

			「……ティーネ……おぇ……パ……パスしたい」

			「は、はいっ！　でもどうやって……？」

			「ほい……」

			　よく分からないが剣を渡せばいい、そんな感じがした。

			　丸投げした剣は光そのままで、俺に魔力を供給することなくティーネに移行していった。ティーネは普通そうに剣を受け入れている。

			　思えば屋敷の時、最初に『勇者』となった時点で平気そうだった。

			　やっぱり強さとして次元の違いを感じてしまう。

			　どうしてアレを握って普通でいられるのか。

			「ふぅ。これでなんとかマシになったか」

			　息をつく。

			　もう視界も胃も安定している。

			　ティーネと剣からあふれる黄金色のオーラに一歩引きそうになるが、ようやく勇者として完成された彼女の姿を見て喜びのほうが増していく。

			「これで晴れて勇者だな」

			「……！　はい！　ご主人様のおかげですっ！」

			「いや、あれを受け入れるおまえがすごいんだよ」

			「でもご主人様がいなければ選定に受かることはなかったと思いますっ」

			　ティーネがぴょんぴょんと飛び跳ねながら身体で嬉しさを表わしている。

			　これで完成されたわけだ。

			　俺の――『戦力』が。

			「わぁー！　私ってバカだぁー！」

			　突然、女神が叫んだ。

			「こんな抜け穴があったなんてなぁー！　私ってバカだったんだなぁーっ！　あああああー！　……ああ……」

			　すごい励まして欲しそうに女神が大声で気を向けさせようとしている。

			　どうして俺が励ますと思ったのか。

			　むしろ、

			「ああ、すごいバカだな」

			　肯定の言葉しか出てこない。

			　それに女神がぎぎぎぎぎ、と首と視線をこちらに向けた。

			「……」

			　女神がもう完璧に打ち崩されたとばかりにため息を吐いた。体育座りをしながら生気のない絶望した雰囲気を醸(かも)し出す。

			　俺はそんな女神の肩に手を置いて声をかけた。

			「女神」

			「な、なによっ」

			　期待を含んだ眼差しが俺に向く。

			　それはきっと俺がさすがに優しい言葉をかけるとでも思ったのだろう。

			　まぁそりゃだって女神だ。誰もが崇拝し、命を投げ出す覚悟を持つほどの信者も存在するくらいなのだから。

			　けど、俺はそんなことないから。

			「はよ俺達を帰して。もうおまえの出番ないから」

			「…………」

			　女神が両膝に顔を埋めた。

			　その際に額が膝の皿にあたってガツンっと痛そうな音を鳴らしていたが大丈夫だろうか。

			「はぁ。ダメだこれ。文句のつけようがないくらいイジけてやがる」

			「どうしますか？　ご主人様」

			「おまえの力でどうにかならない？」

			「うーん。強化されたので神域にも干渉できると思いますけど怖いですねー。伊達に女神様なだけあって結界がキレイに組み込まれてます。崩壊でもしたら怖いですよ」

			「めんどうだな……」

			　もしかしなくとも、また女神の機嫌を取らないといけないのか。

			　不貞腐れている女神を。

			「女神さまぁ。いやぁ、さきは暴言の数々失礼しましたぁ。あれですよ、あれはその、あれなんです。好きなものにほど辛く当たっちゃう奴です。本当に誠にごめんなさいでしたぁ」

			「……」

			　ダメだ。

			　まったく見向きもされない。

			　今回という今回はダメージを与えすぎてしまったようだ。

			　しかも一番痛い場面で。

			「女神様、女神様」

			　ここでティーネが女神に声をかける。

			　しかし、女神はティーネの言葉にもリアクションを起こさない。

			「女神様はご主人様のことが嫌いなんですよね？」

			「……それがなによ」

			　ようやく女神が言葉を出した。

			　ちらりとティーネのほうを見ている。あと額がちょっと赤く膨らんでいる。

			「じゃあはやくこの空間から出したらいいと思いますよ。単純に」

			「……」

			　女神がまた顔を元の位置に戻した。

			　無言でなにを考えているか分かったものじゃない。

			　だが、ティーネの意見は正しい。

			　俺もこんなところにはいたくないし（会議もあるし）、女神も俺なんかを残していたくはないだろう。

			「……やだ」

			「え？」

			　女神の予想外の返事にティーネが目を丸くする。

			「ど、どうしてですか？　お互いに得するはずですが……」

			「だって」

			　女神が、がばっと身体を起こす。

			　顔を赤らめながら恥ずかしさを勢いで誤魔化しながら、

			「ここ一人だと寂しいんだもんっ！」

			　そう言った。

			　たしかに、なにもない白一色の場所で一人だけってのは心細くなるだろう。

			「じゃあ私がお話しします！　剣から一緒に喋(しやべ)れますよね？」

			「いいのっ？」

			　ぱぁっと女神が頬を緩める。

			　ティーネがそれに笑顔で答えた。

			「はい。私なんかでよければいつでも」

			「ティーネっ！」

			「はい、女神様」

			「いいのいいの！　女神様なんて言い方はいいの！　私のことはルルイナでもルーンでもアイルでも！　なんとでも呼んでっ！」

			「ええっと、じゃあ……ルルイナ様で」

			「様いらない！　ティーネっ」

			「……る、ルルイナ」

			　ティーネが気兼ねをしながら女神の名前を口にした。

			「うんっ！　これからよろしくね、【勇者】ティーネ！」

			「はい。よろしくお願いします。ルルイナ」

			　ここに勇者と女神の友情が生まれた。

			　

			　……で、はやく帰して欲しいんだけど。

			　女神とティーネの会話がようやく落ち着いたのは、しばらく経ってからだった。

			「すみません、女神様。そろそろ」

			「あっ、そうね！　帰りたいんだったわよね！　いいわよ！」

			「ありがとうございます」

			「いいのいいの！　ティーネのお望みなら叶えるわ！　残念だし話し足りないけど……」

			「また、聖剣から声を出していただければお返事しますよ」

			「うん！　それじゃあね」

			　女神がなにやら手から光を出した。

			　その光がティーネを包み、姿を消した。

			「さてと、なにしようか……な？」

			　女神が伸びをして……視線を変えたら忘れかけていた俺がいた。

			　そんな感じだろう。

			「はやく俺も帰せ」

			「言われなくてもそうするわよ！　びっくりしたじゃないの！」

			「いいからはやく戻してくれ」

			　俺もティーネみたいに会話をさせられたら堪ったものじゃない。

			　女神は口惜しそうにするが俺に手を向けた。

			　ティーネ同様の光が放たれている。

			「あ、それと言い忘れたけど……。別にあなたのこと嫌いなわけじゃないわよ」

			「？」

			「あなたからはペットの香りがする」

			「は？」

			　バカにされているのだろうか。

			　とも思ったが女神の真剣な眼差しにそうでもないと分かった。

			　ならペット……。

			　一つだけ心当たりがあった。

			「聖獣か？」

			　女神のペット。それは聖獣と呼ばれる魔物とはまた別種の生き物だ。神聖とされ、高度な知能を持っていると。力も強い。

			「そうよ。あなたからは聖獣の匂いがする。それも聖獣から付けた、絶対に見失うことのないもの」

			「……ふーん」

			「だから本～当にっ！　本～当にっ！　悪い奴ではないとは思ってる」

			「そこまで溜めないとダメならもう悪い奴だろ」

			　これでもかと言うほど溜めに溜めて女神が俺に言った。

			「とにかく、これで帰すわ！　次はちゃんとその不(ふ)遜(そん)な態度を改めなさいよ！」

			「分かった分かった。はやくしろ」

			「それよーっ！」

			　女神の大声を聞きながら、意識はこの空間から消えていった。

		

	
		
			　

			ティーネの乙女心

			　

			「――えっ」

			　女神に戻された。

			　しかし、帰ってきたはいいが……これどうしよう。

			　俺の急で奇妙な言動に一同が固まっている。

			「あー。こほん」

			　咳をする。

			　どうしようか。女神が元凶とは、神聖公国の連中がいるから到底言えることではない。奴らはルルイナ女神サマを信仰しているからだ。

			「そう。おまえがボーンなの」

			　帝王のシランが俺を鋭い目で見ながら言った。

			　やばい。そういえば女神が俺の代わりに名乗ってしまっていたか。

			　だが怒りはあまり見えない。

			　やはり単に戦争の口火に使われただけだったか。

			「まったく……。しんせーこーこくがどうしてもっていうから、かいぎをひらいたのに」

			　神聖公国がどうしても？

			　どういうことだ。主催は帝国だが、裏では神聖公国が動いていたということか？

			「ここまでばかにされたら、はなすよちなし！　かえる！　ゆーしあ！」

			　シランが椅子から立ち上がって場を後にする。

			　呼びかけられたユーシアもティーネを余裕ある目で見つめながら、俺にウィンクをして出て行った。

			「これで解散ですかね。それでは私どももこれにて」

			　ロンデもシランの言になにか弁解することはなく離席した。

			　まるでこの会議を開いたことに興味を失ったかのように。

			「……はぁ。なんのためにここへ来たのやら」

			　ルフがため息をつきながら愚痴を吐く。

			「なんか、すまん」

			「いえ。私も未熟でした。むしろこれで終わってくれたことは助かりました……」

			「どうする？　王にはおまえから頼めるか」

			「はい。神聖公国が糸を引いているかもしれないことや、交渉はなにも進まなかったことを伝えておきます」

			「ああ」

			　大体は把握しているようだった。

			　これにて会議は終了となった。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			「お姉さまっ！」

			　屋敷に戻ると鬼の形相でリアが出迎えた。

			　姉を呼ぶ声は真摯に怒るものだった。

			「勇者になりましたね!?　こちらにはなんの連絡もなしに！」

			「あはは……ごめん。でも、聖剣を抜く権利は誰にだってあるでしょう？」

			「王国や我々に迷惑をかけたから怒っていると思っているのであれば違います！　私はお姉さまが生死を賭してまで勇者になったことに怒っているんです！」

			　それに関しては俺も同意だな。

			　俺の許可なく死んでいたらと思えば腹も立つ。結果オーライだしなにか言うまでに終わらせていたからなにも言わなかったが。

			　そもそもティーネが試練ごときで死ぬとは思えん。

			「……ごめんなさい」

			　ティーネが素直に謝る。

			　リアの心配を理解してのことだろう。

			「いえ――良かったです。お姉さまなら無事に勇者になれると思っていましたから」

			「ええ。これでリアの仲間ね」

			「……聖女の称号は別に、興味ないです」

			　ニッコリと微笑むティーネに、どこか陰りのある顔をリアが見せた。

			　それにティーネも呼応してか薄く悲し気な笑みだ。

			　リアはなにやら聖女に関して含んだ考えを持っているようだな。

			　待てよ？

			　これって……リアの弱点なのでは？

			　詳しく知りたいな。

			「なにかあったのか？」

			　適当に話題を振る程度で聞いてみた。

			　だがリアの口は軽くない。

			「いえ……」

			　大した返答はもらえない。

			　それでも分かったことが一つだけある。リアにとってイヤな思い出が聖女になにかあったようだ。

			　それは称号によるものか。それとも別の、たとえばそう――聖女の試験とか。

			　詳しく知りたくなった。

			　

			　屋敷に入って食事を済ませてからティーネを寝室に呼んだ。

			　扉が開けられると見覚えのある清艶な黄金色の髪。ひょこりと覗き込んだ顔は風呂に入ってきたばかりなのか頬が赤く蒸気がまだほんのりと肌から乖離している。

			「子作りの用意……してきましたっ」

			「……いや、俺が呼んだのは別件だ」

			「えっ、そうなんですか……？」

			　己の勘違いを認識して顔がさらに完熟したリンゴ色になっていく。
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			「うきゅぅーーーっ！」

			「あっ、どこ行くんだよ！　おい待て！」

			　ティーネの影が消えた。

			　追いかけて廊下を見たら雷の残りがあるだけで姿はなかった。

			　き、聞きたいことがあるだけなのに……。

			　そもそも怪(あや)しいことを続けて長いことやってたら、おまえの妹が来るだろうが……。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			「は、恥ずかしい……」

			　ティーネが綿を詰め込まれた可愛い人形を抱きしめながら、美妙な部屋にてうずくまっていた。

			　その姿は悶絶しているうら若き乙女の如く。

			『どうしたの？　ティーネ』

			「る、るるいなぁ……」

			『なによ勇者のくせに可愛い声を出しちゃって』

			「うぅ……」

			　ティーネが経緯を説明する。

			　それを聞いて女神が呆れた。

			『なんでそんな勘違いするのかなあ』

			「いやするよ。普通じゃない？」

			『普通ね。私は恋なんてしたことないから分からないけど、変に思い違いするなんて愚かだと思うわ』

			「愚か……か」

			　女神に言われてティーネがより落ち込む。

			　それに気づいた女神がハッと思い返す。

			『あ、ごめん。思ったことをすんなりと言っちゃうから』

			「いえ……」

			　謝られても、そう思われていたことに変わりない。

			『むぅ。本当にごめん。――もしも本当にイラっと来たら』

			「イラっと来たら？」

			　女神がすこし考えて、まぁいいかと口にする。

			『剣を折っちゃえば、こっちの世界と通じなくなるから』

			「そうなんだ。そんな方法が」

			　どこか得(とく)心(しん)のいったような表情を浮かべるティーネ。しかし話題を変えようとも、先ほどの羞恥が戻ってくる。

			「うぅ……これで二度目なの……」

			『二度目？』

			「はい。ご主人様にアタックするの」

			『へぇ……そもそも、あんな奴のどこがいいのか分からないんだけど』

			「いいところは一杯あるっ！　思慮深いところとか、冷静なところとか！　それになんかオーラがあるの！」

			『オーラね。ま、それはたしかにあるんだろうけど』

			　女神は思い出す。

			　ボーンが纏(まと)っていた香りを。

			　聖獣が懐いていた証を。

			「ルルイナも分かる!?　ご主人様はこう……光を放つような！」

			『いや、まぁちょっとティーネの目は特殊なのかもしれない』

			「特殊？」

			『そこは気にしないで。言ったところでよ』

			　女神もティーネの性格は分かってきている。

			（さながら絶対ボーン主義ってやつかしら。こんな勇者初めてよ）

			　歴代でもトップクラスの変人の声を聞きながら、女神はそんなことを思うのだった。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　さて、どうしようか。

			　聖女の件について聞きたいが、知っていそうな連中は全員忙しそうにしている。

			　たとえば王やミルナなどは戦争でてんやわんやだろう。

			　ティーネはしばらく時間を置かなければいけない。

			「なにを思案しておるのじゃ？」

			「フィロか。リアについて考えていたんだよ」

			「ほほう。なにを考えていたのじゃ？」

			「いや、リアが聖女になんか思ってるらしくてな。それを知りたいんだよ」

			「聞けばよいではないか」

			　俺の悩みを一刀両断する。

			　こいつは会話を深く考えなさすぎている。

			「言ってくれなかったんだよ。んで、知ってそうな王とかも忙しいだろうしな」

			「ほう。聖女はあれじゃろ？　神聖公国から多く輩出されていると聞いたのじゃ」

			「らしいな」

			　さすがは見た目と不相応ながら長いこと生きている竜幼女だな。

			　いつもとは違う知識量を見せてきた。

			「じゃあ神聖公国に行くのじゃっ！」

			「え？　いや、神聖公国に行くまでは――ぬわぁっ！」

			　フィロが小さな手で俺の手を握って、バカみたいな怪力で俺を引っ張っていく。そして外まで出たかと思うと黒竜に変化して俺を背中に放り投げて飛び立った。

			「おまえっ」

			　風の強さに口が開かない。

			「神聖公国まで行くのじゃー！」

			　フィロの元気そうな声だけは俺の耳に響いた。

			　……神聖公国とはあまり仲がよろしくない。それは前回の三か国会議でハッキリと分かった。だから行きたくなかったのだが……抗う力がない。

		

	
		
			　

			神聖公国

			　

			　神聖公国、女神の加護下にあるという神都。万聖騎士団が守護している、大司祭が管理した敬虔な信者たちの街だ。

			　ルルイナ教。

			　それがこの宗教の名前だ。

			「おまえ、どうしてここを選んだ……？」

			「たしか、ここが初代の聖女の生まれた場所じゃろ？」

			「……たしかにそうだけど」

			　なぜそんな知識があるのだろうか。

			　それに問題は無(む)垢(く)な瞳をしているおまえに、大きな声で言いたいことが一つある。

			（目立ってんな）

			　こんなところにドラゴンの姿のまま降りて、幼女に戻って注目されているから言えない。

			　まぁしかも――万聖騎士団が来たから口すら危うくて開きたくない。

			「ドラゴンが飛来してきたと聞いたのですが、それは貴方たちですよね？」

			　視線を牛耳っていたからだろう。真っ先に俺たちに声をかけてきた。

			　……マズい。

			　敵国ではないにせよ、神聖公国は考えていることが分からない。いつ敵国となって牙を剥いてくるか定かではない。

			　顕(けん)然(ぜん)とした敵だと決まったわけじゃないが下手に動きたくはない。

			　なので、

			「いや、それは多分この幼女だと思います。俺は関係ないです」

			「え？　そうなんですか？」

			「うむ！　ボーンは竜ではないのじゃ！」

			「ばか、名前出すな。関係者だと思われるだろうが」

			「うむ？　ではボーンは妾(わらわ)とは関係ないのじゃ！」

			「……」

			「……あ、そうですか。えーと、ではお二人とも来ていただくということで」

			「はい」

			「どこかに行くのかの？」

			「おまえはもう喋(しやべ)らなくていいぞ」

			　フィロが口に両手の人差し指を交差させてバッテンのマークを作る。

			　……はぁ。

			　テーブルと椅子だけの質素な部屋に、俺とフィロが二つの椅子を用意され横並びで座っている。

			　こういう時は一人一人に分かれるのだが、フィロは幼女で話ができないと判断されて一緒になった。

			　そして眼前の万聖騎士団の男も困り顔だ。

			「ではなにも目的はないんですね？」

			「ええ。たまたま降り立った場所が神聖公国の神都だっただけなんです」

			「なるほど。たまたま仲良くなったドラゴンと一緒に空中を飛んでいたと……」

			「冒険者ですから、こういう機会もなくはないんですよ」

			　嘘の中に真実を混ぜると本当っぽく見えるらしい。

			　この場合は冒険者のみが本当だ。

			　仲良くはないし、神都に降り立ったのは偶然でもない。

			「ふむぅ……」

			　とくに悪意のない俺たちを考慮してか、困った様子を見せる。

			　神聖公国は万人を受け入れる国だから危険がない限りは大丈夫なはずだ。

			　そもそも俺やフィロがなにか危険物をもっているわけでもない。

			　ただ俺の顔に見覚えのある奴が現れない限り――。

			「失礼します」

			　部屋にさらに一人の人物が入ってくる。

			　知った顔でなければ特徴のある男でもない。

			　単純に俺とフィロに話を聞いている男に用があった感じだ。

			「……――……」

			「なに？　それは本当か？　しかしあの方が自ら……」

			「――……」

			「そうか。ロンデ様が……どれくらいになりそうだ？」

			「……――」

			「分かった。ではその間まで待ってもらう」

			「――」

			　聞いたことのある名前が耳に入った。

			　ロンデといえば大司祭の代わりに会議に参加していた人物だ。

			　俺に関係がないと祈りたい。

			「ここにロンデ様が来るそうです。大司祭の代わりで、なにやら重要な話が貴方にあるそうですが。ご存じですか？」

			「あ……はぁ。まぁ……」

			　容赦なく関わりがあった。

			　おそらく俺とフィロの顔がマジックアイテムを通じて上層部に広まったのだろう。そしてロンデが出てきたというわけか。

			　

			　しばらく待たされ、いよいよロンデが現れた。

			「お待たせしましたかな」

			「ロンデ卿。どうぞこちらへ」

			「ええ、失礼しますよ」

			　ロンデが騎士の男の言うまま椅子に座る。

			　さらにロンデの後ろには派手な格好で着飾った、猛者といった雰囲気を醸(かも)し出している騎士が護衛として存在している。

			「会議ぶりですな、ボーン殿。そちらはフィロ殿でしたかな」

			「ええ、お元気そうでなによりです。こちらはフィロ。仲良くなった竜です」

			「よろしくじゃぞ！　魔族の！」

			「……。やはり竜には簡単にバレますか。さて、ボーン殿」

			　すこし呟いて、本題を俺に振ってきた。

			「ボーン殿はいかがして神聖公国に？」

			「いや、それは説明したように」

			「たまたまと？　そんな話を愚直に飲むわけがありませんね。わざわざ王国から神聖公国へ、それも今の帝国との戦時の中です。これでは王国と組んだ話がなかったことになってもおかしくはない」

			「それもそうですか……申し訳ない。ただはやく帰してもらいたい一心で下手な嘘をついてしまいました。ただ聖女について知りたかっただけですよ」

			「聖女？」

			「ええ、聖女です。あまり言いたくはなかったのですが、当代の聖女に関しても知りたくて、ですね」

			「リア・ローオット様ですか」

			　ロンデが口にすると、彼の背後に立つ男がイヤな顔をした。

			　それもそのはずだろう。聖女というのは神聖公国が多く輩出している。だというのに今回は王国から出てきた。

			　あまり良い顔はされないはず。

			　だから喋(しやべ)りたくはなかった。というのも嘘をついた理由にはある。

			「申し訳ありませんが」

			　ロンデが先に謝る。

			「リア・ローオット様について神聖公国で知っている者は多くありません」

			「まぁそうですよね」

			　俺もはなから期待していない。

			　フィロが聖女といえばここと、俺を連れて来ただけなのだ。

			「まぁ『試験』に関しては別ですがね……」

			　ニヤっとロンデが笑う。

			　その笑みはお世辞にも出来が良いものではなかった。

			「試験？　聖女のものですか？」

			「ええ。ただそれをお話しすることは叶いません」

			「なぜ？」

			「なぜでしょう。さて、ではご用も把握いたしましたので、そろそろお帰りいただいても構いませんか？」

			　ぶっきらぼうにロンデが言う。

			　明らかに態度が悪い。

			　ただ、帰れるならそれに越したことはない。これ以上、この地にいては面倒だ。

			「それじゃあ帰るとします。お邪魔しました」

			　立ち上がって部屋から出る。

			　フィロも俺についてきている。

			　ただロンデの笑みがより深くなっていることに気づいた時、背筋にひんやりと冷たい風が吹いたような気がした。

			　

			　帰り道、フィロの背は相変わらず重苦しい風圧があった。

			「なんの収穫もなかったのじゃー」

			　フィロが残念そうに呟いた。

			　当たり前だ。

			　とすら声に出せない。前回、竜の峠に行く際に乗った時よりも断然に速い。

			　おそらく前よりも距離があるため速度を上げているのだろう。

			「んむ？」

			　フィロが減速した。

			　ようやく口が開ける。愚痴の一つでも吐いてやろうと思ったが、状況の確認が先だ。

			「どうした？」

			「いや気配を感じたのじゃ」

			「気配？」

			　当然のことながら俺にそんなものは分からない。

			　しかし、フィロが感じたというのだから間違いないだろう。

			「申し訳ありません、お二方」

			　そんな声がした。

			　それは目の前に佇む男から発せられたものだった。

			　佇む……？

			　おいおい。

			　ここは――空中だぞ。

			　おそらく、この男も人外の領域にいるのだろう。それが比喩なのか、あるいは事実なのか、それは置いておく。

			　まず、この男を俺は知っている。ロンデと同席をしていた男だ。一般の万聖騎士団よりもさらに着飾った格好をしている。

			「これ以上、先を進むことは許可できません」

			「なぜですか？」

			　男の言葉に問いで返す。

			　俺たちは来た道を帰っているだけだ。なにか不自然なことをしているわけでもない。

			「なぜか。それはロンデ様の命令だからです」

			「命令？」

			「はい。貴方たちを捕(ほ)縛(ばく)しろとの至上命令にございます」

			　男が言って、新たに三人が左右と背後に現れる。

			　どれも似たような格好をしていて、全員が全員、強そうだ。

			「ようは軟禁するってことですか」

			「分かりかねます。ただ、これが人族のためだと」

			「人族のためね。ロンデは魔族だろうが」

			「彼は女神様に忠誠を誓っています」

			　どうやら、どうしても通す気はないようだ。

			　まだ彼らが腰に携帯している剣には手を触れていないが、目はすでに交戦しているかのように猛(たけ)々(だけ)しい。

			「どうするのじゃ？　ボーン」

			　フィロが俺に意見を求めてきた。

			「おそらく、こいつらは四(よん)大(だい)忠(ちゆう)神(しん)だろう。万聖騎士団の中でもトップクラスの戦力だ」

			　実力は高く、一人一人が小国クラスと聞く。

			　それが四人もいる。

			　素人の俺でも分かる。フィロではおそらく力が足りない。

			「大人しくしてるぞ」

			「……分かったのじゃ」

			　さすがのフィロも俺の言葉に従う。

			　いささか不満そうではあったが。

			「分かりました。ひとまずは手を挙げましょう」

			「助かります」

			　まったく。

			　だからこんなところには来たくなかったんだ。

			　

			　連れられたのは冷たい監獄のような場所だ。

			　檻(おり)に囲まれて外に出ることはできない。

			　幸いか手と足は繋がれていない。

			　しかし問題は、神聖公国から一度出たことだろう。

			　俺たちが神都から飛び立ったのを目撃されたから、王国も情報を持つ俺が軟禁されたことに深く言及ができない状態になる。

			「どーすっかなぁ」

			　どうして捕まったのか分からない。

			　理由が不明な以上、動くこともできない。

			　どうにかして出たいが……。

			「ボーン、ボーン」

			　フィロが俺の裾を握って声をかけてくる。

			　振り返ると純粋無(む)垢(く)な瞳が檻を見ていた。

			「んだよフィロ」

			「これ壊していいかの？」

			「ダメに決まってんだろ!?　これ以上の迷惑はかけないでくれないかな!?」

			「そうか……」

			　残念そうにフィロが肩を落とす。

			　フィロにとって檻を壊すことは難しくないだろう。

			　だが、壊した瞬間に四大忠神が現れたらいよいよ面倒になる。

			　本当にやめて欲しい。

			　こんな状況になっているのはおまえのせいなんだぞ……。

			　

			　しばらく寝転がっていると、檻の前にロンデが現れた。

			「どうも、ボーン殿」

			　なに食わぬ顔で片手をあげて挨拶をするロンデ。考えなくとも分かる。こいつが俺らを拉致した元凶だろう。

			　挨拶を返すことなく単純な疑問を投げかけた。

			「どうして軟禁を？」

			「すこし知りたいことがありましてね」

			　俺の問いに悪びれることも否定することもなくロンデが冷静に答えた。

			　そんなロンデにさらに尋ねる。

			「知りたいこと？」

			「ええ。――リア・ローオット。聖女のことです」

			「……なぜリアを？」

			　問いにロンデが一瞬だけ思考に入るが、俺は閉じ込められている状況だ。

			　情報が入ったところで大した脅威にはならないだろう。

			　そんな考えがあったのか、すんなりと口を開いた。

			「大司祭様がご執心なのです」

			「執心？」

			　ようは惚れているということか？

			　ならば別に俺を誘拐する必要はないはずだ。むしろ大司祭ほどとなれば、聖女と婚姻を結ぶくらいの権力はあるはずだ。

			　それに聖女にも相応しい立ち位置の人間だし。

			　文句を言う人間などそれこそ皆無に近いはず。そんな考えを巡らせていると、ロンデが一つだけ訂正した。

			「いや、執心といっても好意のほうではありませんよ？」

			「好意じゃない？　もしかして」

			「そう。敵意です」

			　うわぁ……。

			　リアの話は出さないほうがいいと思っていたが、神聖公国の闇の部分にでも触れてしまっていたのだろうか。

			　それほどに聖女の称号を王国の人間にとられたことが悔しかったのか。

			「でも、じゃあどうして俺を軟禁してるんですか？」

			「……聖女の居場所が分かりません」

			「ああ、俺に暴露しろってことですか」

			「そうです。その通りです」

			　神聖公国の狙いが段々と分かってきた。

			　王国に同盟の話を持ち掛けたのは聖女の居場所を把握するためだったのか。

			　親しくすることで情報が伝わるとでも思ったのだろう。

			　あるいは戦場でお互いの部隊の位置を伝えることで、後衛（リアの本職）の場所も分かり、急襲ってな感じだろう。

			「そんなことのために戦争を……」

			「他にも目的はございますよ。しかし、これだけでも戦争をしていたでしょう。これは大司祭様の直々の命ですから」

			「はっ」

			　つい笑いがこぼれる。

			　あのやばい女神の信者もやばい奴らだったってことか。

			　だが、これは思ってもないことだ。

			　リアの居場所を伝えれば、あいつを始末してもらえるのだろう。そしてここから解放してもらえると。

			　俺の二つの目的と合致している。

			「ま、別にいいぞ」

			「ほ、ほう？」

			　あっさりと了承した俺にロンデが戸惑う。

			　正しい反応だ。

			　相手からしてみれば俺はリアの仲間なのだから。

			「リアの居場所は――」

			「ご主人様ーっ！」

			　ドガンっと分厚そうな壁が壊される。

			　そこから聖剣を握ったティーネが現れる。

			「ティ、ティーネっ。どうしてここが」

			「このくらい直感で分かりますよっ！　むしろ遅れて申し訳ありませんっ！」

			「……なるほど、『勇者』ですか」

			　魔族にとっては禍々(まがまが)しく感じるであろう聖剣。それを見つめながらロンデがそう呟いた。

			「ボーン！　これ壊していいかの！」

			　フィロがウキウキしながら鉄格子を指さす。

			　ずっと我慢していた子供だな。

			「いいぞ、もう」

			　ティーネが来たならば話は違う。

			「やったのじゃー！　ふっふっふ、じゃあさっそく」

			　フィロがめきめきめきっと音を立てながら檻(おり)を壊す。

			　ずっとやってみたかったようだ。

			　すごい楽しそうに、もう壊す必要がないのに力任せに他の鉄格子も壊している。

			「ご主人様、帰りましょう」

			「ああ」

			　差し伸べられた手を取り、鉄格子を飛び越える。

			　ロンデが抵抗することなく道を譲った。

			　こいつには戦闘能力がないのだろう。大人しく引くことを知っているようだ。

			　別にリアの居所を教えても良かったがティーネが来ては言う必要もないし、そもそもティーネには聞かれたくない。

			　ただ逆にこちらから聞きたいことがあった。

			「神聖公国が戦争を吹っ掛けたもう一つの目的ってなんだ？」

			　リアだけでも十分に戦争をするに事足りると言っていた。

			　だが、それ以外の目的があるとも言っていた。

			「……それは関係ないでしょう」

			　ロンデが重く口を閉ざした。

			　きっとこれは俺が王国に戻るからじゃない。

			　これは彼自身に触れることなのだ。

			　魔族たるロンデが女神を信仰する国に仕えるほどのもの。

			「そうか」

			　一言、返して俺は王国に戻る。

			　今回は邪魔が入ることはなかった。

		

	
		
			　

			裏切り

			　

			　会議があって神聖公国に強制的に連れて行かれて軟禁させられて帰ってきて、重苦しくベッドで眠って一日が経った朝。

			「ボーン殿！」

			　ルフが屋敷にまで来た。

			　玄関で出迎えている。

			　用件は俺らしい。というか俺に伝えてローオット家の連中に情報を伝えて欲しいとのことだった。

			「神聖公国が……同盟から反しました」

			「帝国についたってことか？」

			「いえ。戦争に参加しなくなったということです。帝国の暴走は止められたと声明を出しているようです」

			　どうやら昨日、俺が神聖公国に行った件は響いていないようだ。

			「ただ怪(あや)しい動きをしているみたいなんです。軍事力を強化したり、王国のあることないことを自国や他国の信者同士で伝聞しているようです。まるで王国を敵に回すような動きで……」

			「ああ、そういえば神聖公国の狙いが分かったぞ。リアだった。聖女の称号が神聖公国の手に渡るよう、リアの居場所を探り暗殺したい、みたいな感じだったぞ」

			「なんと!?」

			　このことはすでにリアへと伝えている。

			　世間話程度に情報を共有する。リアに近しい俺にとって、仮に神聖公国が無理にでも攻めてきたら俺の身も危ない。

			　ここは王国に張り切ってリア（＝近い俺）を護ってもらおう。

			「それ以外の目的もありそうだったが、ともあれ必要な情報だったろ？」

			「ええ！　これで大きく流れは変わりそうです！」

			　ルフがそう言ってこの場を立ち去った。

			「ご主人様～、どうしたんですか～？」

			　ティーネが歯ブラシをごしごしさせながら玄関付近に立っていた。

			　眼はすごい眠たそうだ。

			　寝間着姿だが腰には例の聖剣がある。

			「いや、神聖公国と戦争するかもしれないとさ」

			「そうですか」

			『ちょっとちょっと！　王国と神聖公国が戦争するの!?』

			　女神の声が聖剣から響いた。

			「聞いてたのかよ」

			『聞いてたわよ！　って、本当に戦争するの!?』

			「まだ分からん。あくまでも、もしかしたらってことだよ」

			『なんだ。紛らわしいわね……』

			　女神が勝手に誤解して勝手に愚痴を吐いた。

			「そもそも神聖公国と王国が戦うからって、なにかおまえに影響があるのかよ」

			『あるに決まってるでしょ。人族がひどい消耗をしたら、それこそ冷戦状態の魔族が再び攻め入って来てもおかしくないのよ』

			「あー……」

			　そしたら面倒だ。

			　勇者であるティーネが駆り出されることになる。

			　ティーネは俺の所有物だが、かといって意固地に魔王討(とう)伐(ばつ)をさせなかったら人族が全滅する事態になりえる。

			　自分の首を絞めてはいけない。

			　つまりティーネに行ってもらうしかないのだが。

			　その間、俺は一人だけということになる。まぁリーカネルに泊まる場所やら金やらを借りればいいし、なんならフィロから一山の財宝をもぎとればいい。

			　だが……いないのはイヤだな。物騒だし。

			『まぁけど今は魔王の気配もないし、魔族も簡単に動くとは思わないけどね』

			「魔王の気配がない？」

			『そ。力が強い四匹の魔族が支配しているみたいだけど、魔王と呼ばれる絶対的な存在はいないみたいよ。ここ数年は』

			「ほう」

			　そんな状態、ずっと続いて欲しいものだ。

			　そうすればティーネを動かさせる必要はないのだから。

			　そんな思いを抱きながら、今日も一日が始まった。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　神聖公国との戦争はあっけなく開戦された。

			　経緯は簡単だ。

			『これ以上の帝国への攻撃は、無用な犠牲を払うことになる。即刻停戦を行うように』

			　という神聖公国の言葉に、さすがに王国の堪忍袋が切れたというところだ。まぁもっといえば体裁面を気にしてのことだが。

			　これ以上振り回されては王国の威信にかかわるとのこと。

			　そして開戦と。

			　これはあくまでも推察で止まる話だが、あらかじめ、ここまでは予定調和だったのかもしれない。

			　必然と流れ着いた先がここなのだろう。

			　神聖公国が殺したいリアも、帝国と組めば終わるまでの話だったのだ。

			　もっと簡単に殺すために同盟を組んだまでで、俺にバレ、王国にバレては同盟も意味がないと悟ったのだろう。

			　そして、戦争が始まると。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　女神の銅像が建てられ、女神の肖像画が描かれ、女神に対する信仰を満々に示されている巨大な教会の中に二人の影があった。

			「ついにですな」

			　そう口にしたのはロンデだ。

			「ああ。これで我らの大願が叶う」

			　同意したのは大司祭だ。

			　ロンデが確認を込めた言を放つ。

			「まずは王国の聖女を殺し、そして帝国の奴を殺す……！」

			　明らかになっていた大司祭の狙いである『聖女』と、ロンデが望んでいた者の死。

			「ふっ、その日も近い。……その日も、な」

			　そんなロンデを大司祭はどこか突き放すような目で見つめ、上げられた口角はロンデに向けられていた。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　その部屋はシランの寝室だ。

			　幼女らしからぬ簡素かつ金のかけられている部屋。

			　そこではユーシアが、

			　シランの髪を櫛で整えながら会話をしていた。

			「ようやくうごいたの、しんせーこーこく」

			「そのようね。所定の約束とは違って遅いけど。それにこちらにまで敵対する動きを見せているようだし」

			「まったく。まあけど、おろかなボーンをころせる」

			「ええ。そして帝国は随一の強国となる」

			「わたしがいればこんなものよ！　わたしのけーさんにくるいはない！」

			「ふふふ。そうね」

			　無邪気にはしゃぐシラン。

			　しかし、ユーシアには深い感情は見えない。大して興味がないかのように。

		

	
		
			　

			ミルナの想い

			　

			　王に呼ばれた。

			　神聖公国との戦争についてだろう。

			　帝国の時とまったく同じだ。

			「委細承知しているな、ボーン」

			「ええ。聞き及んでおります」

			　もはや使いっぱしりとなっているルフから詳細は聞いていた。

			「力を貸せ。帝国に方面軍を送る。指揮の補佐をしろ」

			　だが、帝国の時とは違う命が下った。

			　内部を攪乱するものではなく、ドンパチの指揮補佐と。

			　これはつまり本当に王国の一員として動けということになる。つまりミルナの時と同じだ。

			「……なるほど。しかし、私では力不足では？」

			「謙遜をするな。帝国の詳しい情報を握っているだろう。責任をとれとは言わないが、遺憾なく王国のために発揮しろ。そのために勇者であるティーネも同伴させて構わない」

			「はい。そうであるならば望むところであります」

			　帝国を削る機会を貰えたのであれば思い通りではある。

			「今回は聖女であるリア殿はいない。苦しく不利な状況となるがおまえがいればまた別だ。期待しているぞ」

			　リアは護衛を付けられて屋敷に留まらなければいけない。

			　神聖公国の狙いがリアと判明したためだ。

			「力の限り、奮闘させていただきます」

			　俺の返答に満足した王が一度だけ頷いて見せた。

			　

			　謁(えつ)見(けん)が終わり廊下に出るとミルナが俺を待っていた。その姿は懐いている犬のようだ。

			「ボーン様！」

			「ミルナか。どうした？」

			「神聖公国の動機を掴んだのは、ボーン様だと聞きました！」

			「ああ、そうだが」

			「やはり！　さすがです！」

			「いや、偶然だ」

			「いいえ！　それに帝国の内部をかき混ぜたそうですね！」

			「まぁな。しかしそれは帝国は内務の仕事を行う者が少ないから、俺がいた頃のルートが残っていたからできただけだ」

			「それを調べ……徹底的に行う！　やはりさすがボーン様ですっ！」

			　……なんかティーネに似ているような。

			　言動がモロにティーネのそれだ。

			「私は帝国の方面軍にはいませんが、ボーン様のご武運をお祈りしていますね！」

			「ああ。ありがとう」

			「それではっ！」

			　ミルナが楽しそうに手を振って去っていく。

			　俺も手を振ってこたえる。

			　そんな俺の横でティーネが頬を膨らませて、細目になりながらミルナを見ていた。
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			「……」

			「どうした、ティーネ」

			「いえ、まさかミルナ様……ふむぅ……」

			　ティーネには珍しく、なにか考えているようだった。

			　それもミルナ関連のことを。

			「まぁいい。それよりも前線に行くぞ」

			「はいっ」

		

	
		
			　

			ルルイナ教徒の反乱

			　

			　前線ではいくつもの軍用テントが張られていた。

			　その中でも一際目立つ、大きな場所に俺はいる。

			　中には十人で囲んでも余裕のある円形のテーブルがある。今は俺とティーネ、そしてもう二人が座っていた。

			「私(わたくし)奴(め)の補佐を務めていただくと聞き及んでおります。ボーン様、よろしくお願いします。それにティーネ様も『勇者』となられたお力で帝国の連中を吹き飛ばしてやってください」

			　二人のうちの一人である帝国方面の総指揮を任されているであろう、経験豊富そうな黒髪の中に白髪を生やしている偉(い)丈(じよう)夫(ふ)が言った。

			　隣の秘書っぽい男がキッチリと角度をとってお辞儀をしてきた。

			　礼儀正しく、俺を歓迎してくれているようだった。

			「よろしくねー」

			　と、ティーネが無作法に言った。

			　おそらく見知った顔なのかもしれない。それこそティーネの父の部下だったりするのかも。

			　そういえば今回の戦争ではティーネの父を見かけなかったが、おそらくは神聖公国の相手でもするために向かっているのかもしれない。

			　さて、そんなティーネの無礼を目立たせないために、こちらは礼儀良くしていよう。

			「無に近い微力ですが、こちらこそよろしくお願いします」

			「なにを言いますか。ボーン様がいれば勝ち戦しかございませんでしょう。ここはどうか、遠慮なくどうぞ」

			「そういっていただけると助かります」

			　なんだか妙に持ち上げられる。

			　まぁ別に悪いことではないのだが。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　それから戦場に動きがあり、全ての部隊の指揮官がテーブルに着座した。

			　索敵兵からの情報を頼りに、地図には敵と味方の部隊を象徴する駒がいくつも置かれていた。

			「敵方の布陣は完璧ですね」

			　俺がそう口にした。

			「ええ。帝国は戦に関しては無敵といっても過言ではありません。兵の練度も別格と考えていいでしょう」

			　総指揮の男がそう言った。

			　かなり謙遜しているが、それでも王国の騎士団も負けてはいない。

			　負けてはいないが……勝ってもいないだろう。

			　本当に五分五分だ。

			　ただ戦争に慣れている分、やはり帝国に軍配が上がるだろう。

			　それに一つの戦場に戦力を集中できるため、兵力差でも帝国が数歩優っている。

			「いかがいたしますか？　ボーン様」

			「ひとまずはお互いをカバーできる陣形を取りつつ、敵の出方を待ちましょう。下手に攻め入っては食われるだけです」

			「私も同意見です」

			　上手い敵というのは、こちらの失敗をカバーさせないように立ち回る。

			　逆に言えば敵の隙を見逃すことなく食い込むことができれば有利になる。そのことはこの場にいる誰もが認識していることだろう。

			　ただなにかを仕掛けるための材料が足らなすぎる。

			　平地で、木などもない。どうしたものか。

			「ご主人様」

			　頭を動かしていた俺にティーネが声をかける。

			　ティーネの目線は遥か遠くの敵陣だ。

			「どうした？」

			「います。おそらくこの戦場の奥に。お姉さまが」

			「そうか……」

			　最悪の情報を告げられた。

			　ただ、最も知りたかった情報だった。

			　最恐で最強な帝国の戦力が、やはりこの場にいるようだ。

			「お姉さまとは？」

			　総指揮の男が尋ねてきた。

			「ユーシア・アーカネルです。帝国の最高戦力ともいえる存在、ですね」

			「ああ。聞いております……なるほど、彼女が」

			「ええ。厳しい戦いになりますね」

			　渋い顔をしていたのだろう。

			　安心させようとティーネが言った。

			「大丈夫ですっ！　ご主人様は絶対に守り抜きます！」

			　前はティーネと互角の戦いを繰り広げていたユーシアだが、今のティーネは勇者の力がある。個の戦力では必ず勝る。

			　だから素直に言う。

			「ああ。おまえがいると頼もしいよ」

			「はい！　もちろんです！」

			　俺の言葉に、ティーネの笑みが濃くなる。

			　と、そんなことを話していると――。

			『失礼しますッ！　急を要するご連絡が入りました！』

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　帝国にも報せを伝える一兵が入り込んでいた。

			　それはユーシアではなく、帝国の城にて書斎にいるシランに、だった。

			「――伝令！　伝令！」

			「どうしたの？　もうたたかいにかったの？」

			　シランが一片の疑いもなく聞いた。

			　実際に彼女はそれ以外の知らせとは考えなかったからだ。

			　だからこそ。

			「いえ――反乱が！　反乱が起こっております！」

			「え？」

			　突然のタイミングでの暴徒出現に、反応を起こせなかった。

			――帝国ではルルイナ教の信者たちによる暴走が起こっていた。

			　それは明確に帝国の軍隊が動き出したタイミングで狙いすまされている。

			「目的は帝王――シラン様とその親族である三皇全ての身とのことです！」

			「――っ！　ゆーしあをもどして！　いますぐ！」

			　今にも迫ってきているであろう暴徒たちを脳裏に浮かべ、自分が持ち得ていると思い込んでいる最高の戦力を呼び戻すよう、兵に伝えた。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　内乱は帝国だけではない。――王国でも同様に発生していた。

			「マズいことになりましたな……」

			　宰相が額に皺(しわ)を刻ませ、疲れ切った声を絞り出した。

			　それを聞いているのは、ため息交じりの王だ。

			「ああ――わしの代で暴動が起こるとはな」

			「致し方ありませんよ。こればかりは止めようがない」

			「コントロールできるものであればよかったがな」

			「この反省を活かせばよろしいかと」

			　実のところを言えば王国はすでに何度もルルイナ教を廃止か支配、あるいは別の宗教を国教にしようとしていた。

			　だが、その目論見はことごとく失敗している。

			　それは人々に根強く張る信仰心が到底支配できるものではないからだ。

			「――帝国はどうだ？　内乱は起こっているか？」

			　王が聞いた。

			　それは急に思い当たったものだった。

			「調べさせましょう」

			　宰相も王の意図を汲む。

			「もしも帝国でもクーデターが起こっているのであれば……」

			「停戦や共闘もありえますな」

			　危機を利益に変えることは何度もあった。

			　それが正に今、「何度も」の一つに加わろうとしていた。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　指揮を任されている者たちが集うテントで、衝撃的な情報が伝えられた。

			「帝国との戦が中止ですか？」

			「はい、ボーン殿。どうやら神聖公国が、我ら王国と帝国で行われた反乱に関わっているようです。急遽、停戦という運びになりました」

			「なるほど。随分と厄介なことになりましたね」

			　俺の相槌に男が不思議そうな顔をする。

			「厄介ですか？　帝国との戦争で不要な犠牲を払わずに済んだのでは。それにこのタイミングで帝国と王国に喧(けん)嘩(か)を売るなど……」

			「ええ。それは思いました。しかし、神聖公国の目的は最低二つはあると確認しています。その一つに聖女がある。――この状況でクーデターを起こされ、騎士団が離れている今だからこそ厄介なんです」

			「そういうことですか」

			　男が納得した様子で頷く。

			　まぁ、俺が話したことは表向きなものだ。

			　俺にとっては想像に難くない状況だったし、リアがいなくなるほど好都合なことはない。グッジョブ神聖公国と言いたくなるほどに。

			「ひとまずボーン殿と数名の騎士団は戻るよう要請がありました。ティーネ殿を連れて帰還してください」

			「かしこまりました」

			　俺が戻るとティーネも一緒に王都に向かうことになる。そうすれば騒動の鎮圧もはやく終わってしまう。

			　それはつまりリアが無事で終わるということ。

			　だが、だからといって戻るのに時間をかけることはできないだろう。

			　途中で適当に時間を稼ぐか。

		

	
		
			　

			四大忠神

			　

			　王国に帰還した。

			　あの美しい景観、整えられた路地が乱れている。

			　煙が立ち、道路が塞がれている。

			「ひどい有り様だな」

			「民間人にまで被害が出てますねー」

			　ティーネの言う通り一般の人にまで被害が及んでいる。

			　露店の邪魔をされたり、騒動に乗じた盗みを働いたりする輩(やから)、まぁ色んな人物がいる。それに巻き込まれている形だ。

			「これが戦争ってもんだろ」

			「クーデターじゃないんですか？」

			「いいや。これは神聖公国との戦争だよ」

			「なるほど、どうりで。明らかに鍛えられてる人がチラホラ見えます」

			　ティーネが視線を四方に向ける。

			　俺みたいな素人目から見ても、的確に物を壊したり騎士団の邪魔をしたりしている者たちがいる。ティーネが言っているのはそんな奴らだろう。

			　そして、そんな奴らに限って服装はしっかりと一般人だ。

			　おそらく一切の証拠はないのだろう。

			「お姉さま！」

			　と、そんな俺らを歓迎したのは荒れた王都だけじゃなかったようだ。

			　リアが姉であるティーネの名前を呼びながら、こちらに向かってきている。

			　彼女の後ろには数名の護衛の騎士らがいた。

			「リア。元気そうね」

			　ティーネが安堵の言葉をかける。

			「大丈夫なのか？　こんなところに来ても」

			　無事だったか……。

			　道中、腹痛とか装って時間を浪費していたのだが無駄だったようだ。

			「はっはっは。ご安心ください、ボーン殿。我ら近衛(このえ)騎士がおりますゆ――え？」

			　近衛騎士の屈強そうな男が高笑いをしていたが、途中で言葉が不穏なものになった。

			　同時に膝から崩れ落ち、周囲の騎士たちも倒れた。

			　そして現れたのは新たな男たち。

			　彼らの衣服は誤魔化すつもりなど毛頭ないようだ。

			　神聖公国、万聖騎士団の中でも高位の服装をしている。

			「貴女が『聖女』リア・ローオット様ですね？」

			　四人のうちの一人である長い金髪の男が代表してリアに声をかける。

			　リアがこちらに後(あと)退(ずさ)りながら尋ねた。

			「……あなた方は？」

			「我らは万聖騎士団が四人。四(よん)大(だい)忠(ちゆう)神(しん)。訳あってリア様のお命を頂戴いたします」

			　四大忠神。

			　神聖公国の中でも優秀な四人組だ。

			「そうですか。――その前に一つ構いませんか？」

			　リアがティーネと俺の下にまでたどり着いた。

			　落ち着いて男の目を見る。

			「はい。どうしました？」

			　男は笑みを崩さずに問いに答える姿勢を見せた。

			　しかし、剣も抜いた。

			「なぜ民が民を傷つけ合っているのに無視しているのですか？　それは教義に反しないのですか？」

			「ふふ。自分の身を案じる前に人のことを思う余裕があるのですか」

			「答えてください」

			「――我らは武器。思考は上の頭脳に任せていますので」

			「武器としては優秀なわけだ」

			　思わずそう言ってしまった。

			　彼らはただ戦闘に集中する。そのためだけに生きているのだ。

			　そして考えることは神聖公国の上の人間に任せている。

			　とても素晴らしい。

			　誰でもできることではない。一切の思考を放棄することは。ただ強くなることだけに専念することは。

			「ふん」

			　金髪の男がとても誇らし気に鼻で笑った。

			　それを俺は――嘲笑する。

			「――まあけど、うちの『武器』のほうが優っていると思うけどね」

			　俺の言葉が合図だった。

			　音はバチリと。

			　ただ以前のようなオレンジと黄金の混ざった光の色ではない。

			　どこか白く、幻想的な雷のような物体が周囲に跳ねる。

			「ほいっ！」

			「ッ!?」

			　一人目。

			「よいしょっ！」

			「なんッ！」

			　二人目。

			「どっこらせっ！」

			「グっ」

			　三人目。

			「これで――終わり！」

			「こんなァっ！」

			　四人目。

			　流れ作業で優秀と言われていた四人が倒れた。

			　これが実力差ってやつなのだろう。

			「おつかれさん」

			「えへへ」

			「ま、大体こんなもんか」

			　倒れた四人を見下ろしながらそう口にした。

			　なんだろう。

			　ティーネに慣れてしまったが、もし仮にこの四人が俺を囲んだら一秒と持たないんだよな。

			　そう考えるとなんかティーネって本当に化け物なんだろうなって。

			「……ぐぅ……くそ……！」

			「なんだ、まだ息があったのか？」

			「……覚えておけ。今は帝国で目標完遂のために動いているが我らと同等の八人の者たちが……い……る……そいつらが仇を……とる……」

			　と最後に言って男が倒れた。

			　なんだろう。とことんモブキャラといった感じだ。

			　しかも倒れる間際だったから仕方ないのだろうが……。

			　同等の八人がいても結局同じレベルなら変わらないのではないか？

			　なんとも、本当に頭脳を使っていないんだと分かってしまうのが辛い。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　王国と同様に、帝国は神聖公国による戦争――クーデター――を受けていた。

			　しかし、その鎮圧にはあまり時間がかからなかった。

			　異様なまでの進軍能力と、民間人および神聖公国の万聖騎士たちを制圧速度の違いで黙らせた。

			　それだけではない。

			　帝国の城にまで進んだ八人の優秀な騎士たちは返り討ちにあっていた。王国に挑んだ四大忠神たちと同様に。

			　ただ違いがあるとすれば彼らの衣服は民間人のものと似ているところ。

			　帝国と神聖公国は戦争をしていないことになっていることを鑑(かんが)みれば当たり前のことだ。

			「ま、まさか我らが……」

			「四大忠神に匹敵する我ら八(はつ)光(こう)武(ぶ)が……」

			「ば、ばかなぁ……」

			「これでは四大忠神にコケにされてしまう……」

			　まだ辛うじて意識のある四人がそれぞれ悔し気に言った。

			　残りの四人はすでに目を閉じている。

			　そんな彼らを見下ろしているのは一人の女性だった。

			　怪我は一つもない。

			「あら。そのヨンダイチュ……シン？　とやらはどこにいるの？」

			　余裕ある表情に、余裕ある態度。

			　まるで他にどんな敵がいようとも彼女には関係がないよう。

			「今頃は王国だっ……！」

			「ああ、そうだとも……今頃は王国を転覆させていることだろう……」

			「われらも貴様のようなバケモノがいなければ……」

			「……まったくだ」

			　ユーシアの態度に半ばやけくそになっている四人が言った。

			　だが。

			「存外そうでもないかもしれないわよ。王国にもバケモノちゃんはいるから」

			「「なに!?」」

			　まだ同じレベルがいるのか。

			　そんなことを言う気力はもう彼らになかった。

			「おわったの？」

			　シランがひょっこりと現れる。

			「ええ、終わったわ」

			「……ふぅ。よくやったわね。ほめる」

			　シランが息を一つ吐き出してユーシアに言った。

			　言葉は随分と上からだ。

			　だが、シランの安堵は計り知れない。

			　また一つユーシアへの信頼が上がった。それは親に向けるほどの信頼であり、シランには親がおらず、実際にシランにとってユーシアは家族同然と思っていた。

			「ありがとう。けれど――私は褒められないわね」

			「え？」

			――だからユーシアに反発されるとは想像だにもしなかった。

			「あなたなら、もしかするとボーンちゃんを捕まえるくらいの役には立つかと思ったのに、神聖公国なんかに裏切られてちゃ始まらないわ」

			　ユーシアはずっと黙って微笑んで頷いて力を貸してくれた。

			　ただただ自分に都合の良い存在。

			　それは生まれた時からずっと変わっていないはずだった。

			「……どういう意味？」

			　ユーシアのあまりに急な態度の変わりように動揺を隠せず聞き返す。

			　そんなシランに小動物を愛でるが如くユーシアが囁くように言う。

			「あなたは使えないと言ったのよ。でも殺しはしない。帝国を操るために必要な存在だから……ふふ」

			　ユーシアの影が伸びる。

			　それは城全体を覆い、シランとユーシア以外の生きている存在を外に押し出した。

			　ユーシアがシランに手を伸ばす。

			　影がシランを襲う。

			　それらは細胞レベルに分散し、シランのいたる隙間から体内へとのめり込んでいった。

			「んっ」

			　シランがそう息を上げた。

			　それがシランの意識ある最後の言葉だった。それからは人形のようにただ立ち尽くしているだけだ。

			「ふふっ、洗脳完了」

			　頬に手を当てて、ユーシアが恍惚に微笑んだ。
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			ロンデの怒り

			　

			　神聖公国上層部ではヒドイ荒れようが展開されていた。

			　表向き神聖公国は帝国の味方となっている。そして王国を女神の名を出して征伐すると。

			　しかし、実際には違う。

			　帝国と王国の両国に宣戦布告を行い、その現状がおそらく既にバレている。上層部ではそういった見解になっていた。

			　ロンデと大司祭の二人だけがいる部屋。

			「どうして……」

			　ロンデが作戦失敗の報せを聞き、愕(がく)然(ぜん)とした。

			　成功する自信があったのだ。――実際、二人の化け物がいなければどうなっていたかは分からない。

			「ロンデ」

			　今回の画策を行ったロンデに、協力していた大司祭が呼びかける。

			　恐る恐るロンデが大司祭のほうを見る。

			　ロンデはなによりも恐れていた。

			　自分に肩入れをし、神聖公国の戦力をほとんど投入し、そしてロンデが忠誠を誓っていた人物。

			　その者の怒りをおそれていた。

			「だ、大司祭さま」

			　ドガッ

			　と、大司祭が乱暴に椅子を蹴った。

			　今まで見たことのないような冷たく射るような視線にロンデの背筋が凍る。

			「おまえ魔族だろ？　どうにかして魔族動かせねえのか？」

			「それはっ、親族とは縁を切り……」

			　ロンデが自分の無力感を覚え、下を向きながら答える。

			　そんなロンデに大司祭が悪態をつく。

			「ちっ！　使えねぇな！」

			　大司祭にはロンデを叱ることしかできない。

			　他の選択肢がないからだ。

			　大司祭自身それを理解しているというわけではなく、ただ彼の暴言は直感的に動かされているものだが。

			「そんな……」

			　ロンデが初めて受ける大司祭の罵りに衝撃を受ける。

			　言葉を失う。

			　さらに畳みかけるように大司祭が続ける。

			「ああ、そういえばな。おまえの目的な」

			　目的。

			　その言葉にロンデがびくっと反応する。

			　ロンデにも目的があったのだ。

			　それは大司祭と上層部以外に話していないこと。

			「おまえが必死になって殺そうとしていた帝国の元帝王アーグだけど」

			　元帝王のアーグ。

			　その言葉だけでもロンデはビクリと身を震わせる。

			　それだけの恨みと恐怖がその人物にはあった。

			　だが次の言葉に、さらに脳が稼働を停止させる。

			「そいつ死んでるよ」

			「え？」

			　長年の恨みであった人物の死。

			「おまえの耳に届かないよう動いていたけどもういいわ。アーグはすでに暗殺されてるよ。ボーンだっけか。そいつに」

			　ロンデの目的。

			　それを知った大司祭がロンデを活用するために動いていた。

			　ロンデは有用な人物だと、馬車馬のように働かせるために囲うために。

			　しかし、それももうどうだってよいと感じだ。

			　それだけ大司祭は絶望していたのだ。

			　しかし、すこし考えてみれば分かることだったのかもしれない。

			　大司祭にとってそれは切ってはいけない札だったことを。

			「ボーン……？　……――いや――ボーン様が？」

			　ロンデが次第に考え始める。

			　時系列を整理し始める。

			　段々とパズルがハマっていくかのようにロンデが笑みをこぼす。

			　そして――しばらくして忠誠の対象がすり替わっていた。

			「あーあ。どーすっかなぁクソ」

			　大司祭が一人でこれからのことを考える。

			　列強である帝国と王国を敵に回して生き残るための算段を立てる。

			　最悪、自分は大司祭だから、どこかの信者を盾にして生き残ればいい。そんなことを考えだしていた。

			　だが、ロンデにとってそうではない。

			「どうする？　どうするって？」

			「あ？」

			　突然、ロンデが大司祭に牙を剥く。

			　苛立ちを抑えきれない大司祭もロンデに対して悪辣な態度で接する。

			　だが、ロンデにとってそんなことはどうでもよかった。

			　ロンデは本来、小動物程度に考えていたのだ。大司祭など。

			「それは――ボーン様が決めることだ」

			　ユーシアと同様の影がロンデの背から現れる。

			　明らかな敵対行為に大司祭が目を見開く。

			「な、なんだ？　それは……？　おまえ戦闘はできないんじゃ……？」

			　裏切られても、敵対されても別に構わない。

			　なぜならロンデは戦闘力がないから。

			　大司祭はずっとずっとそう思い込んでいた。

			「戦闘ができない？　そんなこと誰が言った？」

			　ロンデがその思い込みを逆に問い、笑う。

			「今ここでおまえを殺すのに一秒もかからない」

			「そん……な……」

			「けど殺しはしない。まだおまえを使う。ボーン様が」

			　それはユーシアがシランを飲み込んだ時と同様に、ロンデの影が大司祭を包み込み体内を侵食していった。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　なにやら内乱が治まったらしい。

			　裏で糸を引いていた万聖騎士団の連中も下がって行ったとのこと。

			　まぁ元から戦いはほとんど終わっていたようなものだが、本格的な終わりを迎えたらしい。

			　そんな中で来客が訪れた。神聖公国の人物だった。

			　玄関に姿を現わしたのはロンデ。護衛は僅か一名だ。

			　俺の背でティーネが警戒している。

			「なんの用だ？　というかよくここまで来れたな」

			　今更、敬語も不要だろう。

			　彼は敵であり、敬意を表する必要のない人物なのだから。

			「もうすでに王国へは連絡を行き通らせております故」

			　と、思ったがなにやら事情が変わっているようだ。

			　王国と通じたということは味方か？　ティーネもなにやら敵意がないのを見ぬいてどこかに行ったぞ。

			　これはつまり俺が敬語を使わなければいけない相手なのか？

			「あー、内乱が治まったのはロンデ殿が動いたからなのですね」

			「敬語はおやめください」

			　ロンデが、ざざーっと両膝と両手と額を地面に付けた。

			「ど、どうなされました？」

			「ボーン様っ！」

			「は、はい？」

			　ボーン様？

			　ロンデは俺のことを殿とつけて呼んでいなかっただろうか。

			「私はかねてより生きる目的がありました」

			「はあ？」

			「私の元の名前はロンデ、ロンデ・イルベスタでございます」

			「イルベスタ……？」

			　聞き覚えのある名前だ。

			　それもそのはずか。

			　イルベスタ家は帝国の三皇家に数えられる名家だ。つまり元は俺と同じ身分だったということになる。

			　それだけじゃない。

			　イルベスタは元帝王アーグ。――俺が暗殺を主導した男の家だ。

			「魔族として生を受け、しかしとある事情があり縁を切り、帝国が一角のアーグ様よりイルベスタ家にスカウトを受けました」

			「うぉぉ……」

			　それは最悪なことだろう。

			　アーグは劣悪で傲(ごう)慢(まん)で強欲だった。

			　しかも身近な男は性器を切られ、それだけじゃなく全ての物を奪われる。

			　俺もかつては飼っていた聖獣を求められた。それだけじゃなく、ち○こも切られそうになったのだ。

			　ただただ恐怖だった。

			「ご想像通り、私もヒドイ目に遭いました。すでに性器はありません」

			「oh……」

			　タマがヒュンっとなった。

			　経験しかけただけに同情の気持ちが泉のように湧き出る。イメージもたやすい。

			「それからというもの、ひたすらに報復を願い、また流浪の民となりました。そして神聖公国の大司祭から打診を受けたのです」

			「ああ」

			　段々と今に繋がって来た。

			「大司祭は聖女の座を、私は帝王の暗殺を。それぞれの目標を立てて行動していた、そう思っていました。しかし大司祭は私を騙していました。帝王アーグは死んでいたのです。ボーン様の手にかかっていたのですっ！」

			「あ、ああ……」

			「ボーン様。大司祭は私の術中にあります。私が命じればいかなることも行うでしょう。どうか私に忠誠を誓わせてください！　そうすれば神聖公国はあなたの手に置かれることでしょう」

			　ロンデが胸に手を当てて膝をついた。

			　演技もひと段落したようだ。

			「そうか。それじゃあ今回の騒動で出た被害を抑えておいてくれ。そんで待機」

			　軽く指示を出す。

			　といっても、あっさりと受け入れたわけじゃない。

			　なにか深い策略があってのことなのかもしれない。そこだけは忘れていない。

			　だが、時間を置くことによって考えも次第に透けていくというもの。

			　あるいはただの時間稼ぎであれば神聖公国の動き方で変えていく。

			　ただ、話に嘘はないように思えた。

			　アーグのクソみたいな話がリアリティを増幅させている。

			「かしこまりました。全てはボーン様のお言葉のままに」

			　ロンデが頷いて立ち上がる。

			　なんだろう。

			　ここまで忠実になられても困る。非常に困る。

			　対応の仕方が分からない。

			　ただ逆に好都合だ。

			「……ああ、それと話をすこし聞きたい。時間を作っておいてくれ」

			「ボーン様。私の忠誠を試されているのですか？　いかなる時でさえ、それはボーン様のためなのです。どうか作れなどと言わず、是非とも即刻に聞いて下され」

			「いや、リアの件についてなんだがな」

			「ああ。それは大司祭の案件ですね。今は彼奴(あやつ)は別の仕事をさせています。すぐにでも呼んでまいります」

			「忙しいだろ。別に急くことでもないから諸々を済ませてからな」

			「ああ、勿体なきお言葉。私なんぞを気遣っていただき、誠にありがとうございます。それでは甘えさせていただき、雑事を終わらせてからまた」

			「おう。それじゃあな」

			「はいっ！　それでは！　……と。これは余談なのですが」

			「どうした？」

			「ボーン様のお姉さま、ユーシア・アーカネル様についてなのですが」

			「ああ、ユーシア姉さんか」

			「……彼女からは魔族の匂いがします」

			「魔族の？」

			「はい。それも魔王の……匂いが」

			「どういう意味だ？」

			「魔王とは即ち、魔族を統べる存在です。生命の理から外れた力を持つ異端の存在です。ではその存在がいかにして生まれるか。……それは色々な説があります。そのうちの一つに、欲を縛られた時に魔王へと開花することもあるそうです」

			「ほう？」

			「ユーシア様はどこかそんな雰囲気を持っていらっしゃる」

			「つまりユーシア姉さんが魔王になると？」

			「ハッキリと断言することはできませんが、あくまでも過去の魔王たちと比べたらの話です。それに今は魔王も不在の時期。四人の上位魔族たちが統べているそうですが……」

			「そうか。でもユーシア姉さんは人族だ。魔王になることはないだろうな」

			「ええ。さしもの私でさえ人から魔王になったなど聞いたことがありません。おそらくは勘違いでしょう。それではこれにて」

			「ああ、またな」

		

	
		
			　

			四大魔貴

			　

			『ふっふっふ……なるほど。貴様が新たなる魔王か』

			　鷲の頭に筋骨隆々な人の身体をした男が愉快そうに言った。

			『とてもつよそーだにっ！』

			　小さくピンク色の髪を持ち、少女のような見た目をした、しかし頭からは二本の触覚と手足は昆虫のようなおぞましい姿をした者は愉し気にハツラツと言う。

			『人から魔王になるとは。これまた数奇な運命だ』

			　メガネをかけたゴーレムが驚きを隠さずに言った。

			『……ま、なんでもいいよ。なんでも』

			　黒い布に包まれて肌や髪がすこしも見えない男が、眠たげにそう口にした。

			「ふふ、貴方たちは？」

			『我らは四(よん)大(だい)魔(ま)貴(き)。魔王に代わって魔族を統べている』

			　鷲の男が代表して言った。

			「あら、そうなの。それで私に挨拶というわけ？」

			『……知っていたか』

			「んー。なんとなく？」

			『そうか。そうだ、貴様は魔王になっている。元から闇の力があり、それは我らも感じ取っていた。しかし今回、貴様は本当に魔王となった。我らを統べる存在だ――まだ認めてはいないが』

			　膨大な魔力が部屋をしめる。

			　空間が捻じ曲がり、人工的な地震が生まれ、壁は筋を生み出して崩壊寸前になる。

			「その程度？」

			　ユーシアが聞いた。

			　それは悪意があるわけではない。挑発ではない。

			　ただ思ったまでを言った。無(む)垢(く)に。純粋に。

			『！　く、くははは！　いや失礼した。我らが勝てるはずもない。ただ試しただけだ。……いや、試しただけでございます、魔王様。我らもこう見えて魔族を統べていた存在。こうでもしなければ落ち着かない。しかし、これで認められる。魔王様、我らは貴方の手にあります』

			「そう。じゃあひとまず――人の世界を制圧して」

			『!?　も、もう戦争をするというのですか？』

			「なに？」

			『…………は、はははははっ！　かしこまりました！　我ら総員、動かさせていただきます！』

			　帝国と魔族が結託し、そして人族に牙を剥くのだった。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　魔族と人族の開戦は突然だった。

			　それと同時に帝国も魔族側として戦うと。

			「雨後の……たけのこぉ……」

			　もうなんかイヤなことが起こりすぎて胃が痛い。

			　なぜこうなる？

			　落ち着かせてはくれないか？

			　どうせ魔王ってあれだろ？　ロンデが言ってたみたいにユーシアなんだろ？

			　いやいやいや。

			　やめてくれってユーシア……。

			　どうせこの戦争もあれだろう。ひとまず人族を制圧しとけば俺を独占できるとか。

			　なぜユーシアが俺に固執するのか分からない。興味もない。

			　だが、そんな考えだけは透けて見える。

			「大丈夫ですか？　ご主人様」

			「ああ、おまえだけだよ。安寧の時をくれるのは。出会った時はちょっとバカで勝手な動きと口を封じようかとも考えたが、おまえは大人しくしてくれて指示以上のことをしてくれる」

			「急にどうなされたのですか？」

			「疲れているのかもしれない……」

			　

			「お姉さま。すぐにでも出陣の支度をお願いします」

			　リアがティーネを呼ぶ。リアのほうを見ると、髪がドリルツインテールではなく、ストレートに下ろされている。

			　それは長く艶やかで、さらに聖女の半透明なローブを羽織っているため神々しさも感じる。

			「妾(わらわ)も行くのじゃー！」

			　フィロが横から元気に割って入る。

			　リアがにこやかに微笑んで軽く頷く。

			「ええ。フィロさんもできればご一緒にお願いします。それでお姉さま」

			「リア。でも……」

			「私たちにはこの時のために力を授かっているのです。ボーン様、構いませんか？　動かなければいけない時が来たのです」

			「……あぁ」

			『ちょっとしっかりしなさいよ！　あんたタマついてるんでしょう!?』

			「女神……うるせぇ」

			『扱い雑すぎ！　って、まぁいいからさっさと行きましょうよ、戦場に！』

			「はぁ……分かってるよ。――ん？　行きましょうって、俺は行かないぞ？」

			『なに言ってんの。あんた完璧に勇者パーティーの一員でしょうが』

			「いやいや役職とかないし」

			『役職なんて勇者と聖女以外フリーよ。というかあんた自覚ないの？　あんた完璧に盗賊よ。歴代の中でもトップクラスの卑怯さと卑屈さと気持ち悪さを持っていると思うわよ。自信持ちなさい』

			「誉め言葉が一つもなかったし最後に至っては暴言だったのに自信なんて持てるわけないだろ。ちょっとは考えて物を言ってくれ」

			『いいから女神の命令よ！　ちょっと力も分けてあげるから！』

			「まじ？」

			『そうそう。あんたに程よい力をあげる。もしも力を放ちたくなったら「女神様より授かりし力、今こそ放たん！」って言ったら出るようになってるから』

			　出るようになってるから？

			　ビーム的なものだろうか。きっとそんな感じだろう。

			　ただ、

			「そんな臭い言葉むりなんだが」

			『く、臭い!?』

			「第一に、おまえなんかに貰ったら末代までの恥だから。いらん」

			『ああー！　分かったいいよ別に！　せっかく私があげようとしたのにー！　いいもーん！　じゃあ絶対にあげないもーん！』

			　声がうざい。

			　俺に「やっぱりください！」と言わせようとしているようで腹が立つ。

			「いいよ、別に。いらん」

			『あーあ！　これさえあれば強くなれるのになぁー!?』

			「そうか。いらん」

			『じゃあじゃあ！　もうなんか……世界統一できるくらいの力あげるのになぁー!?』

			　出血大サービスだな、おい。

			　それでも、

			「いらない」

			　んだけどな。

			『ふぇぇぇぇぇーっ！　もういいもーんっ！』

			　俺の徹底した断りに女神がついに泣き出した。

			　そして段々と声が遠くなっていく。

			　白い空間の中で俺たちと声の繋がりを確保しているものから遠ざかっているのだろうか。

			　そこまでして……。

			　なんか哀れだ。

		

	
		
			　

			勇者パーティー誕生

			　

			　会議が開かれた。

			　それは各国の代表が集まるものだ。

			　当然のことながら参加はしなかったし、元からできなかった。その地位も権力もない。

			　しかし話は聞けた。

			　全面的に魔族および帝国に抗戦する。

			　情報共有や援軍は後方の国々から必ず行うこと。

			　まぁ大体「人族で一丸となって頑張ろうね」的な感じだった。

			　さて、なぜこんな話を知っているのかというと。

			　目の前で座るロンデから話を聞いたからだ。

			　今、俺は屋敷の一室を借りている。

			　そこには俺とロンデ、そして大司祭だったらしい男が目の光をなくして座っていた。

			　この部屋には誰も来させないようにしている。

			　下手に話を聞かれてはいけないからだ。

			「それじゃあ聞かせてもらえるか」

			「言え。大司祭、イグナシベル」

			「はい。リア殿に関しては回復魔法の才能があり、生まれた当初からその片鱗を見せておりました。若いながら聖女の試練を受けました。試練を受けることは明白でした。ただ、私も聖女になりたかった……！　だから試練に受からないよう小細工を仕掛けました」

			「小細工？」

			「ええ。幼少の頃から一匹の聖獣を飼わせていたのです。そして試練はその聖獣を殺すことにしたのです」

			「は？」

			「いえ、もちろんお考えの通り、それでは試練には受かりません。簡単な話です。本当は殺さなければ試練には合格するのです。でもありえないッ！　だって聖女の称号ですよ!?　聖獣なんか殺しても！　称号が手に入るならッ！　だというのにィ……なぜなぜなぜ！　なぜ殺さなかった！　私はあの手この手を尽くしてリアが聖獣を殺したよう偽装しました」

			「どうしようもないドクズだな」

			「しかし、聖獣が死に瀕しても神話の魔法のように回復させ、あまつさえ聖獣を逃がしました……こうして忌(いま)々(いま)しいリアは聖女となったのです」

			「なるほどな。おまえは今でも聖女になりたいのか？」

			「もちろんですとも！　私はそのように教育されてきたのです！　神聖公国の国民、ルルイナ教の信者、そして全大陸の者が望んでいるのですっ！」

			「おうおう。分かった分かった。じゃあ、おまえ聖女になれ」

			「なんと!?」

			　大司祭が驚(きよう)愕(がく)に顔を変える。

			　もしもリアが聖女でなくなれば俺にとってもメリットがある。

			　リアはローオット家だけではなく、聖女として大きな発言力を持っているはずだ。それを失わせることはデカい。

			「ただよ、おまえ男だろ？」

			「……一つ方法があります。女人国と呼ばれる場所があるのです」

			「なんか聞いたことあるな」

			「そこではいかなる男も女に姿を変えられるとか。私もそこに向かいましょう！」

			「まぁ、どうするかは人の自由だ。頑張れ」

			「ええ！　それでは向かわせていただきます！」

			「いや待て、今は戦時下だ。落ち着いたらで構わない」

			「ふむ、言われて見ればたしかにそうですな。分かりました」

			「それでは、私とイグナシベルは戦況を見て女人国に向かいたいと思います」

			　ロンデが意思を汲んでそう言った。

			　ん？

			「私と？」

			　それはつまりロンデも行くということになる。

			「私もどうせ性器がない身。ならばこう、もういっそのこと女になろうかと。そしてボーン様のお役に立とうかと」

			「いや、ち○こがないから女になるって発想も発想だし、女になったからってなにか変わるか。現状のままだろ」

			「ご、ご奉仕できます……」

			　ロンデがおそらく照れているのだろう。顔を赤らめてそう言った。

			　しかし人外の姿でそれをやられても嗚咽を誘うだけで……。

			　それもセリフだけで何か月も放置した生肉を食べさせられている気分だ。

			「人外の趣味はない」

			　一言で断じる。

			　それにロンデがショックを受けて涙目になった。

			「無情な!?　私は魔族でもトップクラスにイケメンともてはやされたのですが……」

			「え。それは……」

			　ないと断言しては可哀想なタイプなのだろうか。

			　どうも口にはできない。

			「ま、まぁ。何事も自由だ。そろそろ行ったほうがいいんじゃないか」

			「そうですね。イグナシベル、行くぞ」

			「はい」

			　変わった主従関係に慣れない違和感を覚えつつも見送る。

			「それでは失礼いたしました」

			「お疲れさん」

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			「整いました、ご主人様」

			　いつもの冒険者衣装とは違い、勇者としての華々しさを持ち、聖剣から漂う神格のオーラがティーネの姿を昇華させている。

			「とりあえず四人ですね」

			　リアも前に着ていた半透明のローブと髪をストレートにし、聖女然とした雰囲気を作っている。

			「これで十分なのじゃ！」

			　フィロはいつも通りの格好だ。

			　逆にそれが様になっているといえば様になっているのだが。

			「俺もやっぱり数に入るのか……」

			　とくにフィロと変わらずいつも通りの衣服だ、俺も。格好は全然ついていない。

			　それに勇者パーティーだなんて色んな意味で無理矢理入れられてはいるが、俺自体の価値なんてまったくといっていいほどない。

			　戦闘は不得意な手前、敵がいてはどうしようもない。

			　絶対的に俺を守ってもらう陣形になるだろう。

			　女神から力を授かったが大して期待はしていない。実際は水がぴゅぴゅっと出る程度だろう。

			「行きましょう。魔王討(とう)伐(ばつ)へ」

		

	
		
			[image: p188.jpg]
		

	
		
			　ティーネが勇者らしく上を向きながら言った。

			　その姿は希望をもたらす光の者だ。

			「ああ」

			「はい。お姉さま」

			　場所は分かっている。

			　帝国だ。

			　魔族もそこに陣取っている。

			「出征ですっ」

			　屋敷のドアが開かれると各国の軍隊と、そして民間人が大手を振っていた。

			　ティーネの姿が現れるや否や、わーっと湧き立つ。

			「勇者さまよー！」

			「聖女様もいらっしゃる！」

			「あの小さな女子も奇怪な衣装を着ているが、それはそれで綺麗だ」

			「お美しい……！」

			「なんか召使いがいないか？」

			　おい。俺を見て召使いとか言うな。

			　明らかにヒソヒソ声で喋(しやべ)ってる連中は俺の陰口だろ。知ってるんだぞ。

			　だが、それも一部の連中だ。

			　他は華々しい勇者の門出に希望を見出している。

			「きっと我らに平和を！」

			「魔王を討(とう)伐(ばつ)してください！」

			　民が口々に希望を語る。それもそうだろう。戦争、内乱、戦争だ。いやなものが続いてきてしまったのだから。

			　勇者を盛大に送り出す気持ちも分かる。

			　ただ、

			「あの男はなんなんだ……？」

			　とか、

			「ちょっと邪魔じゃない？」

			　とか、

			「きっと迷い込んじゃって収拾つかなくなってるんだよ」

			　とかそろそろ言うのやめて欲しい。本当に引きずるから。

			　勇者パーティーなんです、これでも。嫌だけども。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　最前線につく。

			　ここには多国籍の軍勢が数えきれないほどひしめき合っていた。

			　旗数は多く、色や形も多種多様だ。

			　中には知った顔や聞いたことのある者がいた。

			「「「我らは四(よん)大(だい)忠(ちゆう)神(しん)」」」

			「「「我らは八(はつ)光(こう)武(ぶ)」」」

			　などなど。結構ボロボロだが元気そうだ。

			　まぁ色んな軍勢が加勢に現れている。

			　そして、ざっくりとした作戦は聞いている。

			　騎士団やらが道を切り開いて、勇者パーティーが中にまで突撃するとのことだ。

			　シンプルかつ帝国と魔族が浮足立っている今だからこそできる作戦だろう。もしも相手が連携をとれるほどならば、脳筋特攻とも言い換えられるが……。

			「ここはもう戦場になっていたのですね」

			　ティーネが荒れ果てた眼前の地を見て口にした。

			　おそらく前哨戦ともいえる戦闘が何度も繰り広げられていたのだろう。

			　鉄の匂いが充満し、土の色が薄黒く変色している。

			「行きましょう」

			「分かってる」

			「はい」

			「もちろんじゃっ！」

			　本当に即席パーティーだが行くしかない。

			　

			　駆ける。

			　ただ駆ける。

			　人族の軍勢の先陣で一心不乱に前進する。

			　前はティーネが、横からの攻撃は王国の騎士団や神聖公国の騎士団が動いている。

			『『我ら四大魔貴！　ここからは通さぬ！』』

			　息が合った四人の声が響く。

			　土埃をあげて、明らかに別格の者たちが現れた。

			　しかし、

			「「「我らが通す！」」」

			　こちらも相応の人間らが動いていた。

			　複数で一人を囲む形を取り、俺たちの道を作り出した。

			　ティーネやリアやフィロが一気に突き進んでいく。

			　……よく体力持つな。俺そろそろ息切れしそうなんだが。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　帝国の巨大な城はガランっとしていて人っ子一人いなかった。

			　しかし、奥を進んでいくと赤い絨毯が伸びていて、長い階段の先にユーシアが豪勢な椅子に座っていた。

			　衣装などは変わっていない。

			　やはり我が道を行くといった感じだ。

			「あらぁっ――いらっしゃい、ボーンちゃん。ううん……お帰りなさい、のほうが正しいのかしら？」

			　喜(き)悦(えつ)に浸ったユーシアが言う。

			　俺以外などは眼中にないとばかりに。

			「魔王、ユーシア」

			「うふふ。ようこそ、勇者ティーネ。といったほうが雰囲気作りにはなるのかしら？」

			　ユーシアが茶化す。

			　そこにリアが睨みながら口を開いた。

			「一つだけ確認させてほしいです」

			「な～に？　聖女ちゃん」

			　ずばりとリアの役職を言い当てる。

			　魔王にはそういったことも分かるのだろうか。直感的なもので。

			「あなたが今回の戦争を扇動したのですか？」

			　リアの問いには怒りが含まれていた。

			　何人も死んでいるのだ。聖女たる彼女の苦しみは計り知れないのだろう。俺にはよくわからないが。

			「――そうだけど？」

			　ユーシアが悪びれずにケロっと答える。

			　罪悪感なんてものは一切ないのだ。それが彼女の人柄なのだから。

			「ッ！　目的はっ！　目的はなんですか!?」

			「ボーンちゃんだけど？」

			「ボーン様……？」

			「そうよ。ボーンちゃんが好きだから独り占めしたいの」

			「で、でも姉(きよう)弟(だい)なんですよね？」

			「そうよ？　でも好きだし、独占したいの」

			「お気持ちすごい分かります！」

			　リアとユーシアの会話にティーネが混ざる。それも友人と会話をするレベルの快活さで。

			　これから死闘を繰り広げるとは到底思えない。

			「あら。やっぱりティーネちゃんよねぇ」

			　ユーシアが満足そうに頷く。

			　しかし、ティーネはもの言いたげに続けた。

			「でも独り占めは良くないです。一緒に分けませんか？」

			　分けるって。

			　俺は分けられるものじゃないのだが。そんな一言さえ、簡単に会話に混ざるほどの度量はないので口にしない。

			「――ノーよ。ボーンちゃんは私だけのもの。それは譲らない」

			　ユーシアがティーネの言葉に、今度は満足できなかったのか片眉を下げた。

			「――そうですか。でもご主人様は譲りません」

			　戦闘の口火は切ってしまったようだ。

			　ティーネが聖剣を構える。

			　リアが淡い光を両手から出現させる。

			　フィロが小柄だが人からすれば大きな竜の姿になる。

			　ユーシアの影が描く方向に勢いよく伸びる。

			　

			　……俺は部屋の隅っこに隠れた。

		

	
		
			　

			最終決戦

			　

			　外での戦闘音が消えてしばらく。

			　勇者パーティーとユーシアはまだ戦っていた。

			　城が壊滅状態だ。

			　天井はもう穴だらけで、崩れた瓦礫がそこかしこにある。

			「なぜ……！」

			　ティーネが悔しそうに自問する。

			「それはこっちのセリフでもあるわよ。まったく……ちょっと強すぎない」

			　ユーシアも悔しそうにする。

			　互いに肩で息をしていて、リアやフィロもボロボロだ。

			　ちなみに俺もボロボロだ。落ちてきた瓦礫に潰されそうになったからだ。ティーネとユーシアが庇ってくれたから良かったものの、二人のカバーがなければ何度も死にそうになっていた。助かる。

			　情けなくてごめん。

			「これが最後のヒールです！　頼みました！　お姉さま、フィロ！」

			　リアの放つ綺麗な光がティーネとフィロを包み込む。

			　僅かな切り傷さえ消してしまうほどの治癒力だ。

			「行くよ！」

			「分かっているのじゃ！」

			　フィロとティーネが息を合わせて進む。

			　ユーシアが背から莫大な闇を生み出して対抗する。

			　

			　……俺、なんでここにいるんだっけ。

			　

			　決着というのだろうか。

			　どちらが勝ったとも言いづらい、そんな終幕を迎えている。

			　フィロは竜の姿のまま意識が途絶え、ティーネは辛うじて剣を立てて上体を起こしている。

			　リアも魔力が枯渇したのか座り込んでいた。

			　そんな中でユーシアはまだ多少の余力を残している様子だった。

			「なんで……足りないの……！」

			「いいえ、十分に足りているわ。これではここに残っても魔王狩りに会うだけ」

			　ユーシアが外を見る。

			　壊れた城から覗ける荒野は人族が制圧していた。しかし夥(おびただ)しい死体の中に、魔族の主力は見えない。

			「……魔族領にでも下がるしかないわね。まったく」

			　ユーシアがごねる。

			　おそらく魔族の主要なメンバーも退いて行ったのだろう。

			「でも、ボーンちゃんも一緒だけれどね」

			　ユーシアの視線が俺を狙う。

			　えっ。

			　俺……魔族領はイヤなんだが。

			　しかし俺では抵抗する力もない――。

			「ダメですっ！」

			　ティーネが力を振り絞って俺の眼前で構える。

			「……まったく。まだそんな力があるの」

			「絶対に負けません」

			　確固たる意志を含めた瞳のティーネに、それでもユーシアには余裕がある。

			　だが。

			「しょうがないわね。今回は諦める」

			「……」

			　なにかの罠かとティーネが勘ぐっているが。

			　闇に包まれ姿を消していくユーシアを見た。それでも警戒を緩めないあたりさすがである。

			「その程度なのですか……？」

			「ん？」

			　ティーネの問いにユーシアが答える。

			「ボーン様への想いはその程度だったのですか？」

			「……まったく」

			　ふふっ、とユーシアが笑う。

			「今回は、といったのよ。あまり調子に乗らないことね」

			　それだけ言い残してユーシアが姿を消した。

			　本当に気配がなくなったのだろう。ティーネが膝から崩れ落ちた。

			「……終わったか」

			　倒れたティーネを支えながら、なぜか俺が最後に〆るようにそう呟いた。

			　ティーネをおぶり、リアは辛うじて歩きながら、フィロは軍隊の人に連れられながら、その日の戦いは閉じた。

			　そして数日が経った。ティーネたちはまだ療養中だ。そんな中でロンデから「私以外に洗脳を受けた者がいます」と案内された場所にはシランがいた。

			　それはシランの実家である三皇の隠れ家とも言える場所だった。

			　こぢんまりとしている家だ。

			　状況的に彼女を見つけられたのは非常に大きかった。

			　呆然と椅子に座っているシランに指を向けてロンデを見る。

			「解けるか？」

			「おそらくユーシア様のものでしょうが……まぁ行けます。覚醒前のものでしょう」

			　ロンデがシランの額に手を添える。

			　シランの額から黒い靄(もや)が、泉のようにあふれ出てくる。

			　しばらくして光が灯った。

			「……あれ？」

			　第一声が疑問符だった。

			　周囲を見渡して洗脳される前の光景と照らし合わせているのだろうか。

			　しかし、残念ながら今の状況は完全に変わってしまっている。

			「初めまして。シラン様ですよね」

			　ニッコリと微笑みながら挨拶をする。

			　警戒されないように……とは思ったが、どうやらダメなようだ。

			　猫のように背筋をあげて声を張り上げられた。

			「ボーン！　な、なぜ。ユーシア！　……ユーシア？」

			　シランがユーシアの名前を呼ぶも、返事は当然ながら返ってくるわけがなく。

			　ただ虚空に名前が吸われた。

			「――ユーシア姉さんならもう魔族領に行ったよ。っても、複雑だから説明はむずいな」

			「ど、どういう……」

			「いいから、一つだけ確認をとる。おまえは命が惜しいか？」

			　人差し指を立ててシランに聞く。

			「え？」

			「もう一回しか言わない。命が惜しいか？」

			「……うん」

			　しばらく悩んだ末にシランが頷いた。

			　それは歳相応の純粋さも垣間見えたような気がした。

			「分かった。それじゃあ簡単に今の状況を説明する」

			　それから俺はシランに説明した。

			　ユーシアが魔王になったこと。帝国が敗北したこと。

			　それは身に降りかかった奇妙な意識のない体験からか、あっさりと理解が進んだようだった。

			　そして肝心なことを説明した。

			　シランの責任についてだ。

			　幼くも帝王である彼女には当然ながら処刑が求められるだろう。

			　と、そこまでを言った時点でシランの顔が青く染められていた。

			「そ、それで……？」

			　シランが続きを促す。

			　分かっているのだろう。ここからが本題であると。

			「俺がおまえの責任を解いてやる」

			「え？」

			　俺の申し出に、シランが軽く驚いて見せた。

			　

			　さて。

			　傀儡には手段がいくつかある。

			　オーソドックスな方法は王へのパイプを全て握り、王自体を無力化する大臣ポジションだ。

			　ただ今回は別の手段となる。

			　単純な恩だ。

			　ただ相手は子供。死にかけている中での助けた恩。これは大きいだろう。

			　しっかりと救ってやる現場に立ち合わせたら間違いない。

		

	
		
			　

			勇者の生誕祭

			　

			　今回の戦争によるその後の会談が行われた。

			　場所は王国の王城にある一つの部屋だ。

			　部屋、といっても巨大すぎて一個の場所と考えたほうが良いだろう。

			　そこには今回の戦争に加わった国や組織のトップが集っていた。

			　俺は帝国の――シランの補佐としてそこに加わっている。

			「今回の主導はユーシア・アーカネル。魔王になったことから分かるように全ては彼女の企みによるものです。帝国は彼女に操られ、強制的に魔族側へと加担せざるを得なかったのです。そして、帝王である彼女、シランさえも洗脳という卑劣な手段で意思を奪われていました」

			　今にも泣いてしまいそうな顔でシランが椅子に座っている。

			　そんな彼女を睨むのは王国の王。

			「それは分かる。だがな、全てという点に疑問を抱く。帝王である彼女が戦争を許諾し、魔族に肩入れするよう帝国を動かしたのではないか？」

			「いいえ。……全てはユーシアによる洗脳のためです」

			「洗脳の証拠は？」

			「ありません」

			　これはロンデに証言をしてもらえばいい話だ。

			　だが、洗脳自体は本当でも戦争を許諾したのはシラン自身の意思だ。時系列ではあながち戦犯としては間違っていない。

			　それは三国会議の際にロンデがシランに反応を示さなかったことから正しいだろう。

			　ただ魔族関連になってからはまた別だが。

			　しかし、王があっさりと判断を下す。

			「では極刑に値する」

			　その言葉に一同が息を呑む。

			　だが誰一人として言葉は出せない。

			　それは規模が違いすぎ、発言一つ一つの重みが違うからだろう。

			　王国、帝国、神聖公国。この三つくらいだ、容易に喋(しやべ)れるのは。

			　だからこそ視線が一斉に俺に向いたのは続きが欲しいからだろう。

			「それはあまりにも極論すぎるでしょう」

			「分かるだろう。今回の戦争に対する償いが必要なんだ」

			「ええ。そうですね。ただ今はなにかを晴らすより、希望を見せるべきでしょう。幸い勇者がいます」

			　死刑死刑と死を重ねるよりも、希望の光で照らしたほうがマシだ。

			　とは苦し紛れの逃げだ。

			　ただ遠まわしに言っている。勇者という切り札はこちらが持ち合わせていると。

			「両方を兼ねるべきなのではないか？」

			「いいえ。悲劇悲惨は見せるべきではない。希望に縋(すが)らせるべきだと思います」

			　自分で言っていながら思う。

			　くだらない感情論だと。

			　王も呆れ顔でため息を吐く。

			「……はぁ。そろそろおまえの立場を明確にしろ。王国についたと思えば今度は帝国か？　目的はなんだ」

			　王の一言に雰囲気が俺への敵意にあふれる。

			　たったこれだけで場の圧力が全て俺に向けられている。

			「こほん」

			　演技たらしく大司祭が咳をした。

			「私もボーン様の言に賛成ですな」

			「……ほう」

			「せっかくできた勇者様の晴れ舞台となるのは、女神様を信仰する最大宗教である我らも同じく考えるもの。それを汚れと共に行うのはいかがなものかと」

			「まぁ、王国としても、我が国から勇者と聖女が出ていることに対してプラスの面で見ている」

			　だが譲るとは言っていない。

			　王としても、こちらの妥協ラインを理解しているということだろう。

			　民のヘイトを解消し、利益が生み出せればよいのだ。

			「勇者生誕の式はどうぞ王国で。神聖公国一同、必ずやご協力させていただきます」

			「ありがたいお言葉だ。ただ具体的なものも欲しい」

			「日数にもよりますが、神聖公国の人民が病人や怪我人、どうしても動けない者以外は総員で動くことをお約束します」

			「そうか」

			　王がシランを見る。

			　シランの背に手を当てる。

			「！　て、ていこくも。わたしがかならず！」

			「あなたに動かせる力があると？」

			「それは……でも、かならず……」

			「私がシラン様のご協力をさせていただきます」

			　王に確認をとられて自信をなくしているシランの代わりに俺が言う。

			　すると王が頷き、了承したようだった。

			　シランが俺のほうを見ながら目を輝かせる。

			『ありがとう……ボーン……』

			　そんなことを小声で言っているような気がした。

			　

			　それからは小国や組織にも利益が出るよう分配の話をしていた。

			　帝国はただでさえ傘下に置いている国が多い。

			　多少の国を手放すだけでも利益を見出す国が少なからずある。

			　話し合いはそんな感じで終わった。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　勇者の生誕祭。

			　それはいつの世でも行われてきた催しだ。

			　時には神聖公国や、どこかの小国から生まれた場合もある。

			　しかし今回は王国だ。しかも聖女までもが王国の出身ということで異様なまでの盛り上がりを見せている。

			　連日鳴りやまぬ歓声に、ティーネやリアなんかが手を振っている。

			　王国出身ではない俺やフィロは最終日の――今日に人々の前に姿を現すことになっていた。

			　つまりは勇者パーティーのお披露目というやつだ。

			　

			　俺はお披露目準備のために衣装を着替える部屋にいた。

			「ん」

			　かなりの正装を着こなして髪型も整える。といっても派手なものではなく、気づかれない程度に慎ましやかな格好だ。

			　しかし、これでらしくはなっているはずだ。

			「ぷぷぅ！　なんじゃその格好は！」

			　フィロが俺の姿を指でさしながら腹を抱えて笑ってきやがった。

			　相も変わらない、人とは乖離した服装で。

			「……うるせぇよ」

			　らしくない。

			　いやいやいやいやいや。そんなことはない。

			　俺は帝国にいた時代から正装というものをしていた。

			　似合っていないはずが……な……い……。

			　いや、でも自分で思うのもアレだが、高貴な家の生まれである俺に対して「似合ってない」なんて言う人間はいないんじゃないだろうか。

			　……いないな。

			　これ多分、いないな。

			「あ、ご主人様！　似合ってますねーっ！」

			　ティーネがフィロの次に入って来て俺を見て真っ先に言った。なんかちょっと自信が持てた。

			「あ、ボーン様、衣装ができたんですね。……うん、お似合いですよ」

			　次に入って来たリアがちょっと遠慮がちに言った。なんかちょっと自信が下がった。

			「よね！　よね！　ご主人様かっこいいっ！」

			「……お姉さま目線ではそうなんでしょう。盲目になりますからね、好意というものは」

			　リアがどこか達(たつ)観(かん)した様子で言った。

			　それはつまり、やはり俺は。この衣装は……。

			　なにも言うまい。なにも考えまい。……これ以上は。

			　

			　お披露目は簡単に王都を一周回るだけのものだ。

			　なにか魔法を実演したりするわけでもない。

			　ただ「人物」を目立たせるものだ。

			　勇者やリア、そしてフィロなんかは顔も整っていて勝手に盛り上がってくれるから別にいいだろう。

			　だが俺は違う。

			　顔は平々凡々だ。中肉中背だ。

			　なにか特徴があれば笑いの種にもなるだろうが、なに一つとして普通と変わらない。

			　だから。

			「なんであんな奴がいるんだ？」

			「空気読んでどこか行って欲しい」

			　と、そんなことを平然と言われる。

			　良い気分ではない。

			　かといって言ってる奴も良い気分ではないだろう。

			　せっかく盛り上がっているところを俺みたいな奴が邪魔をしてしまって逆に謝りたいくらいだ。

			　だが、これでも勇者のパーティーの一員となってしまっている。

			　急に頭を下げだしては完璧に奇人だ。

			　いや、奇人のほうが逆にいいよな？

			　もういっそのこと、ここで土下座の一つでもかますか？

			　そんなことを考えるくらい弱気になっていた。

			　そんな時。

			「ご主人様、ご主人様。すごい歓声ですねっ」

			「ん？　ああ、そうだな。おまえらすごいモテ具合だ」

			　初日から勇者コールなどが鳴りやむことはない。

			　そこら辺の露店を見たら勇者の聖剣を模したものとか、色んなグッズが売られている。

			「違います。ご主人様のことです」

			「俺？」

			　とんだ皮肉だな。

			　そう言いかけて耳に入って来た。

			「ぼく知ってるよ！　あの男のひと、このまえ王子さまが攻めてきたときにシキしてたひとだよ！」

			　小さな男の子が大声でそう言った。

			　よく知っているな。とちょっと感心した。

			　しかし、それだけじゃない。

			「あ～？　するとなんだ。遺書まで書いて出兵した俺の弟を、あの平凡な男が救ってくれたのか？」

			　厳つそうな男が腕を組みながら、まじまじと俺のほうを見た。

			「おや。私の商会も荒らされると思っていたのですが、被害を抑えてくれたのはあの方だったのですかな」

			　紳士そうな白髪頭の老人が、立派な白(しろ)鬚(ひげ)を撫でながら言った。

			「うそだろ？　あの人が俺の部隊の指揮をしてくれていたのか!?」

			　普段は兵士の格好でもしているのだろう。

			　しかし、今は平凡な民間人の格好の男が驚きを交えながら俺のほうを見て口にした。

			「ようするに勇者パーティーの頭を担当しているってことですね」

			　メガネをかけた聡明そうな女性が、メガネの位置を直しながら冷静に解説した。

			「なんだっけ！　あの人の名前！」

			「たしかボーン様でしょ!?」

			「私、ちょっと好みかもっ！」

			「あ、ズルい！　私が先にそう思ってたのに！」

			「ボーンさま！　サインくださいー！」

			「握手を！　是非とも握手をしてください！」

			「「「ボーン様!!」」」

			　……やべえ涙出そう。

			　いいのか。こんな扱いで。

			　なんでこんなんで嬉しくなってんだ、俺。
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			　王都の一周を終えた。

			　ようやく落ち着ける時間となった。

			　衣装を緩めて、俺は王城の一室を借りていた。

			　というのも今日は王城でパーティーが開かれるとのこと。当然、これも勇者関連のパーティーだ。

			　そこにはシランや王、大司祭などが参加するほどの催しとなっている。

			「ボーンっ！」

			　と。俺の部屋に来客が現れた。

			　シランだ。服装は幼いイメージに合う青いドレスを着ている。

			　あの時の処罰を免れるかの瀬戸際とは違い、今はかなり元気そうにしている。

			「あの時は借りてきた猫みたいだったのに随分と力があるな」

			「へへー。わたしはげんきだよっ！」

			　子供らしい笑みで飛びついてきた。

			　腹に暖かい感触を覚える。

			「ねえボーン、いつ、ていこくにくるの？」

			　シランが俺を見上げる。

			　キラキラとした純粋な瞳で尋ねてくる。

			「帝国に？　まだ予定はないが」

			「じゃあ、いまにしよ！　わたしのおしろにすもっ！」

			「いや、住むってなると別じゃ……」

			　そんなことはリアが許すはずない。さもなくばティーネを連れて行けない。

			「でもでも、わたしのホサしてくれるんじゃないの？」

			「ああ……」

			　言っていたな。そんなことも。

			　しかし、あれはあの場を凌ぐためのものだ。

			　手綱を握るには……。

			「俺の知り合いに補佐をさせるよ」

			　帝国の中枢にいる人物を何人か知っている。

			　それは俺が帝国にいた時代からの者だ。

			　まだ健在であることも知っているし、信用もできなくはない。

			　そいつらを使えばいい……。

			　と思ったが、シランがどうしても嫌とばかりに首を左右に振った。

			「わたしはボーンがいい！　ボーンじゃないとダメ！」

			　シランが俺の腰を強く握って言う。

			　たしかに俺が直で動いたほうがなにかと楽だが……。

			　うーん……。

			　今の帝国に安定はないだろう。

			　今回の戦争で多くの帝国傘下の小国たちが帝国の支配から離れることを許された。

			　そのために商業ライン――食料や金銭などのルートが消えたことになる。

			　さらには帝国の特筆するべき点である軍事力も消耗している。

			　ユーシアも消えたことだし、戦力的には非常に大きな穴ができたことだ。

			　ただもちろん強大な国であることに変わりはない。

			　帝王であるシランが後ろ盾になれば気苦労は多いだろうが、立て直すことは十分に可能になるはずだ。

			　しかしだ。

			　もしも王国にいたままだったら？

			　今の生活は非常に楽だ。

			　面倒な雑事以外は本当に楽だ。

			　食って寝て、適当に日向ぼっこして。

			　リアさえいなければキャッキャウフフなことだってあるわけだ。リアを排除する計画だって順調に進んでいる。

			　……残る以外の選択肢はない。

			「ご主人様、帝国に行くんですか!?」

			「おぅっ。ティ、ティーネか」

			　いつの間に、と言ってしまいそうになるくらい一瞬でティーネが部屋の中に現れた。かなり心臓に悪い。

			「そーだよ！　ボーンはわたしとテーコクでくらすの！」

			「ふむふむ！　じゃあ私も一緒に暮らすことになりますね！」

			「ティーネも？」

			「はい！」

			「んー！　よろしくっ」

			「よろしくお願いします！」

			　俺が入ることさえできない速度で話が決まっていく。

			　そこに新しく二人が混ざる。

			「待ってください待ってください！　それはダメです！」

			「そうですよ！　ダメです！　お姉さまっ！」

			　リアとミルナだ。

			　二人は慌てた様子で引き留めようとしている。

			「ボーン様が帝国に行くなんてありえません！　王国に残ってください！」

			「王国で生まれた勇者が帝国に居住するなんて言語道断ですよ！」

			　と、最初はミルナが言い、リアが続けて言った。

			　……なんだろう。

			　本来、リアのセリフこそが王女たるセリフなはずだ。だというのにミルナよ。

			　王も嘆いていた。

			　最初に出会った頃の国一筋の考えからちょっとずつズレ始めてはいないだろうか。

			　まぁ良い。

			「んー。でもご主人様が帝国に行くなら私も行きたいし……」

			「いや待て。俺は別に帝国に行きたいとは言っていないぞ」

			「え？　そうなんですか？」

			「え？　ボーン、テーコクに来ないの!?」

			　ティーネが呆けながら言い、シランが目に涙を溜めながら言った。

			『そうよそうよ！　行ってはダメよ！　まったく。ティーネは私を持っているという自覚を持って！　なんで私が帝国なんかに行かないといけないのよ』

			　久しぶりに女神の声を聞いた。

			『しかも魔王を生んだって言うじゃない。本当にどうしようもない国ねっ！　ついに足を引っ張る役から敵に成り下がったというわけよ。つくづくヒドイ国だわっ』

			「うっ……」

			　ついにシランの声が弱々しいものになった。

			　生まれて数年しか経っておらず、帝王として帝国しか知らないシランにとっては耳が痛いだろう。

			「さすがに言いすぎだ、女神」

			『なによ！　本当のことじゃないの！　ばーか帝国ばか帝国！』

			「ティーネ、なんとかして黙らせられないのか」

			「あ、一つだけ知ってます。この前に教えてもらったんですよ」

			「ほう？」

			『えっ？　ちょ、ちょっと待って！　それってアレのこと？　いやいやいや！　おかしい！　おかしいって！』

			「ちょっと私が弱くなっちゃいますけど静かになりますよ」

			「弱くなるのか」

			　その時点で嫌な予感しかしない。

			　それに今、勇者であるティーネが弱体化してしまったらユーシアが……。

			「大丈夫です」

			「ん？」

			「私ならすぐに強くなりますので！」

			「まぁそれもそうか」

			　と言ってしまうだけの謎の説得力がティーネにはあった。

			　こいつはそんな感じの人間なのだ。

			「それで方法って？」

			　俺は単純に聞いた。

			　あくまでも口頭で、ひとまず考慮に入れるための段階の問いだった。

			　ワンステップを置くためのものだった。

			　だって聞かなければいけないだろう。弱体化するのだから。

			　具体的にどんなものなのか。

			　それに嫌な予感もしたんだ。

			　なんかこう、また変にやらかしそうな予感が。

			　……なのに。

			「こうですっ！」

			　ティーネにとっては『実行しろ』とでも意図を捉えられたのかもしれない。

			　ひどい。

			　たしかに女神は完全に沈黙した。

			　あの偉そうで言葉を選ばない女神が沈黙した。

			　しかし。

			「「け、剣を折ったー!?」」

			　リアとミルナが現状を驚きと共に大声で口にした。

			「これって、だいじなツルギなんじゃないの？」

			「ああ、大事な奴だ……それもめちゃくちゃ大事な……」

			　リアとミルナが、それこそ目が飛び出るくらい驚いて固まっている。

			　シランが軽く汗を流しながら俺に聞いてきた。

			　俺はなんかこう……さすがティーネとばかりに天を仰いだ。

			　

			――ティーネが剣を折った。

			　

			「あ、やっぱり弱くなった気がします」

			　剣を折って真っ先に出た言葉がこれだった。

			　たしかに見てみれば前のようなオーラが消えているような気がする。

			「やっぱり弱くなったじゃないですよっ、お姉さまー！」

			「ティーネ様！　さすがにそれはシャレになってないです！」

			　リアとミルナが、あまりのティーネの突飛な行動に言葉を向ける。

			「ダメでしたか？　ご主人様」

			　ティーネが堂々と俺に聞く。

			　その言葉に不安などは一切ない。

			　きっと彼女が俺に求めている答えはこれだろう。

			「……強くなるんだろ？」

			「任せてください！」

			　力強く胸を叩く。

			　胸が柔らかく形を変える。

			　あ、良き。

			「「ボーン様!?」」

			　リアとミルナが俺を見て名前を口にした。

			　正気か？　とでも言っているのだろう。

			　仕方がないだろう。

			　だってもうしちゃったんだもん、ティーネ。

			　それにティーネは強くなる自信があるのだろう。

			　ならば俺は彼女に任せればいい。

			　俺は知っている。

			　ティーネが強いことを。

			　ティーネが怪物じみていることを。

			「ご主人様っ！　ちょっと特訓見ててくださいっ！」

			　ティーネが嬉しそうに俺の手を引っ張る。

			「ボーン様！　ボーン様が無責任なことを言うからお姉さまが……！」

			　リアが顔を真っ赤にして涙を若干浮かべながら俺を責める。

			「ねえボーン。いいからテーコクいこ？」

			　シランが現状をどうでも良さげに一蹴して、ティーネに握られていない方の手を握る。

			「ダメです！　ボーン様は私の……王国のものです！」

			　そんなシランの肩をとってミルナが言う。

			「なんか出番がない気がしたので登場したのじゃ！」

			　おいフィロ。

			　

			　と。

			　そんなこんなで波乱は止まる気がしない。

			　きっとしばらくは惰眠をむさぼり欲にかまけた生活というのはできないのだろう。

			　しかし、その日はきっと近い。

		

	
		
			　

			女人国にて

			　

			　そこは松明(たいまつ)が数本ある程度の深く暗い洞窟の中。

			　白色の魔法陣が描かれている中心で、二人の影が動いた。

			「ほう……これが仙術。素晴らしい」

			　灰色の流れるような髪に、綺麗で起伏のある胸を持った――人族の美しい女性が満足気に呟いた。

			「しっかりと穴もある……ふふ。これでボーン様に……ふふふ……」

			「なにを暗い笑みを浮かべている、ロンデ」

			　人の女となったロンデに、女神と酷似した長い銀髪と、女神とは違う碧眼を持った異様なまでに美しい女性がそう言った。

			「大司祭か。洗脳を解いたからと言って口が過ぎるぞ」

			「ふん。女となって力が湧いている私にそんなことを言ってもいいのか？」

			「……なるほど。これは聖女の器があると自惚れるわけだ」

			　ロンデが前とは違う、人からしてみれば整った顔を鋭くしながら大司祭に一息つく。

			　大司祭からは聖の魔力が漂い、前とは別格の違いを見せていた。

			「まぁこれでボーン様と同一の目標が叶うわけだ」

			「現聖女の地位の簒(さん)奪(だつ)か」

			「ああ。……そして私はボーン様と親睦を深め……ぐへへ」

			　大司祭の表情が緩む。

			　紅(こう)潮(ちよう)した頬はボーンへの想いを表わしていた。

			　そのことにロンデが違和感を覚える。

			「待て大司祭！　なぜおまえがボーン様を好いている!?」

			「聖女とは元来、希望を見せてくれる者を好くのだ。この場合は勇者……と普通ならばそうだろう。ただ私は違う！　私にとっての希望はボーン様なのだっ！」

			「な……！」

			　ロンデが唖然とする。

			「なんだ、ロンデ。おまえは妾(めかけ)にでもなればいい。それくらい許してやる」

			「ど、どういうことだっ！　調子に乗るのもいい加減にしろ！」

			「なんだ？　まさかボーン様を独占でもする気か？　さては魔王か？」

			「魔王はユーシアだろうがっ！」

			「ははは。知っている。バカかおまえ」

			「えぇい覚悟しろっ！」

			「なんのっ」

			　ロンデが闇を以てして大司祭を攻撃する。

			　しかし、大司祭を薄い光が守り、闇は決して届かない。

			　そもそも。

			　彼らは本気でやりあっているわけではなく、どこか心が通い合っているようだった。

			　以前のような完全な主従関係ではなさそう。

			　それはおそらく――ボーンという共通点ができたことに起因するだろう。

		

	
		
			　

			魔王城

			　

			　そこは魑魅魍魎あふれる暗く鉄臭い魔王城。

			　陽は当たらず、月明りが辛うじて照らす日もある程度の、じんめりとした気味悪い場所だ。

			　実際に気弱な人間が立ち入れば魂を掬(すく)われ、食われる。

			　ただ見るだけでも怖気づいてしまうだろう。

			　そんな魔王城の一角。

			「魔王様」

			　もっとも忠実な鷲の幹部が跪(ひざまず)きながら、白く骨のようなもので作られた大きな椅子に座るユーシアに目が行かぬよう、地面に視線を落ち着かせている。

			「全ての魔族が貴女様に忠誠を誓います」

			　鷲の背後には数百を超す異形の者たちがひれ伏していた。

			　それらは全てがなんらかの集団を率いている者たち。つまり魔王ユーシアを認めていない者が魔族領にはいなくなったということ。

			「帝国を惑わし、我ら魔族を率いて人族に一撃を与えた手腕、お見事でした。これからも魔族の栄光を……」

			　鷲の長い高説に耳を傾けているのは、背にいる者たちのみ。

			　肘をついて遠くを見ているユーシアの耳にはそんな声は届いていなかった。

			　

			（あぁ……瓦礫から逃げてたボーンちゃんも可愛かったなぁ……）

			　

			　愛する弟に想いを馳せていた。

			　同じタイミングでボーンの背筋に冷たい風が吹いたのは、きっと偶然なんかではないだろう。

		

	
		
			　

			番外篇　リーカネルとイシアの旅路

			　

			「これ受けましょうか」

			　そう言って、赤髪の美女がギルドから発注されている依頼書の板から一枚の紙を引っ張った。

			　その隣で小柄な青髪の少女が依頼書を覗く。

			「鍛冶師の依頼ですか。青銀の鉱石……」

			「イヤそうな顔するわね、イシア」

			「だってリーカネルさん。この青銀の鉱石、一番近いところってスイライ洞窟ですよね……」

			「そうね。避けるわけにもいかないし。けど受けられるＡランクにもっとも近い依頼がこれなのよね」

			　あまり良い顔をしていないイシアをリーカネルが宥(なだ)める。

			　スイライ洞窟。

			　王国では有名な場所だ。

			　魑(ち)魅(み)魍(もう)魎(りよう)の魔物たちが住まい、騎士団の人間数名が近場で必ず駐在し監視している。

			　そこには立ち入りも制限されており、一般人はＡランク以上の冒険者か国の許可がなければ入ることができない。

			　また冒険者だけであれば、Ｃランクのパーティーは四名以上、Ｂランクは二名以上、Ａランクは単体でも可能となっている。

			　ただし、それも自己責任によるもの。

			　もしも仮に洞窟へ入るなら。

			――戦力は事実上、二倍必要になる。

			　しかし、イシアとリーカネルはＢランクの上位に数えられる。

			　さらに異例なまでの麒(き)麟(りん)児(じ)。

			　伸び方がかつてのＳランクたちを彷彿とさせるレベルだ。

			　実力が現在の立ち位置と離れすぎている。

			　リーカネルたちも自分自身で客観的に見て判断してのことだ。

			「分かりました。じゃあ受けましょう」

			　それでも楽観視はせず、イシアがコクリと頷いた。

			　

			　依頼書をギルドの受付にもっていく。同時に冒険者のカードも手渡す。

			　受付嬢が受け取る。

			　依頼は危険だが、受付嬢に不安そうな顔などはない。

			　これが別の人間ならば話は変わってくる。

			　そもそも受付嬢はこの依頼書を受け取った時、再度受けるか確認するよう言われている。さらに言えば実力に見合わないようであれば止めるようにも言われている。

			　だが、彼女もまた、リーカネルとイシアの実力を知っているのだ。依頼を受け、必ず成功して戻ってくる。

			　大きな信頼があった。

			「受理しました」

			　ビジネスライクな笑顔で受付嬢が言う。

			　カードと依頼書が特殊な光を放ち、受理完了の証明が浮き出る。

			　そして、受付嬢が冒険者のカードだけを残して依頼書を下げようとした。

			「あ、その依頼者の人なんだけど」

			　リーカネルが止める。

			　受付嬢が笑みを浮かべつつも、機嫌を損ねない程度に不思議そうな顔をした。

			「はい。なんでしょうか？」

			「鍛冶師よね。それもかなり有名な」

			「あー、近衛(このえ)騎士やＡランクの方たちも贔屓にしているそうですね」

			「私の剣、普通の鍛冶屋だと断られるのよね」

			　そう言ってリーカネルが取り出したのは綺麗な一刀。

			　白銀の身には小粒の赤い鉱石が埋まっている。

			「一級品ですね。それも業(わざ)物(もの)と呼ばれるほどの……」

			「そう。だからこの人に持っていきたいのだけど」

			　受付嬢は毎日、武器を携帯する冒険者に会う。

			　だからこそ分かる。リーカネルが持っている剣は非凡だと。

			　並大抵の冒険者では扱えないものだと。

			「依頼を終えたら直接依頼書を持って行っていいかしら。そっちのほうが便利でしょ？　いちいち、ギルド行ったり鍛冶屋行ったりと手間かかるのは嫌なのよね」

			「いえ、それは……」

			「鍛冶屋の居場所は分かっているし、ギルドの手数料も把握しているわ。これでもダメ？」

			「……あははは」

			　断ろうとした理由を、さきに回り込んで反論される。受付嬢が苦笑いを浮かべる。

			　そしてリーカネルの耳元にまで身体を寄せて言った。

			「リーカネルさんだけは特別ですからね。今回だけですよ？」

			「分かってる。ありがとう」

			　リーカネルがお礼の手を差し出す。

			　受付嬢もそれを何気なしに受け取り、握り返す。

			　本来なら絶対にありえないことだ。

			　しかし、リーカネルは知らない。

			　ギルドには派閥があることを。

			　

			――最大派閥は「ティーネ教」だ。

			　Ｓランクにして、王国の特別上位貴族の一員。

			　そして人を惹きつける容姿や声。

			　老若男女問わず、各国だけではない。種族の間すら超えた信者たちがいる。

			　最近では勇者にまで至り、勢いは止まるところを知らない。

			　

			――そんな中で密かに、だが着実に勢力を増している「リーカネル教」がある。

			　めきめきと成長する麒麟児の如き実力と美貌を兼ね備え、時折見せる想い人を遠くから見つめるような顔にときめく者たちが続出している。

			　その一人がこの受付嬢だった。

			　彼女は心の中で涎を垂らしながら、リーカネルとの握手を堪能するのだった。

			（これで三日は手を洗えない）

			　と、冗談とも本気とも思えないことを考える受付嬢。

			　そこまでの熱烈なファンだということを、リーカネルはまだ知らない。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　なお、「ボーン絶対殺す教」なるものも存在するという話だ。

			　これはティーネとリーカネルの両方から想われていると誰もが知るところで。

			　だからこそ敵対する組織が生まれることは当たり前で。

			　しかも一部コアで過激派な「イシア教」なる組織もあって。

			　実は、ボーンの命は明日とも分からぬものなのかもしれない。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　スイライ洞窟。

			　道は大きく進むのに困難はない。

			　ただ暗く、多少は荒れているが魔物によって踏み固められているため、易しい道ではある。

			　そんなスイライ洞窟は元々は地底湖だった。しかし、今では湿っている部分や、ため池などができた連結している洞穴などは数少ない。

			　むしろ大多数の洞穴が――熱気が充満していた。

			「本当なんですかね、ドラゴンがいるって噂」

			　イシアが得意の魔法で冷気を漂わせながら、何食わぬ顔で洞窟内を歩く。

			「さぁ。姿は確認されてないし、地中に籠(こも)るドラゴンなんて聞いたことない。けど、地底湖を一気に蒸発させるくらいのなにかがあったのは確かよ」

			　リーカネルが雑談がてら、この大きな洞窟で迷わないために白い石でマークを付ける。

			「油断はできませんね」

			　気を引き締め直して、二人は目当ての鉱石を見つけようと歩く。

			　青銀の鉱石は洞窟の奥深くにしか眠っていない。

			　その間の道は村一つを単体で潰せる魔物に必ず会う。その一匹に――。

			「ヒップイーベル……ですね」

			　イシアが杖を強く握りながら呟いた。

			　鋭く細菌だらけの黄色い牙、夜目の利く爬虫類の目、宙づり状態の黒く鳥類の身体。いわゆるコウモリに似たその生物は体格が一メートルを超し、鋼ほどの硬度を持つ翼が全身を覆っている。

			「大丈夫。今は活動時間じゃないから下手に触らなければ動かないはずよ」

			「は、はい」

			　リーカネルとイシアがヒップイーベルの傍を歩く。服の袖一つ当たらないように。

			　ヒップイーベルも敵意がないことを感じてか微動だにしない。それもまた恐怖心を煽るが動かないのであればそれでいい。

			　だが通り過ぎた直後――。

			　ヒップイーベルが目をカッと開いて足を地面につけた。

			「なにっ！」

			　リーカネルが咄(とつ)嗟(さ)に剣を抜く。

			　活動時間までは遠く、リーカネルやイシアがなにかをしたわけでもない。

			　理由は別にあった。

			『グルルルルゥ……！』

			　赤く血のような鬣(たてがみ)が一本一本生きているかのように唸り、威厳ある顔つきと体躯は何人でも食べつくしてしまうほどに大きい。

			――ライオネル。

			　飢えた身体を殺意で充満させ、ヒップイーベルとリーカネル、イシアを敵に回そうとしている。

			「どうしますか？」

			「戦わせましょう。ここで無理に行く必要はないわ」

			「賛成です」

			　ヒップイーベルを盾にライオネルを倒させる。その方向で意見が固まった瞬間だった。

			『ガァァァァァァァッッッ！』

			　洞窟全体が咆哮で轟く。

			「今度はなに!?」

			　焦りながらもリーカネルが状況を確認しようと全体を見渡す。

			　耳を塞いでしまいたくなるほどの大きな声だが、音の一つも聞き逃さない。

			　それは――地面から現れた。

			『クギュイっ』

			　最初はヒップイーベルからだった。

			　現れた巨大な口だけで道の半分が埋まる。その半分のうちにはヒップイーベルの身体全体が入っていた。

			　鋼鉄と同等の身体をあっさりと飲み込まれる。バキバキと、いとも簡単に噛み砕かれる。

			『ガゥっ』

			　ライオネルが、赤黒い鱗(うろこ)に囲まれた力強い口に恐れをなす。

			　絶対に勝てないとばかりに怯え、背を見せ逃げる。

			　だが、洞窟を為していた岩をあっさりと崩して口がライオネルを食い荒らす。大きさが自慢であっただろうに二口で全身が消えた。

			「逃げるわよっ！」

			「――！　はい！」

			　腰を抜かした。そんな甘いことを言うほどやわではない。

			　だが戦えるかと言われれば無理な話だ。

			　リーカネルたちは見ただけで分かった。ヒップイーベルとライオネルを喰ったのは、巨大なドラゴンであると。

			　姿が確認されていないのは洞窟内部にいるからではなく、地中に姿を隠しているからだと。

			　あっさりと洞窟が崩れかけている。

			　そのせいか。

			「マークが消えてる……！」

			「こっちです！」

			　つけてきたマークのほとんどが見えづらいか、崩れて消えていた。

			　それでも記憶を頼りに動く。

			　だが確実に迷っていることは二人も分かっていた。

			「きっと奥まで来ちゃってるわね」

			「外にまで魔力を辿らせてます。ただ時間がかかってしまいます……」

			　イシアが各方面に魔力を通す。

			　最終的に外に出れば、それを追いかければいいということだ。

			　ただ魔力の浪費に繋がるうえに、魔力を感知するタイプの魔物がいれば誘ってしまいかねない。

			　もちろん、今は出るために使うことがベターであると判断してのことだが。

			「待機は無理ね。おそらく追ってきている」

			　ドドドドドっと地面を割りながら音が近づいてきていた。

			　立ち止まるわけにはいかなかった。

			　それが奥に進んでしまう道であっても。

			「規格外ね。本当」

			「状況が不利です。外に出てくれば変わりますが」

			　まだイシアは外に魔力を結べていない。

			　だが、そんな時だった。

			「……ここは」

			　偶然だった。

			　こんな場所があるとはリーカネルたちは聞いていない。

			　そもそも。

			　ドラゴン然り、まだおそらく誰もたどり着いたことのない場所なのだろう。

			　赤、青、黄、紫、緑、様々な色の鉱石が所狭しと埋まっている――洞穴があった。

			　それも小さくない。

			　むしろ数十人の生活空間を作れるくらい大きな場所だ。

			　見えただけの鉱石の価値だけで一生暮らしていけるほどはあった。

			「青銀の鉱石あります！」

			　イシアが手で適当に魔法を放って指定された分の鉱石を手に取って掲げた。

			　その姿にリーカネルが笑う。

			「真っ先に依頼を実行するマジメさはさすがね」

			　あるいは欲がないとも言えるだろう。

			　青銀の鉱石以外、もっと価値がある鉱石はいくらでもある。

			　それこそ希少中の希少の鉱石も僅かながら見え――。

			『ガァァァァァッッ!!』

			　ドラゴンの咆哮が響く。

			　同時にリーカネルたちが入って来た入り口の近くの地中から口――顔――体――手足の全てが現れる。

			　間違いなく、ドラゴンと呼ばれる姿そのものだった。赤黒い鱗(うろこ)に覆われ、巨体は優に十メートルを超す。

			「間違いなくともＡランク以上ね、依頼だったら」

			「……はいっ」

			　出られる場所はない。

			　唯一の出入り口はドラゴンによって塞がれる。

			　二人が剣と杖を強く握りしめる。

			　戦いの覚悟を決めた。

			「まずは斬れるか試すわっ！」

			「はいッ」

			　リーカネルが直進する。

			　ドラゴンがそれに応えて口に炎を溜める。

			　だがイシアが天井の岩に強風を当て崩れさせた。ドラゴンの顔に岩が崩れ落ちる。

			　隙をついてリーカネルが胴体の下に潜り込む。――そして斬る。だが予想通り硬い。それでもリーカネルの技量で斬り抜き、切り口から血を噴出させてみせた。

			　ドラゴンが痛そうに声を挙げるが、すぐに体勢を整え、長い尻尾を勢いよく地面に這(は)わせる。

			　だが、イシアが地面を突起させてドラゴンの重心を崩す。

			　そこにもう一度リーカネルが腹部を突く。何度も、何度も。

			『ガゥッ……！』

			　さすがにダメージを覚えたドラゴンが力強く地面を踏み込む。イシアの魔法すらも力で押し込む。

			「斬れる。このまま支援をお願い」

			「分かりました」

			　簡素な言葉だけで意思を通す。

			　もはや二人は目と目だけでも分かりあえているが、それでも念には念を入れている。

			　そしてドラゴンに思考と体勢を立て直す時間を与えないため、すぐに攻撃を開始する。お互いの長所を利用し合いながら。

			　

			　じりじりと互いが削れて行く。

			　ドラゴンは体力がある。しかし傷を一方的に負わされ、動きを制御されている。

			　その反面、怪我は一切受けていないが体力が長くはもちそうにないリーカネルとイシア。

			　ふとドラゴンが考えつく。

			　なら自分に都合の良い戦いをしようと。

			『ガァァァァッ！』

			　ドラゴンが咆哮を挙げる。

			　一瞬だけリーカネルとイシアに動揺が生まれる。

			　その隙を見逃さない。

			　ドラゴンが邪魔をされることなく地中に潜る。

			「逃げた……？」

			　リーカネルが警戒を解かないままにイシアへ問う。

			　イシアは大地から魔力を受け取り、ドラゴンの進行方向を調べる。

			　そして見当がついた頃には――。

			「下です！」

			「っ！」

			　リーカネルが慌てて後退する。

			　あとすこし、反応が遅れていたら――。

			　リーカネルの足元で、ガチンッと強固な歯と歯がぶつかり合う音がした。

			　それは紛れもないドラゴンが喰い合わせた音だった。

			「――っ！」

			　リーカネルが咄(とつ)嗟(さ)に反撃をするために剣をドラゴンに向けて突き刺そうとする。

			　しかし、ドラゴンも油断はしていない。

			　感触がないと分かるとすぐに地中に下がった。

			　リーカネルが作られた穴に落ちそうになる。

			　そこにイシアが風の道を作って安全な地面に戻る。

			「イシア」

			　リーカネルが名前だけを呼ぶ。

			　イシアが杖を握る。

			「次、止めます。でも時間はさほど作れないと思います」

			　イシアが簡素に用件だけを伝える。

			　それがリーカネルの求めていた答えだったようだ。

			　リーカネルは答えることなく目を瞑(つむ)った。そして神経を足元に集中させる。

			――来た！

			　リーカネルが未来でも見えているのか、と言えるくらいにタイミングよくドラゴンが喰いつこうとした瞬間に飛びあがる。

			『ガゥッ！』

			　ドラゴンがまた食えなかったことに悔しそうな声を挙げる。

			「イシアっ！」

			「はいっ！」

			　リーカネルに呼応してイシアが杖に魔力を込める。

			　瞬間、ドラゴンが作り出した土の穴が狭まる。

			『グっ』

			　ドラゴンが苦しそうな顔をする。

			　だが一秒たりとも時間を作ることは叶わなかった。

			　それではリーカネルの刃が届かない。

			「次はもっと時間を作れますっ！」

			　リーカネルがなにかを言う前にイシアが断ずる。

			　今回の反省を生かすのだ。

			　力が足りなかった。

			　では増やすか？

			　否。

			　ドラゴンにそれでは勝てない。

			　力ではない。

			　ならば一つ。

			（来たっ）

			　イシアが感じ取ると同時にリーカネルがまた飛躍する。

			　示し合わせたかのようにドラゴンが顔だけを出す。

			　今回も噛み損じている。

			　だが、今回は違う点があった。

			――顔を出している穴が拡大する。

			　ドラゴンの身体が剥き出しになる。

			　予想外のことにドラゴンが戸惑った。

			　さらに次の瞬間にはドラゴンの身体が丸出しになりながらも限りなく狭められる。

			　マズいっ、そう悟ったドラゴンが下に下がろうとする。だが、激痛。

			　腰部から腹部にかけてドラゴンに痛みが走った。それも生半可なものではなく致命傷に至るほどのものだ。

			　ドラゴンが焦り下を見る。

			　下は――魔法で作られた土の巨大な槍が無数に左右から、ドラゴンを狙うよう斜め上に生えていた。

			　出られない。逃げられない。

			　ドラゴンが――諦めを覚え、

			「だぁぁぁぁぁっ！」

			　リーカネルの大声と共に意識が途絶えた。

			　

			「……ふぅ」

			　戦闘が終わり、ドラゴンの死骸が転がっていた。

			　ドラゴンの死骸には無数の傷があり、激闘の証があった。

			　リーカネルとイシアはかすり傷しか負っていない。だが、それはつまり一切の油断を許さない敵であったことを意味していた。

			「お疲れ様です。リーカネルさん」

			「ええ、イシアもお疲れ様。といっても、まだ依頼は終わっていないし洞窟も抜けていないわよ」

			「はい。……あ、魔力が外に通りました」

			　イシアが両眉を上げて嬉しそうに言った。

			「よかった。それじゃあ、持てるだけ鉱石を採掘して出ましょうか」

			「分かりました」

			　にへへ、と欲を出しながらリーカネルが言い、黄色く薄汚い鉱石をとって一瞥する。

			「これは……なにかしら」

			「さぁ、見たことがないです」

			「そう。まぁいいわ。あまりかさばったら持ち帰れないし捨てましょう」

			「そうですね、荷物は少ないに越したことは――」

			　イシアが同意しようとした瞬間だった。

			　グラリ……と不穏な揺れが洞窟内で起こる。

			「ちょっと……」

			　リーカネルが嫌な汗を流す。

			「これは……」

			　イシアも不安そうに喉を鳴らす。

			　彼女たちの予想は当たっていた。

			――洞窟が崩壊している。

			「に、逃げるわよっ！」

			「はいーっ!!」

			　鉱石を漁る暇なんてあるはずがなく。

			　イシアが持っていた依頼分の青銀の鉱石だけは辛うじて保有できていただけだった。

			　なんとか洞窟から脱出した頃には、リーカネルとイシアは肩で息をしていた。

			「は、はぁ……はぁ……」

			「なんとか生きてるわね……」

			　崩壊したスイライ洞窟の出入り口を一瞥しながら、リーカネルが汗を拭う。

			　その横でシリアが膝に手をついて空気を目一杯に吸い込んでいた。

			「はぁ……はぁ……はい……なんとか……」

			　二人は息を整える。

			「けど……あぁぁ！　鉱石がーっ！」

			　リーカネルが頭をわしゃわしゃと掻きながら、洞窟内にあった鉱石を思い出す。

			　それらは全て貴重で需要も高い物ばかりだった。

			　そんなものたちが取り放題だった。

			　それら全てを換金すれば――。

			　だが、全ては地中深くに眠ってしまった。

			　と考えれば色々と後悔が浮かぶ。

			　手元には辛うじて触れていた一つの鉱石。黄色く、名前すら聞いたことのない無名の価値がなさそうなもの。

			「はぁ……」

			　リーカネルがどこか彼方を見る。

			　その目は――想い人を描いていた。

			（またか）

			　そんなリーカネルの姿をイシアは今日も見る。

			（どうせ鉱石がたくさんあったら養えるとか考えていたんだろうなぁ……）

			　もはやイシアにとって透け透けな相方の考えだった。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　ひとまずの依頼を終え、リーカネルは鍛冶屋の下に向かった。イシアは先に食事の用意で帰宅している。

			　鍛冶屋は王都の一角に自分の店を構えており、多数の弟子を従えていた。

			　リーカネルはその鍛冶屋の弟子に案内されて、五階建ての豪華な建物の中に案内されていく。

			　長い巻き状の階段を昇って行き、最上階に行き着く。

			　途中途中ではギルドに似た受付台や、量産型の作業場などがあった。

			　しかし、最上階だけは独特の雰囲気が醸(かも)し出されていた。

			　田舎のボロい、寂れている、そんな感じの場所だった。とても高級な建物の最上階とは思えない。

			　果てしない違和感を覚えながらもリーカネルが部屋の主に声をかける。

			「ギルドから参りました。冒険者のリーカネルです」

			　部屋の主は答えない。

			　鉄をならす作業に集中していて耳に入らないのだ。

			　弟子が申し訳なさそうに言う。

			「こうなった師匠は止まりません。すみませんが、依頼書はこちらで受け取ります」

			　常々こういった状態のようだ。

			　弟子も慣れた口ぶりをしている。

			「ええ、問題ないです。ただ依頼を兼ねても構いませんか？」

			「依頼ですか。となるとその剣のですか？」

			　弟子がちらりと目には入っていたリーカネルの赤色の鞘に納まっている剣を見る。

			「ちょっとお預かりしても大丈夫ですか？」

			　聞いて、頷いたリーカネルから剣を受け取る。

			　ずっしりと、男でも人を選ぶ重みが弟子の身体に伝わる。

			　一介の量産されている平凡なものではないと即座に分かった。

			　だが、それでも癖で決まり文句を口にしながら鞘から剣を取り出す。

			「物によっては我々、弟子の者がさせてもらうことになって――――」

			　言いながら、弟子の口が止まる。

			　まだ鞘に半分出している途中だというのに、視線が釘付けになる。

			　使い込まれているが切れ味の良さが分かる刀身。引き、斬る。ただそれだけの作業を行うがために幾重も作りこまれている。それだけではない。突く、防ぐ、そういった動作にも対応できるよう考え込まれている。

			　なによりも素材だ。この剣に使われている赤い鉱石は帝国の一部でしか流通していない。それゆえに扱いを知る者は少ない。

			――これは師匠にしか。

			「……あ」

			　客の前だということを思い出し、弟子は意識をなんとか戻した。

			「失礼しました。現状、師匠はとても忙しい日程になっておりますので時間を要するかと」

			「どれくらいになりそう？」

			「数年は待ってもらう必要があります」

			「数年……」

			　リーカネルに代わりの剣はない。

			　新しく見繕(つくろ)うにしても、剣自体変えるため最低一週間はかかるだろう。命を任せるのだから、もっと時間をかけてもいいくらいだ。

			　最悪、低ランクの依頼を受けることも考慮する。

			「ん～？　ゴチャゴチャうるせぇぞ」

			「し、師匠っ」

			　部屋の奥から一人の老人が現れる。

			　髪も髭もない、皺(しわ)が顔全体を埋めている男だ。比較的に小柄だが剣を長年作っている筋肉は容易く見て取れる。

			「おぅ、冒険者か？　ギルドの代わりに来たんだな。はやいところ青い鉱石くれ」

			「あ、はい」

			　リーカネルが取ってきた一部の鉱石を出す。

			「これで間違いありませんか？　確認お願いし――」

			「ああ、それでいい。んじゃ、おい。おまえが金の払いと回収しとけ」

			「分かりました、師匠。それとこちらの方が依頼で剣を見て欲しいとのことです」

			「……ほー。なかなかに良い剣じゃねえか」

			　リーカネルの剣を見て、男が顎に手をあてながらじっくりと見た。

			「……なるほどなぁ」

			　ポツリと呟く。

			　そしてガッシリと剣を握って奥に入って行った。

			「あっ」

			　リーカネルが思わず言葉を漏らす。

			　弟子が苦笑いしながら頬を人差し指で掻く。

			「安心してください。これは優先的に依頼を受けるってことです」

			「え？　でも金銭の話もしていませんよ？」

			「最悪タダでもいいくらい気に入っているんだと思います。まぁさすがに金銭は私たちと相談になりますが……」

			「職人気質ってやつなのかしら。強烈ね」

			「申し訳ないです。あ、とりあえず青い鉱石を頂けますか」

			「ええ。どうぞ」

			　リーカネルが全ての青い鉱石を取り出す。――その瞬間、黄色い鈍色の鉱石も一緒に零れ落ちた。

			　それをリーカネルがすぐさま拾う。

			「ん……？」

			　一瞬だけ見た弟子が、なにか不思議な違和感を覚える。

			「どうかしました？」

			「いや。どこかで見たような気がして……その鉱石」

			「これ？」

			　黄色い鉱石。

			　大した輝きがあるわけでも特別な魔力が帯びているというわけでもない。

			　なんの変哲もない。一見すれば石ころと同等くらいの価値だ。

			「……うーん。鉱石の名前は全て覚えているはずなんですが……うーん？」

			「無名の鉱石ということなのでは？」

			「いや、どこかで見たことがあると思うんです。ただそれが思い出せなくて……」

			「ド忘れとかではなくて？」

			「それはありません！　なんなら一つ一つを言えます！　……なんですけど……うーん」

			　腕を組みながら首を捻じる。

			　そこまでしても弟子は答えを導き出せなかった。

			「ひとまずこちらを」

			　リーカネルが冷静に青い鉱石と依頼書を弟子に渡す。

			　弟子がしこりを残しつつも受け取る。

			「はい、たしかに受け取りました。内容も同様ですね……しかし、どこかで見たような。うーん」

			　依頼書を確認し、鉱石の量を確認した弟子がしっかりと受け取る。

			　だが、なおも鉱石に関して長く思考しているようだった。

			　そんな弟子の姿を見てリーカネルはすこし違和感を覚えていた。

			（本当に大丈夫かしら）

			　無骨というか職人質がすぎる師匠に、どこか似ている弟子。

			　大事な剣を預けてもいいのかという一抹の不安がリーカネルに降りかかった。

			「もしかして心配してらっしゃいます？」

			「え？」

			「いや、聞かれることがあるんです。本当に大丈夫なのかって」

			「ああ……」

			　リーカネルがちょっと呆れる。

			　似たような気持ちを覚えている人たちがいるのかと。

			　それでも改善できないのなら直接会わせなくてもいいのではないかと。

			「大丈夫です。名声と違わぬ技術を持ち合わせていますから。師匠は人族だけではなく全種族の中でも十本の指には絶対に入っています」

			　その言葉は弟子の目線から、というものもあるだろう。

			　だが、弟子が言い切るだけの自信を、師匠は魅せつけたということ。

			「それに師匠が明らかに負けている、なんて言える人は一人しかいませんし」

			「一人？　それって……」

			　リーカネルが思い当たる。

			　それは剣に携わったことがあるならば誰もが聞いたことのある人物だ。

			「ええ。伝説の鍛冶師です」

			　弟子も躊(ちゆう)躇(ちよ)なく同調する。

			　脳裏に過(よぎ)った人物が同一であると疑っていない証拠だ。

			「まぁでも会ったことがある人なんて少数ですし、実際に作ったとされる剣もせいぜい数本。それらも国宝だったり、英雄クラスの武官が持っているから絶対に出回らないし、見ることも……でも師匠に連れられ一度だけ見たことがあるんです」

			　弟子が天井を仰いで思い出す。

			「とある国にある、あの唯一無二の絶対的な剣。振らなくとも分かる。あれは大地を一太刀で割ることができる。それも綺麗に。鮮やかに」

			　弟子の頭に何度も妄想された剣だ。

			　あれが作れたら。

			　しかし、同一の物資と同一の工程で作ろうとしても絶対無理だ。

			　そう断言してしまうくらいに、異端の剣。

			「まぁ、さすがにそのクラスになると聖剣とかが壊れたら出動してもらうレベルですよ。聖剣が壊れるなんて聞いたことないですが」

			　弟子がいきすぎた冗談とばかりに笑う。

			　リーカネルもそれには同じ考えだった。なぜなら――。

			（今はティーネさんが持っているもの）

			　何度も勇者のパレードを見た。

			　何度も魔王との戦いに参加しようと思った。

			　しかし、まだ自分は足りないと抑えた。

			　まだボーンの下にはいけないと。

			　それだけの自責がリーカネルにはあった。

			「と、ちょっと話がズレてしまいましたね。とりあえず安心してください、ということです。一級品をも超す品物でも、うちの師匠は直して見せますから」

			　弟子が握り拳を作って言う。

			「ええ。任せるわ」

			　まだ自分は聖剣を握るほど大層な人物にはなっていない。

			　けれどいつか勇者のような、ティーネさんのような。

			　リーカネルはそんな巨大な壁を見上げていた――。
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